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　　プロローグ







「お前が代わりに死ねばよかったのに」




　──それは呪のろいの言葉にも思えた。




　いつの頃ころからか不死になったら何でもできると思ってた。

　不死に憧あこがれていた。

　それは、小さい頃から「死」が人一倍嫌いだったから。

　どんなに傷ついても死なないなんて、不死の人生は気楽なものだと思っていた。




　でも、違った。




　不死になって身体からだの傷は癒いえても、心の傷はずっと癒えない。

　死なないことが苦しくて哀かなしいことだなんて思っていなかった。

　この力は、他人の屍しかばねと想おもいのうえに成り立っていて、とても強大で、これからも他人の魂を奪っていく呪いの力──。




　──でも、そんな呪いでも絶対に守ろうと思った。

　この呪われた力で大切なものを守ってくれる、引き継ぐ者のために。













　　第１章　魂の鼓動







「死ぬな！」

　高校からの帰り道。川の土手を歩いていた伏ふし神がみ縁えにしの視界に、川に飛び込もうとしている子供の姿が映り込んだ。橋の近くの川べりに生はえた大きな木。それに小学生ぐらいの男の子が登っており、川へせり出した枝を伝っているのだ。

　この川は流れが速く、危険だから飛び込むなと先生やおじさんに言い聞かされてきた縁は、その光景を見て慌てて止めに駆け寄った……のだが。

「は？　誰だれあんた？　なんの用？」

　男の子はまるで不ふ審しん者しやを見るかのような表情で縁を見下ろしてきた。

「え？　いや、なにつってもお前が飛び込もうとしてたから……」

「別に飛び込もうとしてるわけじゃねーし、飛び込んだとしても死ぬわけねーだろ」

「生意気な奴やつだな……とにかく危ねーから下りろ！」

　陰に隠れて遠くからでは見えなかったのだが、木の下に男の子と同い年ぐらいの女の子が立っており、不安げな表情を浮かべている。

　その状況に内心首を傾かしげる縁は、男の子が伝おうとしている枝の先を見てハッとした。

（何だ？　何かキラキラと光るモノが……）

　目を凝こらす縁は、それが髪飾りだということに気付いて手を叩たたいた。

「なんだ、そういうことかよ」

　カバンを下ろした縁は、木に手を掛けて登り始める。

　木登りは慣なれたもので、ひょいひょいと軽快に登る縁は、すぐに男の子のところまで到着した。

「な、何すんだ、あんた……」

「いいから、俺おれにまかしとけ」

　そのまま男の子を乗り越えた縁は、できるだけ太い枝を伝おうとするのだが、中が腐りかけているらしく、少し体重を掛けただけで簡かん単たんにしなりミシミシと鳴った。

「もぅ……ちょっと、あと……少し──」

　それでもなんとか慎重に枝を伝っていく縁は、ようやく髪飾りに手が届くところまでやってくる。

　枝のしなる音が大きくなる中、縁が髪飾りに手を伸ばした時だった。

　バキッ──！

　そんな音と共に枝が折れる音がして、川にドボンと落ちた。

「きゃ」

　小さな悲鳴が女の子から上がったが──しかし、落ちたのは枝のみで、縁えにしは落ちてはいなかった。

「あぶねぇー……」

　縁は違う枝に片手でぶら下がっており、空いている手で冷や汗を拭ぬぐっていた。その手には髪飾りがちゃんと握られている。

　それから慎重に地面に下りた縁は、未いまだに不安げな表情を浮かべている女の子に髪飾りを手渡した。

「ほらよ」

「あ、ありがとう……お兄にいちゃん」

　女の子の表情が少し和やわらぐ中、木の上から声が降ってきた。

「なんだよ、オレだって簡かん単たんに取れたんだぞ……」

　そんな愚ぐ痴ちを言いながら下りてくる男の子に、縁はイジワルに笑って言った。

「ほぉ～、なるほどな。お前、この子に、いいとこ見せようとしてたわけか……。わかるぞー、うん、わかるわかる」

「そんなんじゃねーし。それに、あんたが邪じや魔まするから取れなかったんだろ」

「せっかく取ってやったってのに、お前なぁ……」

　叱しかってやろうかと思った縁に、女の子がフォローするように言った。

「春はる人とくんがね、クラスの男子たちにからかわれてた私をかばってくれたんだけど、男子にこの髪飾りを取られちゃった時に髪飾りが橋から落ちてその木に引っ掛かっちゃったんだ……それで春人くんが……」

「そっか……」

　髪飾りを見つめる女の子は、縁と、決まりが悪そうな顔をする男の子に言った。

「これ、お母かあさんからもらった大事なものだったんだ。だから、ありがとうね春人くんとお兄ちゃん」

「じゃ、無事に戻って良かったな」

「うん！」

　縁は、笑え顔がおで答える女の子とその髪飾りを見る。それから、ほんの少しだけ遠くを見つめるような顔をした縁は、静かに言った。

「…………形かた見みか……大切だよな」

「え？」

「……ん？」

「死んでないよお母さん」

「え？　え？　あ、ああー。そうか、わるいわるい！」

　勘違いしていたことがわかり慌てる縁えにしは、お礼を言われて照れるようなふてくされるような微妙な顔をしている男の子を肘ひじで軽く小突いた。

「お前、愛想のない顔してんのにいいとこあるじゃねーか。でも、危なくて助けてほしい時は誰だれかに頼れよ？」

「危なくねーし」

　不ふ機き嫌げんそうに、ぷいっと顔を背ける男の子に、縁は目を閉じ、腕を組んでうんうんと頷うなずいた。

「うんうん、わかるぞー少年。危険は承知でも男には戦わなくてはいけない時があるってことか…………。俺おれもな…………って、おい!?」

　目を開けるともうそこに男の子の姿はなく、辺りを見渡せば、女の子の手を引っ張って土手の上へ走っていくところだった。

「何一人ひとりで語ってんだ！　ばーか！　ばーか！　ば───か！」

　男の子が振り返って叫んでくる。

「て、てめぇ──!?　これだから最近のガキは」

　追いかけて説教でもしてやろうかと考えた縁だったが──。

「おにいちゃ──────ん、ありがとね────────」

　振り返って叫んでくる女の子を見て縁の溜りゆう飲いんが下げる。そして、手を振った。

「おう！　それ大事にしろよな───」

　手を振り返してくる女の子と、何度か振り返ってはぷいっと顔を背ける男の子に手を振り続けた縁は、二人ふたりが見えなくなってから汚れた服とズボンを払った。

「ま、近ちか頃ごろのガキにしちゃ…………可愛かわいげはあったほうか。さてっと──」

　カバンを拾い上げる。

「落ちなくて良かった……落ちたらかっこ悪かったもんな……」

　枝の折れた木を見上げてから、自分も帰ろうと振り返った時だった。

「──なっ」

　縁は一いつ瞬しゆん夢を見ているのかと思った。

　振り返った先……。

　そこに人形のように綺き麗れいな顔をした少女が立っていたのだ。

　どこかの高校のものと思われる制服に身を包んだ少女は、長い金きん色いろの髪をしており、その目鼻立ちは、氷の彫刻を思わせる美しさと繊せん細さいさと、そして冷たさを感じさせる。川に傾く茜あかね色の太陽の光と合わさり、少女はどこか幻想的で、非現実的な美しさを纏まとっていた。

「…………」

　つい息を止めて見入ってしまう縁に、少女は険しい顔をして近づいてくる。

（なんだ……？）

　ハッと我に返る縁えにしは、不ぶ躾しつけだったことを焦るが、しかし同時に、だからってそんな今にも刺してきそうな顔をしなくてもいいじゃないか、とも心の中で呟つぶやく。

「…………」

「え……」

　少女はどんどん接近して、縁は慌てて後ずさる。

　しかし、数歩の内に木に背中がぶつかったことで、もうそれ以上、後ずさることはできなくなった。

「ちょ……ちょっ……！」

　やっと静止する少女だが、縁との間は息が掛かるぐらいの近きん距きよ離りだった。

（な、な、なんだコイツ……）

　困惑する縁だったが、少女が縁の身体からだを下から上へとじろじろと見始めたことで、さらに困惑した。

「な、なんなんだよお前……何がしたいんだよ……！」

　どう反応していいのかわからない縁の目に視し線せんを戻した少女は、そのルージュを引いたような唇を開いて声を発した。

「アンタは…………」

　ようやく何か喋しやべった少女に耳を傾ける縁。
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　しかし、耳に入ってくるのは溜ため息いきと、こんな言葉だった。

「──ハズレだったか」

「は……っ」

　少女はそのまま縁えにしに背を向けると、すたすたと去っていく。

　取り残された縁はしばらくの間きょとんとするが……次第にバカにされたんじゃないかという苛いら立だちで身体からだが震ふるえてきて、あとを追いかけた。

「ちょっと待てよ、おい！　初めて会った相手を『ハズレ』呼ばわりするとかどんな教育受けてんだよ！　俺おれの名前は伏ふし神がみ縁って言ってだな──」

　土手を上がろうとしている少女の肩を、縁が摑つかんだ瞬しゆん間かんだった──。

「触るな」

　少女に強く手を振り払われた。それに面食らう縁だったが、すぐにムッとして言った。

「一体、なんなんだよお前は!?」

「お前じゃない。私は黒くろ須すアリサ」

　冷たく睨にらんで名乗る少女は、縁を小こ馬ば鹿かにするような微笑を浮かべて付け加えた。

「……でも、覚えなくていい。今から忘れるから」

「忘れる？　忘れるわけねぇだろ！　お前みたいな失礼女は、今しっかりと俺の記き憶おくに焼き付けられ──」

「無む駄だよ。そのアンタの記憶を強制的に消すんだから……」

「は？」

「この……『呪のろい』でね」

（何言ってんだ、もしかして危ねー奴やつなのか？）

「呪いって何言っ──？」

　縁が訊きき返した瞬しゆん間かんだった。

「うわっ」

　パンッ！　と何かが縁の目の前で弾はじけた。

　驚おどろいて足を滑らせた縁は土手を転がり落ちる。

　そのまま土手の下に仰あお向むけに倒れた縁は、少女の手に何かキラキラと光るモノを見るが、それが何かわかる前に少女はポケットにしまってしまう。

　縁を見下ろす少女は、クスクスと笑って土手を上り去っていく。

「今、何されたんだ……」

　身体を確たしかめながら上体を起こす縁だが、特に何の変化もないようだった。

「呪い……？　いや、そんなもん、あるわけねーよな……」

　立ち上がって、遠ざかっていく少女の後ろ姿を眺める縁は、追いかけるのを諦あきらめる。

「はあ……ちょっとだけ可愛かわいかったけど、何か変な奴だったな……」

　溜ため息いきを吐つき、八つ当たりするように服に付いた土や草を払う。

　そうぼやいた時だった。

　遠くのほうで十七時を告げるベルが鳴なり響ひびき、縁えにしはハッと陽ひの落ちる空を見渡した。

「やべ、もうこんな時間だ。円まどかの奴やつ、絶対怒って……るよな……。早く帰るか」

　カバンを慌てて拾う縁は土手を駆け上がり、少女が去っていった道とは逆の方向である帰路を全速力で走っていった。




　　　　　　　　　　＊＊＊




「昨さく日じつ二十三日深夜、歩ふ楼ろう市しの博はく物ぶつ館かん公こう園えんのそばで、近きん隣りんに住む少女が遺い体たいで発見されました。県けん警けい捜そう査さ一いつ課かではこれを殺人事件と断定し──」

　翌日の朝、食卓で朝食を摂とっていた縁は、テレビで流れるニュースに目を丸くした。

「おい、これすぐ裏の公園じゃねーか」

　テレビ画面には、被害に遭った少女の名前と年ねん齢れいが映し出されている。妹とそれほど変わらない幼い女の子だった。

「円、お前もあの近道使うだろ？　気をつけろよ？」

　そこで、画面隅に表示されている時間を見て慌てる縁。

「やべっ」

　味み噌そ汁しるをすすり、鮭しやけに箸はしを伸ばし、ご飯と共に口に放り込んでいく。そんな縁だったが、隣となりでお茶を淹いれることに集中している少女からの返事が聞こえないことが気がかりでそのまま声を掛けた。

「ぎいでんのが？」

「もうお兄にいちゃん！　食べるか話すかどっちかにしてね」

「だっで、ゆっぐりだべでだらぢごぐずるだご──ごほっゴホッ……ッ！」

「ほら言った傍そばから──お兄ちゃん大丈夫!?」

　喉のどを詰めてむせる縁の背中を慌てて叩たたく少女は、縁の妹の伏ふし神がみ円だった。黒い髪をセミロングの長さにした少女は、縁とは正反対にどこか儚はかなげな雰囲気を纏まとっている。

　何とか落ち着きを取り戻して一息吐く縁に、円はクスクスと笑った。

「明日あしたはいつもより五分早く起こしにいくから、ちゃんと起きてね」

　それに不承不承と頷うなずく縁は、テレビを見る。もうさっきのニュースは終わってしまい、次は国外のニュースを伝えていた。

　縁はさきほどのニュースの少女の顔を思い浮かべ、円にもう一度言う。

「……とにかく、気をつけろよ？　やばくなったらすぐ逃げるんだぞ？」

「うん、気をつけるけど、きっと心配ないよ」

「おお、なんだその自信は」

「ふっふーん」

「そういう油断が一番あぶ──」

　そんな縁えにしの言葉を遮さえぎり、円まどかは胸元から小さなペンダントを取り出す。

「だって、私にはお兄ちゃんからもらったこの誕たん生じよう日びプレゼントがあるからね」

　そう言って微笑ほほえむ円。

　そのペンダントには綺き麗れいにカットされた黒く神秘的に輝かがやく石が取り付けられており、石の中に一本の線せんのようなものが見える。それを指で優やさしく突く円は上じよう機き嫌げんに言った。

「これお守りの石だもんねー」

　円はそのペンダントをかなり気に入っているらしく普ふ段だんから身に着け、事あるごとに取り出してはこのように見つめている。

　贈おくった縁本人としてもそのように扱ってもらえることは、まんざらでもなく、むしろ内心ニヤついてしまうのだが、ここはしっかりと言っておかねばならぬと気を引ひき締しめてコホンと咳せき払ばらいをして言った。

「それ、中央に一本の線があるだろ？　それは『猫ねこ目め石いし』って言ってな、線が猫の目に見えるからそう呼ばれる石なんだ。猫目石には魔ま除よけの効能があるって言われてるから、円の病気も良くなるはずだぞ！」
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「もう、それ何回も聞いたよ。お兄にいちゃんの宝石知ち識しきはわかったから！」

「ちがう、古こ物ぶつ知識な」

「はいはい……古いものには持っていた人の想おもいが込めらているんだよね」

「前に持ってた人は、きっと美しくて優やさしい人だったに違いない！」

「そうだねー」

「とにかくだ。すげー効果がある古い石で、災わざわいや病気から守ってくれる石だけど、悪い奴やつを退治してくれたりはしないからな。いいか？　変な奴には絶対近づくなよ」

「はーい」

「大丈夫かよ……」

　なんだか少し心配になる縁えにしだが、円まどかは自分よりもしっかりとしているのでこれ以上注意する必要はないかと味み噌そ汁しるをすする。

　未いまだに水晶を突いている円に視し線せんを戻す縁は、ふと気付くことがあり、「そういえば」と口を開いた。

「……今日きようは顔色良いな」

　その縁の指摘に、円はニコニコと笑った。

「ふふん、なんか最近、調ちよう子しがいいんだ。もしかしたら、今日、病院に行ったら『もう治ったよ円ちゃん』とか言われちゃったりして」

「そっか……まぁ、あんまり無理すんなよ」

「うん、ありがと。でも、最近調子がいいのってやっぱりこのお守りのおかげなのかな……これ一生の宝物にして大事にするからね、お兄ちゃん」

　円の言葉に、少し照れた縁は、ふと、その猫ねこ目め石いしのペンダントを見つけた時のことを思い出した。

　それは数日前。叔お父じに頼まれ、問屋街に出かけた時に、あるお店にひっそりと飾られていたのが、その猫目石のペンダントだった。妙な魅み力りよくを感じた縁が、ペンダントに近づいて眺めていると、店主が現れて開口一番にこう言ったのだ。『家族に病気の人はいないか？　もしいたら、このペンダントを着ければ良くなるよ？　なんたって、これは魔ま除よけの宝石だからねぇ。今買うって決断するなら、特別に安くしとくけど……どうする？』

　まさに胡う散さん臭くさい押し売りであり、そのことは重々わかってはいたが、その時の縁は、店主の言葉をデタラメだと切り捨てられなかった。

　円は数年前から心しん臓ぞうの病気を患わずらっている。一時は、もって三年、とまで言われるぐらい具合が悪かったが、病院通いの甲か斐いがあってか少しずつよくなってきていた。

　それでも円は体調を崩すことが多く、問屋街へ出かける前日にも熱ねつを出して学校で倒れ、縁は高校を早退して迎えにいった。

　だから、どうしようもなくその誘い文句に揺らめいてしまう縁に、店主は財布の中身を訊きいてくると、その値段で売ってやると言ってきて、縁えにしは勢いのまま買ってしまったのだった。ちなみに二万円だった。今思い返せばかなり強引で、家に帰ってからかなり後悔したのだが、円まどかは想像以上に喜んでくれて、かつ体たい調ちようも良くなっているというのであれば、これほど報むくわれることはない。

（ご利り益やくでもプラシーボ効果でも、円の体調が良くなってくれたなら買った甲か斐いがあったな）

「一生着けてたら、お前の身体からだ、不死身になっちゃうんじゃねーか？」

　テレビではちょうど星座占いのコーナーをやっており、円の星座の健康運はマックスだ。

　なんだか無性に嬉うれしくなり、ニヤニヤと笑ってしまう縁は冗じよう談だん半分願ねがい半分でそう言うと、円はぷぅと頰ほおを膨ふくらました。

「えぇーヤダな。私は普通に生きて普通に年取っておばあちゃんになりたいよ」

「なんでだよ？　もし不老不死になれるとしても、なりたくないのか？」

「うん、ぜんぜん興きよう味みなーい。だって、友達も全員いなくなっちゃうし、一人ひとりだけ年取らずにいるのなんて絶対さみしいよ？　だから、私はね、お兄にいちゃんとかみんなと一いつ緒しよに年を取りたいんだー」

「ふーん、そういうもんか」

「そういうもんなんです。……って、あっ！　お兄ちゃん時間は大丈夫？　もう学校行かなくちゃいけない時間だよ！」

「うお！」

　時計を凝ぎよう視しした縁は、残りのご飯を一気に口に搔かき込んだ。

　それからドッカンガラガラと慌てて支し度たくして靴を履はく縁に、円が遠えん慮りよがちに声を掛けてきた。

「あ、お兄ちゃん……私、今日きようも、おじさんと一緒に病院なんだけど……」

　靴を履き終えた縁は、親指を立てて言った。

「オッケー、俺おれも一緒に行く」

「本当？　じゃ、昨日きのうみたいに遅れないでよー？」

「う……すまん、昨日のあれはだな──」

　脳裏に昨日の──黒くろ須すアリサの顔が浮かんで、縁はつい顔をしかめてしまう。

　その縁を心配するように円が言った。

「お兄ちゃん、昨日ちょっと機き嫌げんが悪かったけど、もしかしたら……あのひょうきんで変なお友達と喧けん嘩かしちゃったの？　もしそうなら、自分から謝あやまって早めに仲直りしたほうがいいよ」

「ひょうきん……？　あぁ、軽かる石いしのことか。って、あんなバカと喧嘩なんてしねぇよ」

「お兄ちゃん、前も言ったけど友達のことをバカなんて言ったらダメだよ」

「……でも、円も今ひょうきんで変な人って言ったよな──」

「お兄ちゃん！」

「お、おう、こわいこわい」

　おどけて見せた縁えにしは、そのまま玄関扉を開ける。

　それから振り返って円まどかと挨あい拶さつを交わした縁は、学校へ向かったのだった。
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　朝の騒さわがしい教室の中で、席に座って溜ため息いきを吐つく長い髪の女生徒が一人ひとり。

　その女生徒に、登校してきたばかりのショートヘアーの女生徒──椎しい奈なが声を掛けた。

「なーに暗い顔してるの恵え那な？」

「あ、椎奈ちゃん……朝のニュース見た？」

「ああ、もしかして殺人事件のやつ？　あれ縁の家の近くだったよね」

「そ、そうなの！　すごく心配でさ……伏ふし神がみくん大丈夫かな……」

　この世の終わりが訪れたかのような顔をする恵那に、椎奈は呆あきれたように言った。

「恵那あんた……いつも縁のことばっか考えてるわね」

「だってー……」

　溜息を吐く恵那に、椎奈は教室のドアの曇くもりガラスに映ったシルエットに気付いて明るく言った。

「縁なら大丈夫よ、ほら──」

　その椎奈の読み通り、ドアを開けて入ってくるのは縁だった──。




　遅刻せずに済んだと安あん堵どしながら教室に入った縁が自分の席へ向かうと、ショートヘアーの女生徒──水みず鳥しま椎奈がいつものように明るく声を掛けてきた。

「縁、おはよ」

「おっす」

　軽く返事して席に座れば、隣となりの席の長い髪の女生徒──西さい園おん寺じ恵那が慌てふためきながら声を掛けてきた

「ふっ、伏神くん、おお、おおはようっ！」

「お、おうっ……、おはよう西園寺。なんか今日きようは一段と元気だな」

　恵那にそう言葉を返す縁に、椎奈が眉まゆ根ねを寄せて突っかかってきた。

「はぁ？　縁、あんた、これが元気に見えるの？」

「ん？　何だよ、何かあったのか？」

　首を傾かしげる縁に、椎奈は呆れた顔をしてくる。

　それでも意味がわからず首を傾げ続ける縁に、深々と溜息を吐いた椎奈は、恵那の肩を軽く叩たたいて言った。

「恵那が気になることがあるんだってさ」

「──え!?　いや、あ、あの……」

　再び慌てふためく恵え那なに、縁えにしはハッとした顔で言った。

「なんだ、西さい園おん寺じ!?　何か悩んでるのか!?　溜ため込んでることがあるなら俺おれに何でも言えよ！」

「そ、そういうのじゃないの……っ！」

　動転しながら否定する恵那は、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「あ、あの、博はく物ぶつ館かん公こう園えんのそばで殺人事件があったってニュースで見たんだけど……伏ふし神がみくん家ちの近くだなって…………だから心配で──」

　その言葉で朝のニュースを思い出した縁は、憤いきどおるように言った。

「ああ、そうなんだよ！　悪い奴やつっていうのはどこにでもいるもんだよな！　最近なにかと物ぶつ騒そうな事件が続いてるし西園寺も気をつけろよ」

「う、うん」

「ちょっと、縁、私のことは心配しないの？」

　そう訊きいてくる椎しい奈なに、縁は真顔で言った。

「椎奈はだな……犯人見つけたら、ぶん殴ってくれよ」

「は？　それどういうこと!?」

「いや冗じよう談だんだって……！　だから、その構えた拳こぶしを下げてくれ！」

　臨りん戦せん態勢に入った椎奈に縁が慌てて言った時だった。

『──えにし～!!　だいじょうぶか～!!』

　そんなバカでかい声と共にボサボサの髪型の男子生徒が教室に飛び込んでくる。

　その男子生徒はそのまま周りの視し線せんを引き付けてこちらへ突進してくるので、縁は大きく溜ため息いきを吐ついてから思いっ切りパンチを放った。

「朝っぱらからうるせぇんだよ、軽かる石いし！」

「ぐへぁッ!?」

　転がったかと思いきや、またすぐに立ち上がる。

「いてーな、いきなり殴ることねーだろぉ。それがニュースでお前のことが心配になって、いつもより家を早く出た親友への態度か！」

「いつもと時間変わらねぇだろ？」

　壁かべの時と計けいを見上げる縁に、軽石が憤ふん然ぜんと言った。

「しっかり見ろよ、三十秒ぐらい早いだろうが親友よ！」

「そんなことよりも、今日きようもお前のせいで円まどかに怒られたんだからな？　お前なんか、親友でもなんでもないただの通行人Ａだバカ野郎！」

「ちょ、ちょっと通行人Ａとか、他ほかになんかあるだろ？　てか、殴るのやめろ！」

「縁～？　そんなに叩たたいたら軽石の頭がもっとバカになっちゃうわよ」

「いや、よく考えてみろ椎奈。バカがバカになったら逆に良くなるかもしれないぞ。しかもコイツは丈夫なのだけがとりえみたいなもんだから、今この時こそがコイツの特性を生かせる最大のチャンスなんだ」

「ああ……たしかに！」

「なんで納得するんだよ、椎しい奈なぁ！　ひ、ひでぇよお前ら！　おれぇは、不死身じゃねーんだから、もっといたわってくれよぉ」

　縁えにしから離はなれる軽かる石いしは、隣となりの恵え那なの席に泣き付いた。

「西さい園おん寺じさーん、縁がいじめてくるよぉー。たんこぶできたよー」

「……ちょ、ちょっと待ってね！」

　恵那は慌てて自分のカバンを探り始める。

　そこからキャラモノの絆ばん創そう膏こうを取り出した恵那は、そのまま軽石の頭に「はい、どうぞ」と、髪の上から貼はり付けた。

「西園寺さんは本当に優やさしいなー、どこかの誰だれかさんたちと違って人の心があるんだな！」

　当てつけるように歓声を上げてくる軽石。

（髪の上から貼っても意味ないんじゃねーのか？）

　内心で思う縁だったが、なんだか指摘したら負けな気がして何も言わない。

　しかしその間も恵那の手は止まらず、二枚三枚四枚……と、軽石の頭にどんどんと絆創膏が貼られていく。指摘したくはなかったが、さすがに二十枚目に突入したあたりで縁が声を掛けた。

「いやなんつーか……とりあえず、それは貼りすぎじゃねーか？　西園寺？」

「──あっ、ご、ごめん！　全部たんこぶに見えて……」

「何気にひどいわね……恵那」

　椎しい奈なの呟つぶやきに、縁もつい笑ってしまう。

　慌てて絆創膏をはがそうとする恵那に、しかし軽石は顔を曇くもらせることなく言った。

「いやいやこのままでいいっすよ！　そんなうっかりな西園寺さんも素す敵てきっす！　その気持ちだけですぐ治っちゃいますから！」

「そ、そう？」

　深く頷うなずく軽石は、キリリとした表情を見せて恵那に申し出た。

「このお礼におれが西園寺さんのナイトになって毎日ガードします……だから今日きようは一いつ緒しよに帰りましょう！」

　恵那は申し訳なさそうな顔をして即座に答えた。

「ごめん。今日は、椎奈ちゃんと問屋街にショッピングにいくんだ。掘り出し物はないかなーって思って……」

　ショックを受けたようにのけ反ぞる軽石。

（懲こりずによくやるよな）

　軽かる石いしが女子に声を掛けて断られるのは日常茶飯事なので、縁えにしは呆あきれて心の中で呟つぶやく。そうしていると恵え那なが躊躇ためらいがちに声を掛けてきた。

「ふ、伏ふし神がみくんも円まどかちゃんのプレゼントあそこで買ったんだよね？」

「ああ、この前な。無理やり売りつけられたようなもんだけど」

　円のペンダントを買った経けい緯いを思い返して苦笑いする縁。

　その縁に恵那が声を上うわずらせながら言った。

「も、もも、もしよかったらなんだけど…………」

「ん？」

　視し線せんを彷徨さまよわせる恵那は、数回、深呼吸をしてから縁を真まっ直すぐ見て提案してきた。

「今日きようさ、ふっ、伏神くんも一いつ緒しよに行かないかな？」

「俺おれも……？」

　縁は問屋街に行くのが結構好きだった。恵那の提案にかなり心動く縁だったが、しかし、すぐに円との約束を思い出し、両手を合わせて頭を下げた。

「……悪わりぃ……俺、今日店番やらねぇといけなんだ……」

　本当は、病院の付き添いなのだが、変に気を遣つかわれるのが嫌いやで縁はいつもそう誤ご魔ま化かしていた。

「そ、そっかー……伏神くん家ちって骨こつ董とう品ひん屋やさんやってるんだもんね…………」

　肩を落とす恵那に縁はもう一度謝あやまった。

「ホント、すまねぇ。また今度誘ってくれ」

「いきなりだったし、気にしないで伏神くん……！　また誘うね！」

「おう、よろしくな！」

　ちょうどその時、授業が始まる予よ鈴れいが鳴った。

　縁がカバンから教科書やノートを取り出し始めた時、椎しい奈なが恵那に近づいて小声で言う。

「残念だったね恵那。縁が興きよう味みありそうなところをわざわざ狙ねらったのにね……今日はパフェでも奢おごってあげるから元気出しな」

「ありがとう……椎奈ちゃん……」

　それから椎奈は未いまだにのけ反ぞっている軽かる石いしに言った。

「軽石ー、恵那にちょっかい出しても無む駄だだからね」

「なんで？」

「わかんないの？」

「俺の素す敵てきさが？」

「はぁ……私の周りにはバカか鈍にぶいのしかいないのかねぇ……」

　そう椎奈が呟いたのと同時にガラガラと扉が開く音が響ひびき、担任が入ってきた。

「席つけー。授業始めっぞー。って！　おい、なんだ軽石、今日のお前は仮装大会か何かか。その絆ばん創そう膏こうだらけの頭はなんだ？」
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　今日きようの授業が全すべて終了したことを報しらせるチャイムが鳴り放ほう課か後ごが訪れるが、縁えにしが学校を出たのは、それからかなり時間が経たってからだった。

「うわ、やばっ！」

　焦りながら校舎を飛び出した縁は、学校の大きな時と計けいを見てさらに焦り、全速力で校門を飛び出す。

「軽かる石いしのバカ野郎！　今度、絶対何か奢おごらせてやる！」

　縁の下校が遅れたのは、軽石の居残りを手て伝つだったせいだった。

　宿題の課か題だいを忘れ、今日中に全部やれと先生に言い渡された軽石に泣き付かれた縁は、仕方なく、「少しだけだぞ」と居残りに付き合ったのだ。

　本当にほんの少しのつもりだったのだが、泣き付き拝おがみ倒してくる軽石にそのままずるずると付き合わされ、気付けば円まどかが病院へ行く時間が迫っていた。帰ろうとすれば、軽石は「帰らないでくれぇ！」としがみ付いてくるので、最終的に蹴けり倒して縁は学校を飛び出したのだった。

「このままじゃ間に合わねぇな……」

　全力で走りながらそう思った縁は、しばらくの間悩んだ末に決めた。

「仕方ねぇ、あの近道使うか……」

　近道とは、博はく物ぶつ館かん公こう園えんの中を横切る道のことで、その道を使えば大幅に時間を短たん縮しゆくできる。

　しかし、その博物館公園はまさに朝のニュースで流れた殺人事件が起こった場所の近くである。できることなら通りたくなかったのだが……縁の矜きよう持じとして二日連続で円との約束を破るわけにはいかなかった。

「まさか、通行禁止とかにはなってないよな……？」

　博物館公園へ向かって走っていく縁だが、近づくにつれて不安になってくる。

　事件があった正せい確かくな場所はわからないが、もし園内で起こったのなら出入り口に立ち入り禁止のロープが張られていても不ふ思し議ぎではない。そしてその場合、完全にアウトだ。正規の道よりも時間が掛かってしまう。

　もし通れなかったらどうしようかと心配が膨ふくらむ縁だったが、それは杞き憂ゆうに終わった。

「よかった……通れるみたいだな……」

　懸け念ねんしていたようなロープは張られておらず、博物館公園はいつものように開放されていた。

　事件が近くであったという意い識しきのせいか、園内に入ってダッシュからスピードを落とし速足に切り替えた縁は、周りを見渡して少し違和感を覚えた。

「……人がいねぇな」

　博はく物ぶつ館かん公こう園えんは名前の通り博物館のある公園で、敷しき地ちはかなり広く、池があり、木々の緑に溢あふれ、多くの人に親しまれている。

　普ふ段だんからたくさんの人が訪れ、今日きようなんて特に事件があったので警けい察さつやら野や次じ馬うまやらで人が多いと思っていたのだが、その予想は大きく外れていた。

「これ……誰だれもいない？」

　かなり歩いているがさっきから一度も誰とも擦すれ違っていない。

　それどころか見まわしても誰もいない。

（もしかして、立ち入り禁止だったのか……!?）

　そんな不安を感じた縁えにしが、さっさと公園を抜けようと走り出した、その瞬しゆん間かんだった。

「──!?」

　何かビリリとした強い感覚が脳内に響ひびいた。

　その感覚に引っ張られるように振り向いた縁は、ハッとする。

「あいつは──」

　長い金きん色いろの髪。人形のように綺き麗れいな顔。忘れもしない昨日きのうの夕方、川べりで出会ったムカつく少女──黒くろ須すアリサの姿がそこにはあった。

「…………」

　アリサとの距きよ離りは大分あり、向こうは縁に気付いていないようだ。

　声でも掛けようかと思う縁だったが、アリサがこちらへ振り向いた時──どうしたことか、つい身を隠してしまった。

「なんだ……？」

　自分の無む意い識しきの行動に驚おどろく縁は、自分の手を見てさらに驚いた。

　手が震ふるえていた。そして、手のひらには大量に汗をかいていたのだ。

（緊きん張ちよう……？　いや、何だこれ……？）

　身体からだの反応に頭が追い付かない中、アリサはお面を被かぶっているかのような無む機き質しつな表情で博物館の方へ向かっていく。

　それを隠れながら見つめる縁は、ようやく身体が察した違和感の正体に気付く。

（あいつ、なんだか昨日と雰囲気が違うような……？）

　昨日アリサと出会った時は冷たい氷のような印象を抱いたが、今目の前にいる少女からは、なにか得え体たいのしれない空虚感を覚える……気がするのだ。

「別人、なわけないよな……」

　どんどんと遠ざかるアリサの後ろ姿を見つめる縁の中に、ふと、後を追いかけて様よう子すを見てみたいという好奇心が湧わいてくる。

　その好奇心に突き動かされて一歩前へ踏み出した縁だったが、大きく息を一つ。

　公園の時と計けいを確かく認にんして、道の先にある出口を見やる。

　──このまま帰ったほうがいい。

　そう思うのだが、しかし……昨日きのうとは別人のような金髪の少女と、何よりも自分の不可解な反応がどうしても頭から離はなれない。

「……何か気になるな」

　公園の時と計けいをもう一度確かく認にんした縁えにしは、近道で浮いた時間を計算し、少しだけ様よう子すを見てみようと決めた。

　そうしてアリサの後をこっそりと追いかける縁だったが、すぐに驚おどろくこととなった。

「……あいつ、あそこで何してんだ？」

　博はく物ぶつ館かんへ真まっ直すぐ向かったアリサだったが、今日きようは休館日のようで博物館の扉は固く閉ざされていた。しかしアリサは気にする様子もなく扉に近づいていき、手を当てる。

　それを縁は遠くからいぶかしげに見ていたのだが、次の瞬しゆん間かんそれは起こった。

「なっ……」

　金髪の少女の身体からだがスーっと扉の向こうへ消えていったのだ。

　目の錯さつ覚かくか見間違いかと縁は何度も目を擦こするが、少女の姿はそこから完全に消えてしまっている。

「う、噓うそだろ……今、扉を開けずに中に入った……よな？」

　その扉の前まで駆け寄る縁。だが、縁が扉を調しらべても人間が通れる隙すき間まなどあるはずがなかった。

「ここでこうやって手を置いて扉の向こうにスーって消えたよな……」

　同じようにしてみるが当然のことながら何も起きない。さらに、念のため、鍵かぎが開いていたのかと扉を押したり引いたりしてみるが、しっかりと鍵が掛かっていて開かない。

「……まさか、な……」

　目の前で起きた現象に動揺しながら考え込む縁は……ふと、ある考えに至った。

「……幽ゆう霊れい!?」

　しかしすぐに縁は首を振る。

（そんなことありえない。昨日会ったあいつとはしゃべったし、確たしかに実体だったはずだ）

　しかしながらも、昨日のことを振り返ってみれば、アリサという少女の態度や言葉には、怪しいところがあった。さっきのまるで別人のような様子をプラスすれば怪しさ百倍だ。

「……俺おれ、疲れてんのか……？」

　考えても答えが出ない縁は、静けさに包まれた博物館を見上げる。

　西せい洋よう風ふうの古びた大きな建物。

　昔からよく通っていたその博物館にはある秘密があった。それを思い出した縁は、頭を搔かいて呟つぶやいた。

「おし、確かめてみるか……」

　確たしかめるというのは、博はく物ぶつ館かんの中に入ってみるということ。縁えにしは正門以外から博物館の中に入る方法を一つだけ知っていた。

（人間か幽ゆう霊れいか確かめるだけだ……）

　そう自分の中で決めた縁は、建物の裏へ回る。

　そこにはいくつかの窓が並んでおり、左から三番目の窓に縁は近づいていく。

　これは縁しか知らないことだが、この博物館の建物は古く、男子トイレの窓の一つは鍵かぎが緩ゆるんでおり、窓を上下に揺らし続けると開けることができるのだ。

　それを知ったのは幼い頃ころ。

　骨こつ董とう屋やを営んでいるおじさんの影えい響きようもあり、小さい頃から古いモノに興きよう味みのあった縁は、円まどかと一いつ緒しよによく、この博物館に来ていた。そんなある時、偶然トイレの窓の鍵が古いことに気付いた縁は、もしかしたらと試してみたところ、外側から震しん動どうを加えると鍵が外れることを知ってしまった。幼い縁は、まるで秘密基地に潜せん入にゆうするかのような気持ちになり、これを利用して休館日に忍び込んだりするようになった。貸し切り気分で楽しむ展示品の数々。まるで、自分が館長になったような気分で、幼い縁は嫌いやなことがあるたびにここを訪れた。

　だが、幾度目かの時に警けい備び員いんに見つかって、かなりこっぴどく叱しかられることになった。それから侵入することはなくなったが、秘密のことは警備員にも誰だれにも口にしていない。

（今でも変わってなければ開くはず……開かなかったら帰ろう）

　そんなことを思いながら窓をガタガタと揺すってみる。ガッ──と鍵が動く音が聞こえた。

「よし、いける。これを繰くり返して……。ていうか、ここのセキュリティ、本当に大丈夫か？　これ盗み放題じゃねーか」

　いろいろと博物館の警備に対して心配を覚えながらも、縁は鍵の一つを外し、窓をゆっくりと開け、サッシに足を掛ける。

「あいつがいるかいないか……確かく認にんするだけだ」

　自分に言い聞かせるように博物館へ入る縁。博物館のトイレの中は、窓から射し込む夕日の光以外、闇やみに包まれていた。

　不意に──心のどこかで自分が危険な場所に足を踏み入れていくような嫌な予感を覚えたが、縁は不ふ思し議ぎな少女の正体のことで頭が一杯で、すぐにその悪い予感は消え去った。




　無事、入館することに成功した縁は、窓の軋きしむ音に少し感慨に浸ひたる。

「変わってねぇな」

　そして、トイレから出る。眼前に広がっているのは廊下。そして、その先にはホールがあった。大きなものを展示するスペースだが、現在は何も展示されていなかった。広い館内を見渡す縁は、警備員か従業員に見つからないよう息をひそめて、金きん色いろの髪の少女の姿を捜して長い廊下や階段を走り回る。慎重に手当たり次第にあちこちを見て回るのだが、しかし、少女の姿はなかなか見つけられなかった。

「んー……やっぱ見間違いだったか……」

　館かん内ないを捜さがし回って時間だけが過ぎる中、先ほど目にした光景に違和感を覚える。

「普通に考えて、人の身体からだが扉をすり抜けるなんて、あり得るわけないんだよな……でも、じゃあ、なんだったんだ、さっきのは？」

　思考を巡らす縁えにしは、近くの談だん話わ室しつを覗のぞき込み、少女の姿がないことを確かく認にんして溜ため息いきを吐ついた。

「いねーな……帰るか」

　トイレに戻るために広い廊下へ出た縁は、徒労感でもう一度溜息を吐く。

　それからさっさと帰ろうと駆け出した──その時だった。

「──やっと現れたわね」

「うお」

　突然の声に驚おどろく縁。背後から掛けられた冷たい声が廊下に響ひびく。聞き覚えのあるその声にハッと振り返ると、長い廊下の先には捜していた金髪の少女の姿があった。

「いた……！」

　縁は、少女の姿を見たと同時に内心で首を傾かしげる。少女の装いが、先程、博物館の外で見掛けた姿と少し変わっていたのだ。今は服の上から外がい套とうを纏まとっている。

　いつの間にそんなモノを着たのかと疑問に思う縁に、少女は緊きん張ちようを押し殺したような声で話しかけてきた。

「次は、誰だれ？」

「誰？」

　言葉の指す意味がわからず縁は、違う人に言ったのかと周りを見渡すが、ここには自分一人ひとりしかいない。

「アンタが他人の姿を真ま似ねするのが得意だってことぐらい知ってるから」

　まったく意味がわからない縁は、アリサに問う。

「真似する？　……は？　何言ってんだ？　てかお前──」

「お前じゃない！　私は黒くろ須すアリサ！　でも、すぐに死ぬから覚えなくてもいい……今回は絶対に逃がさないから覚悟して！」

　さらに目付きを鋭するどくして、ゆっくりと歩み寄ってくる少女アリサ。

　その視し線せんの圧力に後ずさる縁は、その少女の纏う雰囲気に違和感を覚えた。

（なんか、さっきと雰囲気が違うな？）

「な、なんなんだよ、お前は……訳わかんねえーことばっかり言うし。それに……さっき扉をすり抜けて入ったよな？　あれ何だ？」

「は？」

　縁の言葉に、今度は逆に困惑した顔をするアリサだったが、一度そこで足を止める。

　静かに目を閉じたアリサは、バッと上着を翻ひるがえすとそこから一歩前へ強く踏み出し、縁えにしに急接近する。

　アリサはスカートに右手を当てると、たくし上げた。露あらわになる太ももにはナイフベルトのようなホルダーがあり、そこから銀ぎん色いろの十字架を取り出したアリサは、一度、横に振る。すると、十字架だったものがギラリと光る細い刃やいばに変化した。そして、アリサは縁に向けて強く言い放つ。

「今日きようは──絶対に逃がさない！」

　少女から溢あふれ出す尋常じゃない殺気と、向けられる鋭するどい片手剣を見て、後ずさる縁。

　細身で先が鋭するどく尖とがった『レイピア』と呼ばれる刺突用の西せい洋よう剣けん。

　その剣に乗せられた殺気に驚おどろく縁は、さらに後ずさりながらアリサに尋ねる。

「……ま、待てよ、そ、それ本物なのか!?」

　その険しい表情に見えたものは、恨うらみにも似た怒りの感情。そして、その怒りをレイピアに纏まとわせるように少女は、構えたレイピアで縁を貫こうと突きを繰くり出す。

「おい、やめ──」

　辛かろうじて避けられたレイピアの切っ先だが、再び容赦なく縁を襲おそう。

「──死ね！」

　その声と共にアリサが猛スピードで突きを繰り出した。
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　そのあまりにも唐突で鮮せん烈れつな少女の姿に、縁えにしはどうしてか一いつ瞬しゆん見み惚とれそうになった。

（いや、見惚れてる場合じゃねぇ！　何だこいつ。やべーぞ誰だれかと勘違いしてる！）

　少女の間合いから慌あわてて逃げた縁だったが、レイピアが伸びて顔を掠かすめる。

「うお、あぶね！　ちょッ、ちょっと待てよ！　何だよそれ──!?」

「だまれ！」

　縁の声を振り払うように声を張り上げてくるアリサは、一気に縁の間合いに入り込んでくる。そしてその勢いのままアリサが振り上げるのは、鈍にぶく白く光った刃やいば。

「うぉ」

　その刃を運良くギリギリで避けることができた縁は、慌てて後ろへ飛とび退のき、アリサが振るってきたモノを凝ぎよう視しした。

「お、お前……今のそれ……どうやったんだ!?」

　顔を掠めた時、縁はアリサが今その手に握っているレイピアでは届かない距きよ離りにいたはず。では、やはり切っ先が伸びたのか……。

　混乱し続ける縁の頰ほおに、不意に温かい液体が伝ってきた。汗だと思い腕で拭ぬぐうのだが、拭ったはずの腕を見た縁は、その色に驚いた。汗だと思って拭っていたのは、真まっ赤かな自分の血だったのだ。頰が切れてそこから血が流れ出ていた。

「お、おい待てよ！　俺おれが何したんだよ!?」

　認にん識しきした途と端たん、ヒリヒリとした痛みが走り始めて、縁は少女の持つ剣に恐怖を覚える。そんな縁に向かってアリサは、剣の切っ先を突き付け言う。

「アンタは、人の大切なものを踏みにじった。もう二度と変身できないように切り裂いてあげる。でもその前に、アンタの目的を言いなさい！」

「目的とか意味わかんねーよ！」

「言ったら楽に殺してあげる」

「おい、冗じよう談だんだろ……！　やめろよ！」

　訳がわからない縁は、剣を構えて向かってくるアリサから慌てて逃げ出そうとうしたが、すぐに正面に回られてしまった。そして、迫りくるレイピアによる鋭するどい連続の突き。

「うわ」

　襲おそい来る刃を辛かろうじて避け続ける縁。だが、壁かべに追い込まれてしまった。

　縁は、眼前で剣を構えるアリサを直視して、脳裏にふと朝のニュースが思い浮かぶ。

　博はく物ぶつ館かん公こう園えんのそばで起きた殺人事件──。

　縁は、震ふるえる声で言った。

「……あの殺人事件の犯人ってお前なのかよ……!?」

　その言葉に表情を険しくさせるアリサだったが、縁の真横の床に剣を突き刺し、怒ど鳴なって言う。

「殺人犯は、アンタでしょ！」

「…………え？」

　思わぬ言葉に縁えにしはポカンとしてしまう。思考がなかなか追い付いていかない中で、ただ自分が殺人事件の犯人だと言われたことだけは理解して、縁は慌てて言い返した。

「なんで俺おれになるんだよ！　俺は普通の高校生だ！　お前だろ、変な武器も持ってるし！」

「これはレイピア、アンタたちソウルを殺す剣」

「ソウル？」

　その縁をアリサはイライラとした様よう子すで睨にらんできた。

「今いま更さらしらばっくれても遅い。早く正体を現して、アンタの企たくらみを吐きなさい。そしたら、すぐに殺してあげるから」

　意味のわからないやりとりに、困惑しつつも縁も少女の正体について問いただした。

「お前、一体何なんだよ？」

　日に本ほん人じん離ばなれした顔の少女と睨み合うが、少女は困惑の顔を一度して訊きき返す。

「……もしかして、アンタ…………人間？」

　あまりにも当前のことを言われた縁は、語気を強めて言った。

「はぁ───？　どう見たって人間に決まってるだろ!?　人間以外に何があんだよ!?」

　それから縁の顔を見つめて考え込むアリサは、しばらくしてようやく思い出したようで「あっ」と声を漏らした。

「──そういえばアンタ……昨日きのう絡んできた……変な奴やつ」

「おそ！　てか、変じゃねーし、絡んできたのはお前のほうだろ！」

　間かん髪はついれずに突っ込む縁は、アリサが剣を収め、殺気が晴れていくのを感じて少しだけ安あん堵どする。

「フー……やっと話ができそうだな。つーか、俺のことジロジロ見てハズレとか言ったくせに、さっきまで忘れてたのかよ。俺なんてずっと覚えてたのによ……」

　縁が恨うらみ半分でそう呟つぶやいた瞬しゆん間かんだった。

「──それ！　何でアンタ覚えてるの？」

　アリサが再び、鋭するどい刃やいばを縁の喉のど元もとに突き付けた。

「またかよ……」

　嘆息する縁。殺気を取り戻しつつあるアリサは、縁を鋭く睨にらんで言った。

「記き憶おくを消したはずなのに私を覚えている、そんなの普通の人間ではあり得ない……」

「あり得るもあり得ないも、俺はしっかり覚えてるんだから仕方ねぇだろ。とにかく、この剣をどけてくれよ」

　その縁の真剣な顔を見たアリサは、少しキョトンとしてから剣を再び収める。そして、難むずかしい顔をしながら口を開いた。

「ああ、もう──記き憶おくが消えないとかアンタこそ何者なの？」

「だから、普通の高校生だって言ってんだろ！　それに人間だ！」

「アンタが普通の人間だっていうなら、最初からそうって言いなさいよ！」

「お前が言わせなかったんだろ！」

　アリサは腑ふに落ちないといった顔で縁えにしを見つめたが、ブツブツと呟つぶやき出す。

「……この辺りは人ひと除よけしたし、アンタは記憶を失ってない……。効かなかった？　いや、そんなはずは……」

　ブツブツと呟くアリサに、縁はおそるおそる声を掛けた。

「……大丈夫か？　えーと……殺人事件の犯人でも、幽ゆう霊れいでもないんだよな？」

「は？　そんなわけないじゃない！　バカなのアンタ？」

　憤いきどおるように答えてくるアリサ。

「バ、バカ……」

　アリサの勢いに圧倒されながらも、アリサの目を見ると噓うそを言っている様よう子すはない。

　……もし仮にアリサが殺人事件の犯人なら、こんな面めん倒どうなやりとりなどせずに、さっさと縁を殺しているはず。殺す前のやり取りを楽しむ狂った奴やつもいるかもしれないが、この少女がそこまで気が狂っているようには見えなかった。

「何なんだお前は」

「お前じゃなくて黒くろ須すアリサって何度も言ってるでしょ！　他人のことをお前お前言わないで！　次言ったら……殺すわよ」

　剣をギラつかせるアリサ。しかし、そこには先程までの殺気はなかった。

「ああ、すまん、アリサだな」

「馴なれ馴なれしい奴！　……ま、いいわ。バカのアンタにもわかるように説明してあげる」

　釈然としない縁だったが、少女の正体がわかるなら……と静かにアリサの言葉に耳を傾ける。そうして語られたのは、俄にわかには信じられない話だった。







「……つまり、お前たち兄妹きようだいは、化け物退治をしている団体で、そのみんなで『ソウル』っていう化け物を退治してるってことか？」

「そうよ」

　アリサにはセシルという兄がいて、その兄と共にこの博はく物ぶつ館かんでソウルを待ち構えていた。館内が広いため、二手に分かれたところで縁と遭遇し、ソウルと間違えて襲おそいかかってしまったとのこと。ちなみにアリサの持っている形状を変化させた剣は、ソウルと戦うための特殊な武器らしいのだが──。

　アリサの説明に腕を組んで頷うなずく縁。だが、しかし！　次の瞬しゆん間かんキッと睨にらんで叫んだ。

「そうだったのか………………って、バカか！　そんなのほいほいと信じられるわけないだろ!?」

　声を荒げる縁えにしはそのままアリサに詰め寄った。

「わかりやすく説明してあげたってのに、アンタのほうがよっぽどバカよ」

「はあ？　バカはそっちだろ！　ソウルっていうのと俺おれを間違えたからって、普通いきなり殺すとか言うか──？　そのソウルってのも胡う散さん臭くさいし」

「別に、信じたくなければ信じなくていい」

　冷たく言い放つアリサは、縁を突き放すように睨にらむ。

　縁は「まぁ、とにかくここ出よ──」と言いかけたが、するとアリサが訊きいてくる。

「アンタ、どうやってここへ入ってきたのよ？」

「ん？　一階のトイレの窓から入ったんだよ……あそこの鍵かぎ緩ゆるいからうまくやれば開くんだ」

　そう答えた縁は、当初の目的をハッと思い出した。

「ああそうだ、すっかり忘れてた。お前、さっき扉をすり抜けてたよな？　あれって、どうやったんだ？」

　アリサはまた何か意味のわからない説明をしてくるか、もしくは何も答えないかだろうと縁は思ったが、少女は怪け訝げんな顔をして答えた。

「そんなの知らないわよ？」

「いや、俺はちゃんと見たぞ、お前──」

　と言いかけて、縁は先程のやりとりを思い出してすぐに訂正する。

「じゃなくて……アリサが扉に手を当てて、すーっとすり抜けていくところを見たんだ。なんか禍まが々まがしいというか気持ち悪いというか変な感じだったな」

　その縁の言葉に沈ちん黙もくしたアリサは、恐いぐらい真剣な表情をして確かく認にんしてきた。

「……それ本当よね？」

「こんなところで噓うそ吐ついても仕方ねぇだろ」

　何な故ぜそんな顔をしてくるのかと疑問に思いながら、縁がそう答えると、アリサの表情が目に見えて変わった。

「……化けてたのはアンタじゃなくて、私に……。そうか、早く兄にいさんに知らせないと……」

　それまで人を見下すような冷たい表情をしていたアリサが、血相を変えて慌て始めたのだ。

「ど、どうしたんだよ？　何慌ててんだ？」

　その変化に縁は驚おどろきながら声を掛けると、アリサは身を翻ひるがえして駆け出した。

「お、おい……！」

「──邪じや魔ま！　早く消えて！」

　縁に言い放ったアリサは、そのまま走っていく。

　その行動に動揺する縁だが、そんな反応を見せられてそのまま帰ることなどできず、慌てて少女の後を追いかけた。

「ちょ、ちょっと待てよ……！」

　そんな縁えにしにアリサが気付いて立ち止まり、振り返り叫んできた。

「帰れって言ったでしょ──！」

　と、その時だった。

　ドクン！

　不意に縁の脳内に不ふ思し議ぎな感覚が響ひびいた。

　それは、どんどんと強くなっていく。縁がその感覚に意い識しきを集中し掛けた時だった──。

「──おい、お前たちここで何やってるんだ！」

　背後から突然声を掛けられて、縁はびくりと跳ねた。

　振り返れば、そこにいたのは警けい備び員いんだった。痺しびれるような感覚はこの警備員からのものなのかと一いつ瞬しゆん疑った縁だったが、それは違う方向から強く感じられる。

「……アンタ……誰だれ？」

　アリサは先程縁に向けたような鋭するどい視し線せんを警備員に飛ばしてレイピアを構える。

　そのまま突とつ撃げきしてレイピアで貫こうとするアリサだったが、警備員はその突き付けられてくる刃物に腰を抜かして後ろに倒れた。

「うおおおああ──」

「ちょ！　何やってんだよ！　その人も人間だぞ！」

「それは私が判断するから黙だまってて！」

「うわああああ」

　声をあげながら、そのまま慌てて逃げ出す警備員。

「待て！」

　追いかけようとするアリサだったが、縁はとっさにその腕を取って止める。

「おい！　やめろって！」

「何すんのよ！」

「何やってんだ！　今のはどう見たって人間だろ！」

　その縁にアリサは釈然としない表情をしてむくれる。

「何かおかしいわね……」

　ドクン！

　また不思議な感覚が襲おそってくる。同時に、ふと、アリサが立っている方向から得え体たいのしれないものも感じる。それが公園で少女を見掛けた時に感じた居い心ごこ地ちの悪い感覚に似ていることに気付いた縁は、その感覚が強まってくる方向を見て叫んだ。

「……おい……なんかやべーぞ……！」

　縁が見ているのは、少し先の天てん井じよう。

「何言ってん──」

　アリサがイライラと叫ぼうとした次の瞬しゆん間かんだった。

「──うわッ!?」

「──なに!?」

　突然の轟ごう音おんと瓦が礫れき。

　縁えにしたちがいた廊下の天井が、勢いよく崩れ落ちてきたのだ。

　立ち籠こめる粉ふん塵じんで視界が悪くなり、何も見えなくなる。

　それから一瞬、静寂が訪れるが、その間も縁の感じる感覚は脳内に響ひびき続ける。

　どうやらその感覚の発信源は、天井と一いつ緒しよに落ちてきたらしく、今目の前にある粉塵の中に強く感じられた。

　天井が崩れてきたことに動揺する縁は、同時に目の前に感じられる感覚にも動揺しながら、視界がクリアになっていくのを息を吞のんで見守る。そしてそれは姿を現した。

「兄にいさん────!?」

　アリサが叫んだ方向に人ひと影かげが二つ。

　一人ひとりは背の高いブロンドの青年。

　そしてもう一人は、ブロンドの少女……。

　最初は見間違いかと思ったが、そうではないことを確認して、縁は困惑する。

　天てん井じようの瓦が礫れきと共に落ちてきた青年と向き合うように、もう一人のアリサがそこに立っていたのだ。しかし、縁とさっきまで話していたアリサも目の前にいて……つまり、その場にアリサが二人ふたりいるということ。

　青年と共に現れたアリサもまた細長い剣を持っており、違いといえば外がい套とうを纏まとっているかどうかで、瓜うり二ふたつ。縁は双子かと思ったが、先程のアリサの説明には兄しか出てきていない。

　頭を捻ひねりまくる中、縁とさっきまで会話していた、外套を着ているアリサが青年へ駆け寄った。

「兄にいさん、大丈夫!?　そいつなのね」

「不意をつかれたよ……」

　苦い笑えみを浮かべる青年はマントを着ており、繊せん細さいな模様と不ふ思し議ぎな文字が刻まれた剣を持っている。負傷しているようで腹部の服に血が滲にじんでいた。

（あれがアリサの兄さんか……）

　青年の容姿が少しアリサに似ていると感じていた縁だったが、二人のやりとりを見て、彼が話に出てきた兄のセシルだと理解する。

　では、もう一人のアリサそっくりの少女は何者なのかと縁が視し線せんを向けた時、その少女は悪そうに笑った。

「ちっ、もう二人いやがったのか」

（俺おれも仲間だと思ってるのか？）

　途と端たん、縁えにしの心に得え体たいの知れない恐怖心が湧わき上がる。アリサと同じ姿でありながら、その存在感はかなり異質だった。同時にさっき感じた強い感覚の発信源がその少女だと気付いて、確かく信しんした。

（……さっき公園で見たのも、扉をすり抜けたのもコイツだったのか！）

　公園で見掛けた時のアリサと、館かん内ないで遭遇したアリサが別人のように感じたこと。

　アリサとのちぐはぐなやりとり。

　縁はまだ状況を十分に把握できてはいないが、さっきまでずっと感じてきた違和感の正体に妙に納得している自分がいた。

　現れたもう一人のアリサは一体何者なのかと考えた縁だったが、アリサの説明に出てきたある単語を思い出した。

「ソウル……」

　ブロンドの青年が縁をチラリと見て、外がい套とうを纏まとっているアリサに尋ねた。

「アリサ、彼は一体……？」

「ここへ紛れ込んだ一般人のバカ」

「バカはお前のほうだろ！」

「はあ？　何言って──」

「アリサ……今はそんな場合じゃない」

　アリサの言葉を兄が制する。

「そうね……」

　そう溜ため息いきを吐つくアリサは、縁へ振り返って言ってきた。

「死にたくなかったら、アンタはどこか隅っこにでも隠れてなさい！」

「あ、ああ……」

　何だか夢を見ているような気分に陥った縁は、言われた通り大人おとなしく後ろへ下がる。

「なんだ、そっちのは戦わないのか？　つまらない」

　そんな言葉と共にソウルらしき少女がニヤリと笑った。

　縁が十分後ろへ下がったのを確かく認にんしたアリサは、もう一人ひとりのアリサへ剣を向けた。

「アンタの相手は私だから。……私の姿とかすごく不愉快なんだけど？」

「本物のお前より可愛かわいらしく化けてやったのに、それはないだろ？」

　偽物のアリサがニヤニヤと笑って言う。

　剣を向ける本物のアリサから一いつ瞬しゆん殺気が溢あふれたかと思えば、静かに言う。

「本当に前からイライラさせる奴やつね……ベリル」

「お前は前から可愛げがない奴だな、ウロボロスの少女」

（ウロボロスの少女？）

　わからないことだらけの縁の前に立ったアリサは、ベリルと呼ばれたソウルに向けて剣を構えながら、隣となりの兄に声を掛けた。

「兄にいさん……」

「ああ……今度は逃がさない……」

　アリサの闘とう志しに押され気味に頷うなずく兄だったが、剣を構えた途と端たん、一気に表情が鋭するどくなる。

「いくぞ────」

　縁えにしが遠巻きに見守る中、兄妹きようだいは兄の声と共に同時に駆け出した。

　そのまま偽物のアリサ──ベリルへ一いつ直ちよく線せんに向かっていく二人ふたりは、ソウルの間合いに入る直前に左右に分かれ、挟むように剣けん撃げきを加える。

「のろい、のろい！　二人揃そろっても弱いな」

　二人の剣撃をさばくベリル。その一連の連携動作は流れるように速く、縁が光景を認にん識しきしたのは、ソウルが持っていた剣と二人の剣が弾はじき合う衝しよう撃げき音おんが鳴なり響ひびいてからだった。

　二人の電光石火の様な剣撃を剣で受けるベリルは、それからも迫りくる攻撃を避け、体勢によってはそれらの攻撃を受けていく。

　突如、セシルが止まり、剣を地面に突き立てた。

「──ロザリオ・グレイヴ！」

「クッ──」

　突如床から十字架状の物体が現れ、隆起した床と共にベリルを吹き飛ばした。

　その隙すきを逃のがすまいとアリサが追つい撃げきする。

「そのまま切り裂かれなさい」

　アリサがレイピアを掲げて振った瞬間、空中に白い刃やいばが複数出現し、それが同時に四方八方からベリルを襲おそう。その全すべてを捌さばくことはできないようで、ベリルの身体からだに傷を付ける。

（こいつら普通の人間じゃない）

　縁は、その目まぐるしい光景を啞あ然ぜんと見つめることしかできなかった。そして、あることに気付いて目を疑う。

　ベリルの身体はアリサと瓜うり二ふたつであるが、しかし傷口から出るのは血ではなく、どす黒い霧きりのようなモノだった。

（人間の身体じゃ……ない？）

　正気なのかと縁が疑う間にも、兄妹きようだいはベリルの前後左右から容赦なく連携攻撃を続け、傷だらけになっていくベリルの身体から黒い霧が大量に溢あふれ出す。

　そして、ベリルの持っていたレイピアが二人の攻撃に耐え切れず砕け散った。

「──アンタの負けよ！」

　苦しそうな表情を浮かべるベリルに、アリサがトドメとばかりにレイピアの切っ先を突き立てる。

　しかし、その刃がベリルの身体に突き刺さることはなかった。

「やっぱもう、動きにくい姿のままじゃ力が出ないな！」

　背から飛び出た異い形ぎようの手でアリサのレイピアを受け止めたベリルは、苦しそうな表情から一変、ニヤリとした笑えみを浮かべた。その瞬しゆん間かん──ベリルからおびただしい殺気が溢あふれ、傷口からも黒い霧きりが強く吹き出し始める。

「久々の傷だ、痛いてぇ痛ぇ────」

　ベリルから余裕の笑みが消え、憎しみが込められた目でアリサたちを睨にらむ。

　縁えにしは離はなれた場所にいながらも、その殺気に、蛇に睨まれた蛙かえるのように身体からだが動かなくなった。

（やばい、逃げなければ）

　ベリルの殺気に至近距きよ離りで晒さらされるアリサも、きっと冷静でいられなかったのだろう。慌ててベリルから離れようとするが、剣を摑つかまれていて引くに引けないようだった。

「アリサ、離れろ！」

　セシルがベリルとアリサの間を斬きり払う。すると、アリサの剣を握っていたベリルは剣を放し後ろに飛とび退のいた。そして、アリサたちもまた後ろへ飛び退き距離を取って睨み合う。

　その両者を見ていた縁は、またも自分の目を疑った。

　アリサの姿をしていたベリルの輪りん郭かくがどんどんと歪ゆがんでいき、異形の形を作り始める。綺き麗れいに整ととのっていた顔や引ひき締しまった四肢や胴は、今やその原型を留とどめないほど醜みにくく歪み、服も溶け込むように消え、さらに身体も後ろが薄うつすらと見えるぐらい透けていき、今やそこにあるのは辛かろうじて人の形を成なしている、黒い半透明の粘土のようなモノだった。辛うじて人の形をしているものの、それはもはやバケモノと言ってよかった。

　その姿と光景に縁が愕がく然ぜんとする中、落ち着きを取り戻したアリサが冷静に言った。

「……次は誰だれになるつもり？」

　そのアリサに、半透明の黒粘土は目以外の顔のパーツがバラバラになっている顔で不気味な声を上げる。

「ガキが粋いきがるねぇ──この姿で、その綺麗な顔をグチャグチャにつぶしてやるよ」

　ひんまがった口からそんな声が洩もれた瞬しゆん間かん──ベリルの歪いびつな身体が蠢うごめき、みるみると整ととのい始めた。

　体たい軀くは先程よりも高くがっちりとし、シックな服が現れていく。歪ゆがんだ顔は、灰はい色いろがかった髪をした年配の男性のものへと変わっていき、最後に半透明から実体が伴うかのように肌色が濃こくなっていった。

「気に入ったか？」

　初老の男性の姿に変わったソウルはその顔でいやらしく笑ってくる。

　そんな姿に何の意味があるのかと思う縁だが──

「くっ……」

　アリサは動揺するように息を吞のんでいた。

「そんなにこの姿が懐なつかしいか？　そうだろそうだろ？」

　おちょくるように訊きいてくるベリルに、兄のセシルは「つくづく卑ひ怯きような奴やつだな……」と怒りを露あらわにする。

　その兄妹きようだいの反応にベリルは満足そうに笑った。

「ハハハ、汚い？　感かん謝しやしろよ、もう一度会わせてやったんだからよぉぉおお！」

「貴様……」

「そうだよなぁーそうだったよなぁ！　お前らの大事な奴だったもんなぁこの顔は！」

　二人ふたりがあんなに動揺を見せるとは、ベリルが変身したあの人物は誰だれなのだろうか？

　その縁えにしの疑問は、セシルの言葉で解決する。

「アリサ、惑わされるな。あれは父ではない。父は僕たちを守って死んだはずだ」

「……わかってる……でも」

　自分の胸に手を当て毅き然ぜんと言うセシルと、苦い顔で頷うなずくアリサ。

（あのバケモノ……この兄妹の死んだ父とうさんに化けたのか……こいつ、相手の大事なものに変身して、動どう揺ようさせようって魂こん胆たんか）

　兄妹と、バケモノが化けた男性を見る縁の中に、ちりちりと熱あつく焼けるモノがあった。

　すると、ベリルはその姿に似つかわしくない軽い口く調ちようで言う。

「おいおい、つれないこというなよぉ。コイツもあの世でお前らの名前を呼んでるはずだ──」

　突如、ベリルはひざを折って床に手を突き刺した。

「──ぜっ！」

「アリサ、下だ！　飛べ！」

　ハッとした顔でアリサを押おし退のけるセシル。

「っ──！」

　次の瞬しゆん間かん、セシルたちの足元の床から無数の腕が伸びてきた。その奇怪な腕がベリルのものであることは疑いようがない。その床から突き出た腕は、そのまま追つい撃げきするかのようにアリサたち兄妹きようだいの方向──ではなく、縁えにしの方向へと向かってきた。

　それはあまりに速く、突然のことに縁は反応できなかった。

　ただ身を固くすることしかできない縁へ腕は猛スピードで向かってきて──

「く────ッ?!」

　そのまま縁の左真横を通り過ぎていった──かと思えば、またすぐに右真横から腕が戻ってくる。その腕が自分の周りを取り囲んだと気付いた時には、すでに遅かった。腕は一気に縁を締しめつけてきた。

「ぅくぐっ──！」

「…………マヌケだな。お前のこと放ほうっておくと思ったか？」

「くそ────ッ!?」

　その言葉は、巻き付いた腕から発せられたもので、視し線せんを落とした縁えにしは息を吞のんだ。

　身体からだに巻き付く腕に、先程の男性の顔が現れていたのだ。

　ふと気付けば、向こう側にあったソウルの身体はなくなっている。

「最初は、ウロボロスの野郎かと思ったが、ここに普通の人間がいて助かったぜ」

　そう笑う腕から胴体や頭や足が生はえたかと思えば、次第に先程の男性の身体へと変わっていく。

「ア、アンタ、何してんのよ」

「──んな……こと……言われても……こいつ」

　人の形になったことで、巻き付いていた長い腕は、締め上げる普通の腕になり、これなら逃げられるのではないかと抵抗する縁だったが、ソウルの腕の力はとても強く、抜け出すことができなかった。

「ベリル、その人を放はなせ……！」

　マントを翻ひるがえし身体を隠すように低く構えたセシルが叫ぶ。

　そのセシルを、ソウルは小こ馬ば鹿かにするように笑っって言った。

「は？　そんなこと言われて放すわけないだろぉ？　こいつもマヌケだが、お前らはもっとマヌケだよな──」

　その言葉をベリルが言い終わるか終わらないかの、その瞬間だった──。

「──ギムレット・レクイエム！」

　突如、縁の目の前。床から螺ら旋せんの刃やいばが突き出てきたかと思えば、縁を締しめ上げるソウルの腕を抉えぐるように切り裂いた。

「──うがァアアッッ」

　悲鳴を上げ、縁を突き飛ばしたソウルは、黒い霧きりを傷口から噴ふん出しゆつさせながらのたうち回る。

　地面に倒れる縁の視線の先で、螺旋の刃は床の穴へと戻っていった。

「僕はお前の姿に惑わされないし、躊ちゆう躇ちよしない」

　セシルのその声に振り向けば、ブロンドの青年はマントを再び翻ひるがえし、床に突き刺していた剣を引き抜いているところだった。

「痛いてぇーな……!!　イテェよクソっ!!」

　怒るように言うソウルは再び身体を歪ゆがめていく。

　崩れていく顔でセシルを睨にらんだソウルは、不気味な笑えみを零こぼした。

「それが『グラトニー』か……。いいねぇいいねぇ早くお前を殺して奪ってやるからな……」

（『グラトニー』……？）

　その光景と言葉に呆あつ気けに取られる縁だが、アリサの声で我に返った。

「アンタ、何してるの！　今のうちに早く逃げなさい！」

「あ、ああ」

　慌てて起き上がる縁は全力で走り、ベリルから距きよ離りを取るように急いで離はなれる。
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　なんとか逃げられたかと安あん堵どする縁えにしだったが、しかし──

「待てよ兄弟。逃げ出さなくたっていいじゃないか」

　半透明の軟体な粘土と化したベリルの顔は離れたはずがすぐ真横にあった。

「なっ──」

　その驚おどろきで縁が口を開いた瞬しゆん間かんだった。

「しまった、偽物だったか」

　セシルが叫ぶと同時に、腕を斬きられたベリルが霧む散さんした。

「その身体からだ借りるぜ──！」

　──ぎゅるうるう！

　そんな音を立ててベリルが口の中へと入り込んできた。

　その瞬間だった。

「うっ……！」

　身体が急きゆう激げきに鈍にぶく重くなったのを感じた。手足を動かそうと頭で指令を出すが、微動だにしない。

「しまった、やられた」

　何がどうなったのかと縁が混乱する中、今度は手足が自分の意志と全く関係ない動きをし始める。自分の身体が自分のモノでなくなったかのような感覚に愕がく然ぜんとした時、左肩の辺りから何かがにょろにょろと現れた。

「……どうだ、自分の身体からだが内側から奪われる感覚は？　恐怖でいっぱいで気持ちいいだろ？」

　それは先程口に飛び込んできたベリルの半透明の歪ゆがんだ顔であり、縁えにしに不気味な笑えみを向けてくる。

　驚おどろきの声を上げようとする縁だが、すでに声すら出せなくなっていた。

　その縁の表情を見て、ベリルは満足そうな表情をすると、その顔が今度は右肩に現れ、アリサとセシルをおちょくるように言った。

「まさか俺おれ様さまに勝てるとでも思ったのか？　お前たち兄妹きようだいのつまらない連携攻こう撃げきや、へなちょこな技が俺に通じるわけないだろ？」

　ベリルに操あやつられた縁の身体が、ゆっくりとアリサとセシルに近づいていく。

　その操そう作さに抗あらがおうと精一杯抵抗する縁だが、全く意味がなかった。

「兄にいさん……！」

「わかっている……」

　焦った表情を浮かべるアリサに、セシルは心配するなとばかりに頷うなずく。

　縁にも安心しろと言わんばかりの視し線せんを向けてくるブロンドの青年は、剣を向ける。

「どうした？　ほら攻撃してみろよ！」

　挑発するソウルの顔は、狙ねらいを定めさせないかのように縁の身体を縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回り、さらに縁の身体を突然走らせたり、止めたりと不安定な動きをさせまくる。

（くそ、しまった……。なんでこんなことになったんだ）

　今の縁の身体は、まるで下へ手たくそな操そう縦じゆう士しに操られるラジコンのようだった。

（助けてくれ……）

　そう思う縁だが、頭で考えるだけで口に出すことはできなかった。だが、それが伝わるのかセシルは縁を攻撃しない。

　セシルに、ベリルの顔は嘲ちよう笑しようするように語りかけた。

「頑張って俺様の隙すきを探してるんだろ？　無む駄だ無駄ァ！　青すぎるお前に俺は倒せない」

　セシルは動じなかったが、代わりにアリサが憤いきどおるように反応した。

「どこまでも汚い奴やつめ！」

「いいねぇ！　気持ちいい、悲痛な叫びって奴はたまんねぇな。あの時以来か……なぁ？　お前らの親父おやじが死んだ時は、男、お前が叫んだんだっけなぁ？　で、助けられなかった。そして、また同じことが起きる」

　アリサを無視して、セシルにニヤニヤしながら語り掛け続けるベリル。

　それにセシルは静かに言った。

「……安い挑発だな」

「挑発？　これは事実だぜ？　なあ、『グラトニー』のガキ！」

　セシルは冷静に受け流しているようだったが、隣となりのブロンドの少女はそうはいかないようだった。縁えにしの視し線せんの先で、アリサの殺気がピリピリと高まっていく。

「そいつを殺してでもお前を殺す」

「……アリサ、落ち着くんだ」

「わかってる……わかってる……」

　セシルになだめられたアリサは、一いつ旦たんは堪こらえるように静まっていくものの、ソウルはそれを見み逃のがしてはいなかった。いや、もしかしたら最初からアリサを狙ねらっていたのかもしれない。

「お前らの親父おやじの死に様はそりゃぁ、惨みじめなものだったぜ──『グラトニー』が人を守って死ぬなんて、愚か者としか言いようがないだろ？　死なない奴やつが死んだんだぜ……って、俺おれ様さまが強すぎるってことか？」

　ベリルの顔は、より一層嘲あざ笑わらうように言った。

「しかも、こんな弱いガキに『グラトニー』を渡して死ぬとか、親父は犬死にだったな！　犬死にだ！　ひひひひひ──！」

「ああああァ──!!」

　アリサは耐えかねたように、縁の身体からだの上を這はい回るベリルの顔へ、レイピアの突きを猛烈に繰くり出す。剣けん撃げきが恐ろしい速さで縁の身体を掠かすめていくが、しかし、ベリルはそれを全すべて避けていく。

　突然、ベリルがいやらしく笑ったかと思うと、縁の左手が操あやつられ、アリサの剣を素手で受け止めさせられた。ベリルに操られているとは言え、縁の身体は生身であるため、剣を受け止めた手のひらが出血する。

　手のひらが焼けるような痛みに襲おそわれる。苦く悶もんの表情に顔を歪ゆがませる縁を見たアリサは、我に返ったようにハッとして動きを停止させる。

　その数すう瞬しゆんの空白。

　手の痛みとは別に、脳天に響ひびくほどの激げき痛つうが走ったかと思えば──縁の右肩からベリルの身体である半透明の黒粘土が鋭するどい形状となって貫き出てきた。

「な──」

　それは細く触手のように舞まい、アリサのレイピアに絡み付く。すると、ガキッという鈍にぶい音と共にレイピアは折れてしまった。

「ヒヒヒヒ！　甘い！　甘い甘い甘い甘い甘───────い！　こんなに簡かん単たんに挑発に乗るなんてよォ！　どこまで弱くて、どこまで甘いんだよぉお前らはああああ」

　触手から顔を出しベリルは高笑いをする。慌てて距きよ離りを取ろうとするアリサに、ベリルは折った剣先をくるりと返して向けると鋭く叫んだ。

「──ほら、これが欲しいんだろ？　返してやるよ!!」

　触手と共に剣先が猛スピードでアリサを襲おそう。

「このッ──！」

　アリサは身をよじるようにギリギリでかわしたが、追尾するように触手と剣先は少女に襲おそい掛かる。体勢を崩したアリサの背中に刃やいばが迫り──

（危ないッ……！）

　身体からだの自由が利かず、痛みに堪たえる縁えにしがその光景に歯は嚙がみした時だった。

「アリサッ──！」

　そんな叫びが響ひびき、少女の身体が真横に突き飛ばされた。

　突き飛ばしたのはアリサの兄であるセシルであり、高速で向かってくる剣先を己おのれの剣で弾はじき返す。

　その一いつ瞬しゆんの攻防。弾き飛んでいく剣先を縁が目で追った、その刹せつ那なだった。

「待ってたぜ！　──いいねぇ、そうこなくちゃなぁ」

　ベリルの余裕の声。レイピアの剣先は弾け飛んだが、ベリルの鋭するどく尖とがった触手は真まっ直すぐにセシルの懐ふところへ入り込んでいた。

　ソウルはワザと剣先を手放したのだと縁が気付いた時には、もうその攻防は終わりを迎えていた。

「──兄にいさん!!」

「ぐふっ……」

　口から血を吐くセシル。

　剣先を弾くために剣を振り切ったセシルの、無防備になった腹部に鋭いソウルの触手が突き刺さっていた。

「あははは、どこまでも愚か！　愚かすぎるぞ人間よ」

　勝ち誇ったように笑うソウルは突き刺した腹部から勢い良くセシルの身体へ侵入していく。

　それと同時に縁の右肩からソウルの身体が抜け去り、縁は急に身体の自由を取り戻すが、力を吸われたかのような大きな疲労感と、神経が麻ま痺ひするような痺しびれが襲い、その場に倒れてしまった。

「うご……ッ」

　剣を受け止めさせられた左手と、突き破られた肩の痛みがより大きくなり、縁はその場で悶もだえる。

「に、兄さん！　ごめん、私……」

　縁の視し線せんの先で、アリサが悲痛な顔をしてセシルのもとに近づいていく。

　しかし、セシルは苦く悶もんの表情を浮かべて血を吐きながら叫んだ。

「来るな……くッ……今すぐ……その人を連れて逃げろ……！」

「そ、そんなこと……」

　アリサが泣きそうな表情を浮かべた時、セシルの肩からソウルの半透明の顔が現れて小こ馬ば鹿かにするように言った。

「おいおい、これが『グラトニー』？　呪のろいの力なのか？　……チョロいチョロすぎだぜ！」

「く……」

　セシルの口からさらに血が溢あふれ、腹部からもおびただしい血が流れ出て、足元に血だまりが出来上がっていく。

「に、兄にいさん……ッ！」

　折れたレイピアを握にぎり締しめて構えるアリサを、ソウルは睥へい睨げいした。

「やっとだ。何年もかかってここまで来た。前は失敗したからなぁ。今すぐ『グラトニー』を奪ってやりたいところだが、邪じや魔まされたんじゃ興きようざめだしな……」

　呟つぶやくソウルはハッと何か楽しいことを思い付いたように明るい声で、アリサと倒れている縁えにしに言った。

「決めたぜ！　コイツの身体からだを使って、まずお前らを殺すことにした！」

「な……そんなの……!?」

　ソウルが怪しく笑った途と端たん、セシルの足が一歩前へ踏み出される。

　さらに一歩、もう一歩とゆっくり迫ってくるセシルに、アリサは後ずさりながら悲痛な声を上げた。

「に、兄さん……！　今すぐそいつを取ってあげるから！」

「ムダムダ。コイツにはな、さっきの人間にやったのより、もっと強烈なことをやってるんだぜ。わかるか？」

　そう笑えみを浮かべるベリルは、自慢するように語ってきた。

「なんたって今、ジワジワと内側から少しずつ溶かしながら身体を奪っているからな！　グラトニーといえども、もう抵抗なんてできやしねぇよ！」

　息を吞のむアリサは、折れたレイピアを持った手を震ふるわせて言った。

「許さない……！」

「いいねぇいいよぉ、その目、その姿勢、その台詞せりふ……愚かで弱い奴やつがよく吐く台詞だな！」

　後ずさる足を止めてセシルのもとへ駆け出すアリサ。

　セシルの肩のソウルへ向けて、折れたレイピアを突き出すが、しかしセシルの持っていた剣がそれを防いだ。

「『グラトニー』は不死身だからなぁ！　死なないから刺されてやってもいいが、穴だらけの身体ってのもかっこつかないしな」

「貴様ぁ！」

「ほら、急がないと剝はがせなくなるぜ？　段々とこいつの身体と俺おれの身体が融ゆう合ごうし始めて自由になってきたぞ。どうだ？　この剣さばき？　ほれ、ほれ！」

　ベリルに操あやつられたセシルの剣がアリサに襲おそい掛かる。

「弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い！」

　その剣を折れたレイピアで防ぐアリサは、隙すきを見てベリルへ攻こう撃げきを放ち続ける。

　しかしそれらはことごとく避けられてしまい、さらにセシルの剣撃は段々と速く巧たくみになっていく。アリサは防戦一方になっていた。

「愚か愚か愚か愚か愚か愚か愚かぁぁああああ」

「くッ──！」

　しばらくの剣撃の後に、とうとうアリサの剣は弾はじき飛ばされてしまった。

　ソウルは勝ち誇るように笑うと告げてきた。

「朗報だぜ、今さっきコイツの抵抗がなくなったぞ！　もう喋しやべることもできない。死なないグラトニーが死んだんだ！」

「兄にいさん────」

　衝しよう撃げきを受けるアリサを、ベリルはセシルの顔をしたまま、悦に入った表情で蹴けり飛ばした。

「あとは、さっさとお前らを始末して、『グラトニー』の力で暴あばれるだけだな！　嗚あ呼あ、今日きようは最高の日だぜ！」

　ベリルはセシルの身体からだを動かし、倒れたアリサを踏み付けさせる。

「にい……さん……っ」

　訴うつたえ掛けるようにアリサが声を上げるが、セシルは目に光を失いもう声は届いていないようだった。

「あの世で、親父おやじと仲良くな──」

　いやらしく笑うベリルはセシルを操り、剣を持ち上げさせる。




　ドクン！　ドクンドクン！

　縁えにしが先ほど感じた、ソウルのものとは違う不ふ思し議ぎな感覚が鼓動のように脈打っていく。




　セシルの持つ刃やいばでアリサを斬きり捨てようとした、その時だった。

「……やめ……ろ」

　後ろから縁が飛び掛かる。

　アリサが戦っている間、縁は何もしていなかったわけではなかった。

　痛みと痺しびれで悶もだえながら必死に起き上がり、折られたレイピアの切っ先を這はいずりながら拾いにいったのだ。

　セシルの背中に飛び付いた縁は手に強く握った剣先で肩のソウルの顔を刺そうとしたが──

「離はなれろ、クソ人間が──！」

「ぐあ──」

　身体が未いまだに痺しびれているため簡かん単たんに振り払われてしまう。

　地面に倒れた縁えにしは痛みに呻うめく。

「くそ……」

「愚か！　単なる人間風ふ情ぜいがグラトニーを持った俺おれ様さまに敵かなうわけないだろう？」

　しかし、縁はそれでもよろよろと立ち上がり、剣先を強く握にぎり締しめて言った。

「その兄妹きようだいから……離はなれやがれ」

「息も絶え絶えだが、大丈夫か？　愚かで弱くて脆もろい人間」

「はぁはぁ……」

　人間にはバケモノに敵う力はない。わかってはいたが、悲痛な表情のアリサと、何より、操あやつられ苦く悶もんの表情を浮かべるセシルを見て、どうしても許せなくなったのだ。兄が妹を想おもう気持ちがわかったから……。

　セシルはアリサの兄であり、縁もまた妹を持つ兄である。

　もし縁がセシルと同じ状況になったら、同じように鋭するどい触手から妹を庇かばったはずだ。

（兄貴の手で、妹を殺すなんて……あっちゃいけない）

　刃やいばを直接握っているため、手から余計に血が出てくるが今の縁にはどうでもよかった。

　最悪セシルの身体からだに刺してでも動きを止めようと考えた縁は、相手に向けて剣先を構えて再び飛び掛かるが、今度は、触れることもできず蹴けり飛ばされてしまった。

「がはっ──」

「人間ごときが俺様の楽しい時間を邪じや魔まするんじゃねーよ」

　そう吐き捨てるように叫ぶベリルは、歪ゆがんだ笑えみを浮かべて言ってくる。

「今殺したいのはこの兄妹なんだよ。お前は後だ。そこで大人おとなしくしてな！」

「や……めろ！」

　そのままアリサへ振り向こうとするセシルの足を、縁は摑つかんで止める。

「愚かさもここまでくると、鬱うつ陶とうしいだけだな。放はなせよ」

「行かせるか」

「うざってー人間だな、おい！」

　ベリルは、先程までの余裕を失なくし、苛いら立だちを露あらわにする。そしてセシルの足で縁の頭を踏み付ける。

「ぐッ──」

「そんなにお望みなら、お前から殺してやる！」

　頭を踏まれて呻く縁に、ベリルのそんな言葉が聞こえてくる。

　足が退どき、代わりにセシルの手に胸むな倉ぐらを摑まれたかと思えば、縁は一気に持ち上げられた。

「……くっ……放せ……！」

　睨にらみつける縁を、憐あわれむような表情で見てくるベリルは語ってきた。

「死ぬ前に面おも白しろい話をしてやるよ人間。いいか？　よーく聞けよ？　俺様たちはソウルつってな……古い依より代しろに宿った純粋で崇すう高こうな霊れい魂こんなんだ」

　その言葉が出てすぐ、床に倒れ伏しているアリサから声が上がった。

「何が……純粋だ……この外げ道どうめ！」

「ああ？　だまれよ！　テメェは静かにしとけ！」

「うッ……ぐ……」

　語りを邪じや魔まされたのがよっぽど勘に障ったのかベリルは、セシルの身体からだを動かしアリサを何度も踏み付ける。

「てめぇ……やめろ……」

　兄の姿で、妹に対しそのようなことをするのが許せず声を上げる縁えにしだったが、しかし、胸むな倉ぐらを強く締しめ上げられ息ができなくなる。

　セシルの肩から、黒いベリルの顔がにゅるっと現れる。

「無力な自分が悪いんだぞ？　恨うらむなら、弱い自分を恨めよぉ？」

　アリサをある程度痛めつけて満足したらしいソウルは、縁に顔を向けると語りを続けてきた。

「おら、いいか黙だまって聞けよ。俺おれ様さまたちのことを『付つく喪も神がみ』なんて吐ぬかしやがる奴やつがいるが、それは大間違いだ。俺様たちはそんなあまっちょろいのとは違う！　最も悪で純粋な呪のろいの化身！　この世界を混こん沌とんに満ちさせ、暴ぼう力りよくによって世界を手に入れるすげぇ存在なんだ！」

　セシルの肩で陶酔するような表情を浮かべるベリル。

　摑つかみ上げてくる力がほんの少し緩ゆるんだのを感じた縁は、未いまだに手に握っていた剣先をそのベリルの顔へ振るった。それは致命的なものにはならなかったが、油断したベリルの顔を深く切り裂いた。

「──グアァ！　いてぇ──だろがァアア、テメェエエエ！」

　黒い霧きりを傷口から噴ふん出しゆつさせるソウルは、吼ほえるように叫んだ。

「テメェは普通に殺さねぇ！　昨日きのう殺した奴以上にめった刺しにしてやるぜ！」

「……昨日？」

　縁の脳裏に、ふとニュースでやっていた事件が浮かんでくる。

　眉み間けんにしわを寄せる縁を怯おびえていると思ったのか、ソウルは脅おどかすように言ってきた。

「ああ、そうさ、昨日俺様の肩にぶつかってきた奴がいたから殺してやったんだよ！　こうやってな──！」

　セシルの腹部の傷からソウルの半透明の細い触手が何本も飛び出てくる。それを全すべて鋭するどく尖とがらせると縁へ向けてきた。

「やっぱ人を殺すのは楽しいよなぁ、わかるかぁこの快感！」

「……くそったれ」

　そう罵ののしる縁に、ソウルは歪ゆがんだ笑えみを浮かべると、

「──オラァ死ね！」

　叫んで触手を勢い良く放ってきた。

　目を閉じる縁えにし。

　刺されるのを覚悟した縁だが、身体からだに襲おそい掛かってきたのは刺突連れん撃げきではなく、打撃の連打だった。

「ぐッう──」

　その打撃連打はすこぶる痛いが、刺されるよりは幾分ましだ。

　何が起こったのかと目を開けた縁がまず目にしたのは、先が丸まった触手と、そして焦った表情を浮かべるソウルの顔だった。

「くそ──コイツ、まだ抵抗できたのか……俺おれ様さまに干渉してきやがるとは」

　おそらくだが、それはセシルがやってくれたことなのだろう。

　ベリルは興きよう味みをなくしたように縁を投げ捨てると、イライラとした表情で言った。

「腐っても『グラトニー』を継いだ者ってことか……本当にイライラさせる……うぜってーな……!!」

　歪ゆがんだ顔をさらに歪めたベリルは、セシルの身体を操あやつり今度はアリサを摑つかみ上げる。

　床に倒れた縁は、その光景を見て起き上がろうとするが、打撃連打が止とどめになったのか、もう起き上がることができない。

　その縁の視し線せんの先で、ソウルは歪めた顔のままアリサに問い掛けた。

「おい、お前、コイツを元に戻してほしいか？」

「兄にいさん……を……返せ！」

　そう言って睨にらむアリサに、ソウルはいやらしく笑いながら口を開いた。

「いいぜ、返してやるよ、目を見開いて、よ───く見てろよ？」

　腹部から出た半透明の触手たちはそのままセシルの背後へと伸びていく。

「やめ……ろ……」

　縁の声は届かない。

　半透明の触手が一つにまとまり、太く鋭するどい槍やりのような形に姿を変えていく中、セシルは糸が切れた人形のようにアリサにもたれ掛かる。

　アリサが慌てて兄の身体を支えたその時だった。

「────」

　それは瞬まばたきほどの一いつ瞬しゆんだった。

　セシルの身体を、呆あつ気けなく、余よ韻いんもなく、太い槍は背中から胸へと貫いた。

　アリサにまで槍が到達しなかったのは、セシルの最後の抵抗だろうか。

「…………」

　ただアリサはその光景に声を失った。床に倒れ伏す縁もまた呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「『グラトニー』の力は今や、俺の中にある。これは、もういらないから返すぜ」

　そんなソウルの声だけが響ひびき、セシルの身体からだから槍やりが引き抜かれていくのと同時にベリルも抜け出ていく。

　途と端たん、セシルの胸から大量の血が噴ふき出し、アリサを赤く染めた。

「兄にいさん……」

「…………」

　アリサの呼び掛けにセシルは反応することはない。力なく、ただ血を流し続ける。

　そして、ふと──そのセシルの胸の穴から、昏くらく光りながら脈打つ塊が零こぼれ落ちたかと思えば、ソウルは触手ですかさず拾い上げた。

「力が溢あふれる…………ついに俺おれが手に入れた！　俺様がぁぁぁ！」

　そう勝ち誇るように笑うソウルは、不定形な姿から人だと辛かろうじて判別できる形へと変わっていく。その歪いびつな手の中で脈打つ塊を、ベリルは見入るように眺めた。

「これが『グラトニー』の核か……！」

「…………」

　縁えにしにはその塊がなんなのかわからないが、セシルの身体に先程まで入っていたそれは、何かとても大切なものなのだろうということだけは伝わってくる。

「にいさん……」

　縁の視し線せんの中で、アリサがガクリと膝ひざを落とした。

「死な……ないで……兄さん」

　塊が抜け落ち、魂すらも抜け落ちたかのように脱力する兄の身体を強く抱きかかえる少女は、その目に涙を浮かべて囁ささやきかける。

　少女の目から涙が零れると、次から次へと零れ落ち──

「────」

　その光景を見る縁の中で、何かがバチバチと熱あつく弾はじけ始めるのと同時に──一いつ瞬しゆん、脳裏に色あせた昔の光景が浮かんだ。

「お願ねがいだから……死なないで……」

　──シナナイデ。しなないで。死なないで。

　少女の言葉と重なるように縁の頭の中で何かの声が響ひびき渡る。その響きが収まったかと思えば、今度は違う言葉が脳裏に激はげしく響いてきた。







　──父とうさん、母かあさん、お願いだから死なないで！




　それは泣きじゃくる幼き日の縁の叫びだった。




　──大丈夫、いつでもあなたを見守ってるわ。




　──お前だけは守る。だから生きろ、縁えにし。




　そう優やさしく語り掛けてくる二人ふたりに、しかし縁はもう一度叫ぶのだった。




　──お願ねがいお願いお願い死なないでー







　縁はその記き憶おくに覚えがない。

　ただどうしてか、セシルを抱いて泣く目の前のアリサの姿に、幼き日の自分を見ているような気がして、身が焦げてしまいそうなぐらいの怒りが激はげしく湧わき上がってきた。

「────ッ！」

　歯を食いしばりゆっくりと起き上がる縁は、しっかりとベリルを視界に捉とらえる。

　ソウルは未いまだに脈打つ塊かたまりに見入っているようだ。

　あの塊さえ取り返せば、なんとかなるんじゃないか。そう直感的に思った縁は、痺しびれる足にムチ打ってベリルに手を伸ばす。

「返せ……」

「あ？」

「それを、今すぐ返しやがれ──!!」

「な──テメェ！」

　まさか縁が立ち上がってくるとは思っていなかったようで、ベリルの反応が一いつ瞬しゆん遅れる。

　捨て身の飛び込みのお陰でベリルの懐ふところまで潜もぐり込み、昏くらく光る塊に手を触れることができた縁は、そのまま塊を思いっ切り叩たたき飛ばした。

　ベリルの手から離はなれ床に転がる塊に、急いで飛び付く。

「──人間ごときがこれに触んじゃねぇよ！」

「────」

　塊を抱えてうつぶせる縁に、ベリルが激げき怒どしながら向かってくるが──縁の抱えた塊の光が紫むらさき色いろに変わったと思った瞬間、ベリルの方が吹き飛んだ。

「ぐはっ──な、何しやがったてめぇ！」

　すぐに起き上がり縁に向かうベリルだが、再び黒い霧きりのようなものを噴き出しながら吹き飛んでいく。縁は遅れて気付いたのだが、いつの間にか、塊から発せられる紫の光が自分の身体を包むように薄うすく張り巡らされていた。

「この野郎ォオオ──!!」

　ベリルは怒り狂って叫び、人の形をばらけさせるように鋭するどく尖とがった触手を展開させ、一斉に放ってくるが、その光により全すべて弾はじき返された。

「これは──さっきから感じていたのは……呼んでいたのはお前だったのか？」

　ドクン……ドクンドクン。

　まるで心しん臓ぞうが動くように脈動する紫の光の塊かたまり。

　その光景を見て驚おどろく縁えにしはさらに驚く。

「傷が……治ってる……？」

　ゆっくりと縁は起き上がるが、先程まで身体からだにへばりつくようにあった痺しびれや疲労感や傷の痛みが今は噓うそのように薄うすれていた。剣先を握っている手のひらの傷もなくなっている。

「普通の人間ごときが使えるもんじゃねーんだ。早くこっちによこしやがれ！」

　顔を歪ゆがめるベリルは触手を一つにして、先程セシルの身体を貫いた太く大きな槍やりの姿へと変えていく。

「それは人間には過ぎた呪のろいの力なんだ、俺おれ様さまによこせェ──！」

　その叫びと共に、槍と化したソウルは縁へ猛スピードで向かってきた。

　そのまま縁の胸めがけて、狙ねらい澄すましたように迫ってくるベリルの槍だが、しかし縁に届くことはなかった。

「──テ、テメェ?!」

　ベリルが驚いたような声を上げる。

　縁は塊から発せられる光を一点に収しゆう縮しゆくさせ、槍を防いでいた。

「…………」

　それは、塊が勝手に反応したようにも、自分で操あやつったようにも思える不ふ思し議ぎな感覚だった。まるで自分とこの塊が同化していくような不思議な感覚に、縁は首を傾かしげながらも欠けていたパーツが揃そろったような妙な安心感を覚えていた。

　塊の脈打つ速度が上がっていき、それと共に放つ光も強くなる。

「なんなんだテメェ──!!」

　人ひと型がたに戻ったベリルは、焦ったようにそれからも様々に攻こう撃げきをしてくるが、縁は塊に指示されるような感覚でそれらを全て防いだ。

　そして、一つ確かく信しんしたことがあって、ソウルへ静かに告げた。

「過ぎた呪いの力か……。よくわかんねぇけど、こいつはお前じゃなく俺を選んだみたいだな」

「適当なこと言うんじゃねぇよ!?　テメェがよこさねぇなら、また寄生して奪うだけ──」

　歪んだ顔をさらに醜みにくく歪めるソウルは、何か思い付いたようにアリサのほうを向く。

「────!?」

　セシルを胸に抱きながら、縁とソウルのやりとりを啞あ然ぜんとした表情で見ていていたアリサは、突然振り向いてきたベリルにびくっとする。

（あのバケモノ野郎まさか……）

　ベリルが何を考えたのかを縁えにしが理解した瞬しゆん間かん──ベリルはアリサのもとへ駆け寄り、その細い首元に鋭するどく尖とがった触手を突き付けて叫んだ。

「おい、人間！　今すぐそれをよこさないとこの女の首が飛ぶぞ！」

「…………」

「おら、早くよこせ！」

　ベリルの触手がアリサの首を薄うすく刺す。

　つーっと流れる血。息を吞のむアリサと、その胸に抱かれているセシル。

　それを見る縁の中で、許せないという怒りが膨ふくらむ。そして、ソウルを睨にらんで言った。

「救えねぇ奴やつがいるもんだな」

「早くよこせ」

「黙だまれよ、バケモノ野郎。お前は見た目通り、本当に歪ゆがんで腐り切ってるな！」

「何だとおい!?　コイツの首が飛んでもいいのか!?　あぁ!?」

　脅おどすベリルに、縁はゆっくりと歩み寄る。

「お前はその兄妹きようだいを傷付けて、いたぶっただけじゃなく、昨日きのうもいたずらに人を殺したって言うじゃねぇか。本当に救えねぇな！」

「クソ人間が!!　偶然、『グラトニー』で復活しただけのガキが粋いきがりやがって!!」

　縁の言葉に切れるように言うソウルは、歪いびつに笑うと首に突き付けた触手だけでなく、さらにたくさんの鋭い触手を展開させ少女へ向けた。

「死ぬぞ？　いいのか？　テメェがそのつもりなら、今ここでこの女を殺してやるからなぁ、よく見とけよ──！」

　その触手がアリサを傷付ける前に、ベリル自身が激はげしくぶっ飛んだ。

「てめぇが今すぐやめろ」

　ぶっ飛ばしたのは縁の持つ塊が放った紫むらさき色いろの光なのだが、その輝かがやきはさらに増していた。

「──テメェ……」

「俺おれには『グラトニー』がどうとか、呪のろいの力がどうのとか、んなこと全くわからねぇ！　でもな、もう目の前で誰だれかが誰かを守るために死ぬのはイヤなんだ！　だから、お前は俺がここで倒す──倒さないといけないんだ！」

　ベリルに叫ぶ縁は、脈打ち輝きを増す光の塊を掲げた。

「この呪い、俺がもらう」

　その瞬間──光の塊が縁の身体からだに溶け込むように入り込んでいく。

　強烈な力の奔ほん流りゆうが全身を焼けるように駆かけ廻まわり、塊に宿っていた紫の光がまばゆく縁の身体を覆おおう。

「な、なんだ、その禍まが々まがしい姿は……！」

　ベリルの怯おびえた声が聞こえる。

　力が安定し、光が収まった縁えにしの姿は、先程と大きく異なっていた。まず目に飛び込むのは、右肩の禍まが々まがしい仮面。マントが怪しく揺らめき、フードに覆おおわれた縁の顔は見えない。ただ、その暗くら闇やみから鋭するどい光が漏れていた。

「まさか、テメェも俺おれ様さまたちと同じ存在だっていうのか──」

　そうベリルが言い掛けたところで、縁はフードを取り、叫んだ。

「一いつ緒しよにすんじゃねぇ！　俺は普通の人間だ！」

　その縁の顔はいつもと変わってはいない。縁自身も格好以外の何かが変わったような気はしていなかった。

　しかし、身体からだに渦巻く力の奔ほん流りゆうは確たしかにあり、縁は笑えみを浮かべてソウルに言い放った。

「ただし、てめぇみたいな悪党をぶっ飛ばす力を持った人間だ！」

「ガキが、調ちよう子しに乗るんじゃねぇ」

　ベリルはギリギリと歯を嚙かんで睨にらんでくる。

「舐なめやがってふざけやがってこの野郎──!!　それは俺様のもんなんだよぉぉぉぉ──！」

　ブチ切れたようにそう叫んだベリルは、背中から鋭するどい触手を展開させ、両腕を大きな異い形ぎようの爪つめへと変えると、縁に向かってくる。

「死ね死ね死ね死ね死ね────！」

　雨あられのようにベリルの攻こう撃げきが縁へ降りかかるが、今の縁にはその攻撃は止まって見え、全すべて難なんなく避けることができた。

「てめぇは俺が倒すって言っただろ、このバケモノ野郎がっ！」

　未いまだに手に握っていた剣先。それでベリルを切り裂こうとした縁だったが、その剣先が手の中に消え──そして、今度は、巨大な異質な剣が手の中から少しずつ姿を現す。

　縁は戸惑うことなく、その剣を構えると、すぐに一文字に薙なぐ。

「グアアアァアア──」

　ベリルは、上半身を水平に左から右へと真っ二つに断たれ絶叫する。

「俺様の身体がああああああ」

　身体を分断され、黒い霧きりをだらだらと垂れ流すベリル。しかしながら、未だに蠢うごめき縁に攻撃しようとしてくる。

「なんだその力は。それは俺のものだぁぁぁ。まだだ……まだ俺様は負けてない……！」

「その醜みにくい姿のまま……俺の中に消えろ」

　縁の頭の中に、次に取るべき行動が浮かんできた。

　それに従うように縁は、倒れたベリルの身体に剣を突き刺す。

「ばはぁぁ……それは……俺様の力だ……よこせ」

　縁は右手をソウルへ向ける。

「お前の魂は、俺が喰くらう！」

　そんな言葉が脳裏に浮かび、縁えにしの口から自然と出た。

[image: ]

　──マントが縁の右腕に絡み付き、螺ら旋せんを描くようにして広がり、禍まが々まがしい竜の頭へと形を変えていく。そしてその竜の口が開いたかと思えば、凶悪な顎あぎととなり、ベリルの身体からだに嚙かみついた。

「ウァアアアアァアアアアアア──」

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げるベリルは竜のあぎとに嚙み砕かれ──縁の右肩の仮面へと吸い込まれるように姿を消していった。

「…………」

　まさにそれは『喰らう』という言葉が似合う光景だった。

　縁は自分の右腕に現れた竜を見つめて息を吞のむ。その竜はギロリと一度、縁を振り返って見たかと思えば、するすると元のマントに戻っていった。

　すると、マントも肩の仮面も剣も全すべて霧む散さんするように消えていった。そして、力の奔ほん流りゆうも感じなくなり、縁の身体に重い疲労感が襲おそい掛かってきた。

「ぐッ……」

　倒れてしまいそうになるが、縁はぐっと堪こらえてアリサとセシルのもとへ向かう。脚に重りを付けられているかのように、自分の身体ではないような重さを覚える。

「大丈夫か……？」

「……ア……ンタ」

　声を掛ける縁えにしにアリサは戸惑った様よう子すだった。

　縁が見たところ、アリサは痛めつけられボロボロになっているが、今すぐ死ぬような状態ではない。

　問題はセシルのほうだ。

　セシルの傷は相当に酷ひどい。即死レベルのものだ。

　しかし、縁がセシルに近寄って確かく認にんしてみると、奇跡的にまだ辛かろうじて息をしていた。それはグラトニーとやらの力のお陰なのか。

　それでもこのままでは確実に死んでしまう。早く病院に連れていかなければ。

「死なせない……」

　縁が願ねがうように言い、セシルを抱え上げようとしたところ、アリサが警けい戒かいの目を向けてきた。

　しかし、今は兄のことを一番に考えたのか、アリサは警戒を解いて自分の兄を見つめた。

「兄にい……さん……」

「俺おれが絶対に助けてやる──」

　残った力を結集し、セシルの身体からだを抱え上げようとした縁だったが──不意に目の前が暗くなった。すぐに視界は戻るが、また暗くなり、そしてまた視界が戻って暗くなる。

「ねえ……大丈夫……」

　アリサの言葉が遠くに聞こえる。

「もう……死なせない……」

　どうやら身体が許きよ容ようできる疲労を完全にオーバーしてしまったようだ。手足に全く力が入らない。身体が床に倒れ込んでいき、意い識しきが遠くなる中、しかし縁はそれでも何とかしようと這はいつくばった。

「たすけ……おれ……が……たす……」

　縁の目にはもうセシルは見えていなかった。縁の霞かすむ視界に映っているのは、断片的に曖あい昧まいに思い出した両親の姿だった。

　しかし縁の声も手も両親に届くことはなく、そのまま真っ暗な世界に意識が落ちていった。













　　第２章　運命の力







　暗くら闇やみの世界に縁えにしは漂っていた。

　何もかもが暗く、自分の身体からだすら見えない。

　本当に自分という存在が、そこにあるのかすらわからなくなっていく。そんな暗闇の中で──ふと、光が泡のように浮かび上がってきた。

　その光には何かの光景が映し出されている。

　光を覗のぞき込む縁は、ハッと息を吞のんだ。

　その光景に映し出されるのは、血まみれで倒れている男性と女性。

　二人ふたりに、泣き叫びながら声を掛ける幼き日の自分。

　そして──血に染まった半透明のバケモノだった。




　　　　　　　　　　＊＊＊




「────!?」

　縁がハッと目を覚ますと、そこは広がるのは無む機き質しつな白い天てん井じよう。どこかのベッドに寝かされていた。

（ここは……どこだ……?!）

　寝ている間に何か良からぬ夢を見たのは意い識しきに残っている。

　上体を起こしながら、どんな夢だったのかを思い出そうとする縁だったが、

「う──」

　倒れる前の記き憶おくが強烈にフラッシュバックしてきた。

（そうだ……俺おれはあいつらを助けようとして気を失ったんだ……。何か強大な力に飲み込まれて……あの後、あいつらは一体……？）

　気持ちが焦る。そんな縁の頭に、ある考えが浮かび上がった。

（待てよ、あの少女とバケモノの出来事は……夢なのか……？）

　頭の中で錯さく綜そうして呆ぼう然ぜんとする縁の耳に、軽快な声が飛び込んできた。

「はろー！」

「え……は、はろー!?」

　人の気け配はいを感じなかったので、誰だれもいないと思っていた縁がその声にびくりと驚おどろいて振り向けば、小柄な女の子がベッドの横の椅い子すに腰かけていた。

「やっと起きたと思ったら、表情をころころ変えるんだね。あ、これ食べる？」

　女の子はリンゴの皮を剝むいていたようで、剝き終わったばかりのリンゴを丸ごと一つナイフに突き刺して縁えにしに「はい」と、差し出してきた。

「い、いや、俺おれは……」

　混乱していてそれどころではない縁は、少女の好意を断る。

　あまりに異様なことが多すぎて、それまで認にん識しきしていなかったのだが、女の子の近くには皮の剝かれたリンゴが大皿の上に、山のように積つまれていた。これ……剝きすぎだろ。誰だれが食べるんだ……と思いながらも、縁は現状を尋ねるべく声を発する。

「そ、それよりもここは──」

　しかし、そこまで話したところで、女の子の大きな溜ため息いきに遮さえぎられた。

「はぁ、食べないの？　……せっかく剝いたのにな……」

「いや、あの……ここは？」

「食べないの？　…………どうしても食べてくれないんだね……」

　目に見えて落ち込む女に子に、縁は頭を搔かく。

　リンゴを受け取らなかったことで罪悪感に苛さいなまれることになった縁は、とりあえず突き出されたリンゴを受け取った。

「じゃ、じゃあ……一つだけ」

　そのまま一ひと齧かじりする縁。甘酸っぱい果汁が口に広がり、これが夢ではないことを実感する。

　それから二口三口と齧っていく縁に、満足そうな顔をした女の子は近くのカゴからリンゴを取り出してまた剝き始めた。

（そんなに食えないぞ……）

　縁は内心で突っ込むものの、それを直接言うと女の子の機き嫌げんを損ねてしまいそうな気がしたので、やんわりと感想を言った。

「す、すごいリンゴの量だね……」

「うん、あたしリンゴ好きなんだ」

「は、はあ……」

　屈託のない笑え顔がおを向けてくる女の子に、縁はぎこちなく頷うなずく。

　なんだかこれ以上突っ込んだらいけない気がして、とりあえず、そのままリンゴを全部食べ終えた。それから縁は、咳せき払ばらいを一つ。女の子に現状を尋ねようと声を掛けるのだが──。

「──あっ!!　忘れてた！」

　今度は女の子のそんな声に驚おどろく。

　驚く縁を他よ所そに、女の子は部へ屋やの扉のほうへ顔を向けて大声を発した。

「おーい、起きたよー!!」

「…………？」

　縁えにしが首を傾かしげた瞬しゆん間かんだった。

　廊下をドカドカと走る足音が聞こえてきたかと思えば──

「やっと起きやがったか、クソ野郎がッ──!!」

　扉をぶっ壊こわす勢いで厳いかつい男が現れた。

「な、なんだ……っ!?」

「てめぇ、吞のん気きな顔しやがって──！」

　赤いメッシュの入った茶髪の男は、驚おどろいた縁を凶悪な表情で睨にらむ。

　それから、腰のベルトから大ぶりのナイフを抜き出すと、縁に向けてきた。

「おい、てめぇ──」

　リンゴで現実に戻ったかと思いきや、目の前のナイフで再び非現実感を味わうことになった。

　男がナイフの刃に手を当てた瞬間、ナイフの刃は昏くらく光り、長い刀へとその姿を変えていったのだ。

　その光景に既視感を覚える縁は、そういえばブロンドの少女も十字架を細長い剣に変えていたなと思い出す。

　あれが夢ではなかったことを縁が確かく信しんするのと同時に、男はその刀を向けて叫んできた。

「早くセシルにグラトニーを返しやがれ！」

「は……？」

「それは、てめぇみたいな雑ざ魚こが持っていていいもんじゃねーんだよ！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ……！　突然、意味わかんねぇよ！」

「こちとら、てめぇが起きるまで待ってやったんだ。とにかく今から死んでそれよこせ──!!」

　頭に血が上っているように叫ぶ男は、力強く刀を振り上げてくる。

「うお──」

　縁は飛とび退のこうとするが、身体からだが弱っていて逃げられない。真まっ直すぐ振り下ろされる刃やいばに身を固めた時だった。

「やめなさい、時雨しぐれ──！」

　その声と共に、長い鞭むちが勢い良く伸びてきて刀身を横へ弾く。

「────!?」

　それにより軌道が変わった刀は、縁をかすめてベッドに突き刺さる。その刀に息を吞のむ縁の近くで、厳つい男が呻うめいて背後を振り返った。

「──ぐ、姉貴！」

「何やってるの、あんた!?」

　その鞭を振るったのは長い茶髪の女性だった。

　その女性に時雨と呼ばれた男は、ベッドから刀を引き抜いて訴えるように言った。

「姉貴！　俺おれはこんな奴やつ、不ふ死し王おうだとか認められねぇよ！　こいつをここで斬きって、セシルを元の姿にすれば──！」
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「時雨しぐれ！」

　女性の叫びに苦い顔をして口を閉じる時雨。女性はその時雨に諭さとすように言った。

「そんなことをしてもセシルは戻らない……貴方あなただって、よく、わかっているでしょう」

「でもよ、姉貴……」

「いいから外に出てなさい」

　渋い顔をする時雨は、縁えにしへ鋭するどい目を向けてくる。刀を持つ手を震ふるえさせる時雨だったが、舌打ちして刀にもう一方の手を当てた。すると刀身が昏くらく光り、元のナイフの姿に戻っていく。

「チッ、命拾いしたな。姉貴に感かん謝しやしろよ」

　それを腰のベルトへ戻した時雨は縁をもう一ひと睨にらみして、部へ屋やの外へズカズカと出ていった。

（なんだったんだ、あいつ……）

　壊こわれるんじゃないかというほどの勢いで閉められるドアを、戸惑いやらムカつきやらの複雑な想おもいで見る縁。女性はやれやれといった息を吐くと、持っている鞭むちにもう一方の手を当てる。すると、先程の時雨の刀と同じく、それは昏く光り、警けい棒ぼうのような物へと姿を変えていく。

　その不ふ思し議ぎな光景の連続に、縁はなんだか夢を見ているような気分になった。

「朱しゆ璃り。貴女も外に出ててくれる？」

　女性は警けい棒ぼうを腰のベルトに仕し舞まうと、縁にリンゴをくれた女の子に声を掛ける。

「おっけー」

　元気に返事する朱しゆ璃りと呼ばれた女の子。

　縁えにしは今更気付いたのだが、女の子はあの喧けん騒そうの中、ずっとリンゴの皮を剝むいていたらしい。

「そのリンゴは責任もって残さず食べなさいよ？」

「これも修業の一いつ環かんなんだよー」

「はいはい、わかったから、早く片付けて」

「はーい」

　朱璃と呼ばれた少女は、リンゴの皮を剝いていたナイフに手をかざす。先程のように形が変わるのかと縁が息を吞んだ瞬しゆん間かん、朱璃はそのナイフを放り捨て、代わりにリンゴの種らしきものを右手のひらに乗せる。するとそれは昏く輝かがやき、大きな食虫植物のようなものに姿を変えた。

「なんだこれ……つーか種のほうかよ……」

　縁が驚おどろく中、植物の根のような蔓つるのようなものが朱璃の細い右腕に絡んでいく。

「ご飯だよー」

　そう朱璃が右腕を振るうと、ギザギザとした蔓の先端口らしきところから蔓がまた飛び出てきてリンゴの山を覆おおうように絡み付いた。次の瞬間、リンゴは植物の口に全すべて引きずり込まれていった。

「はい、お粗末さま」

　朱璃は植物を種の状態に戻すと、軽い足取りで部へ屋やを出ていく。

　縁が啞あ然ぜんと見ていると、女性が嘆息しながら部屋の隅に声を掛けた。

「阿あ羅ら多た、あなたも外に出ててね」

「…………ああ」

　そんな太い声が聞こえてくる。

「え──!?」

　縁が驚おどろいて振り向けば、部屋の隅に背の高い大男が腕を組んで立っていた。

（いつからそこにいたんだ……!?）

　最初からいたのか、途中から入ってきたのか、縁には全くわからなかった。

　こんな大男を見み逃のがすはずがなく、目を丸くした縁に阿羅多と呼ばれた大男は静かに語る。

「お前の背負ったモノは……とても大きい犠ぎ牲せいの上に成り立っている力……そのことをよく考えて使え……」

　そのまま、ずしずしと部屋を出ていく大男は、廊下へ出る時に扉の上枠に思い切り頭をぶつけたが、何事もなかったかのように去っていった。後にはへこんだ扉の枠だけが残った。

「……な、なんなんだよ」

　ヒビの入った上枠の上の壁かべを呆ぼう然ぜんと見ていた縁に、女性は声を掛けてきた。

「突然のことだらけで、何がなんだかって感じよね」

　縁えにしが顔を向けると、女性は小さく微笑ほほえんで名乗ってくる。

「私の名前は九く条じよう彩あや夏か。彩夏でいいわ」

　彩夏と名乗った女性の声は理知的で、落ち着いていた。縁は、優やさしく語り掛ける彩夏の声で、ほんの少しだけ気持ちが落ち着いたような気がした。

「えっと……俺おれは──」

　縁が名乗ろうとすると、彩夏が先に言ってきた。

「伏ふし神がみ縁くんよね？　あなたのことは調しらべさせてもらったわ」

「調べた……？」

　思わぬ言葉に、眉み間けんに皺しわを寄せる縁に、彩夏はポケットから手帳を取り出すと、ぺらぺらとめくって読み始める。

「伏神縁。十五歳。七歳の時に両親を事故で亡くし、骨こつ董とう店てんを経営する叔お父じの許もとで、妹の伏神円まどかと一いつ緒しよに暮らしている。叔父は骨董品の仕入れで家にいないことが多く、二人は──」

　そこから語られたのは、縁の好きな食べ物や嫌いな食べ物、得意な教科や友達関係などのさまざまなプライベートな情報だった。

「……なんで俺おれのことなんか調べてるんだ……」

　驚く縁に、彩夏は手帳を閉じて静かに言ってくる。

「隅々まで調べる必要があったからよ。仲間にするためにね」

「仲間……？」

「昨日きのうのこと、何か覚えているかしら？」

「あのバケモノのことか……？」

　未いまだに現実かどうか自信がなかったが、口にすると彩夏は肯定するように頷うなずいてきた。

「しっかり覚えているみたいね。それで、体たい調ちようはどうかしら？」

「……全身痛い……それに気分もよくない」

「まあ、あなたは一度死んでるわけだし、それぐらいの反動はあるかもしれないわね……」

　驚おどろきと戸惑いのオンパレードで思考が一瞬フリーズする縁に、彩夏は苦笑してくる。

　その彩夏に、縁は先程から抱いていた疑問を、もう我慢できないとばかりに投げ掛けた。

「死んだってどういうことだよ!?　つーか──ここはどこだ?!　あの後、アリサとセシルって奴やつはどうなったんだよ?!　あんたらは何者なんだ!?　あのバケモノは一体なんだよ！　俺はどうなったんだ……!?」

「そんなにいっぺんに聞かれても答えられないわ。まあ、そう焦らないで……」

　滝のように質問する縁に、彩夏が宥なだめるように言ってくる。

　それから、彩夏は朱しゆ璃りが座っていた椅い子すにゆっくりと腰かけると、また語り出す。

「ここは私たちが管理している病院」

「病院……」

　縁えにしは改めて部へ屋やを見渡す。

　縁が座るベッドと、小さなテレビがあるだけの簡かん素そな個室であるが、光こう沢たくのある床や白い壁かべや消毒液のような匂においなど、確たしかに病院だなと感じていると、彩あや夏かの言葉が続いた。

「アリサは無事。でも、セシルは……」

「え……」

　言葉を詰める彩夏に、縁は首を傾かしげる。

　尋ねようと思う縁より先に、彩夏は口を開き、こう告げる。

「セシルは……別の病室にいるわ」

「びっくりした……とりあえず……二人ふたりは生きてるんだな……」

　その言葉に少しほっとしながら呟つぶやく縁。

　彩夏がふと物もの憂うげな表情を見せた気がしたが、今の縁は頭がいっぱいで、それについて尋ねることにまで気が回らなかった。

「……昨日のことなのに未だに信じられないことが多すぎて……なんだか夢を見てる気分だ……」

　昨日の出来事を振り返って嘆くように言う縁に、彩夏は表情を暗くしておもむろに部屋のテレビの電源を入れる。

　画面に映し出されるチャンネルを変えていく彩夏は、あるニュース番組で手を止めた。

『昨日きのう夕方、歩ふ楼ろう市し宝ほう飾しよく博はく物ぶつ館かんで壁や床が破壊される事件がありました。警けい備び員いんの佐さ々さ木き山やま信のぶ夫おさんの行方ゆくえがわかっておらず、警察は佐々木山さんが何らかの事情を知っているとみて行方を捜して──』

　縁はそのニュースを見て愕がく然ぜんとした。

　見み慣なれた公園。見慣れた博物館がテレビ番組に映し出され、壊こわれた内部の光景も映し出される。その映像と、記き憶おくの映像とがシンクロし、激はげしく現実味が湧わいてきた。

「これ……昨日の……」

「朝からずっとやっているわ。残念ながら昨日のことは夢なんかではないわ……」

「…………」

　テレビを消す彩夏は、息を吞のむ縁に、神妙な顔で告げてきた。

「貴方あなたはね……昨日、『グラトニー』を受け継いで、百代目の不ふ死し王おうになったの」

「『グラトニー』……？　不死王……？」

　昨日聞いたような聞いていないような言葉に首を傾げる縁。

「えーと、どこから説明したらいいかしら……」

　少し悩むような顔をする彩夏は茶ちや色いろの髪を搔かき上げてから、ポケットに手を入れ、何かを取り出して見せる。

「アリサの連絡で駆け付けたら、ボロボロになった貴方あなたたちと、これが落ちていたわ」

「それは……？」

　彩あや夏かがポケットから取り出したのは、黄おう土ど色いろの丸い石だった。少し欠けているが綺き麗れいな輝かがやきを放ち、中心に筋のような模様が入っている。

　どこかで見たことがあるような気がしながら尋ねると、彩夏は答えてきた。

「これは、クリソベリル・キャッツアイっていう宝石」

「あ、ああ……確たしか、猫ねこ目め石いしのことだっけ」

　縁えにしは思い出した。

（円まどかに贈おくったペンダントの石もそれだったな……）

　だから見たことがあると思ったんだな。縁はそう思いながら、彩夏の持つ猫目石を見つめて尋ねた。

「で、それが何なんだ……？」

「これはね……昨日貴方が倒したソウルの核だったものよ」

　そのソウルという言葉には激しく覚えがあり、脳裏に昨日襲おそってきたバケモノの姿が浮かぶ。言葉と姿が繫つながった数秒後に縁は驚おどろいて声を上げた。

「核……!?　ソウルっていうと……あのバケモノだよな。確か、二人ふたりは……ベリルって呼んでたけど……」

「そう。この宝石はベリルの魂が宿っていたモノよ」

「マ、マジかよ……あの気持ち悪い姿にしては、えらく綺麗なモノに宿ってたんだな……」

　あの歪ゆがんだ粘土のようなバケモノの姿を思い返す縁は、少し欠けてはいるものの綺麗に光る宝石を見つめて呟つぶやく。

　それに彩夏は頷うなずいて説明を続ける。

「そうね……。ソウルっていうのはね、古い『物』に宿った負のエネルギー──呪のろいの塊。積つもりに積もった呪いが魂を得て具現化した存在なの。だから、元々はこういう欲深い宝石に宿ってたり、美術品に入っていることが多いの。ちなみに、私たちはそういう魂を宿したり、宿す可能性のある物のことを『遺い物ぶつ』と呼んでいるわ」

「遺物……？　じゃあ、その宝石も、その遺物……ってことか？」

　そう確かく認にんする縁に、彩夏は頷く。

「ええ、長い時間をかけてこの宝石に負のエネルギーが蓄ちく積せきして、あのベリルっていう呪いの存在を生んだの」

　彩夏が言っていることはあまりに非現実的で、なんだか怖くなった縁は猫目石から少し距きよ離りを取る。すると、彩夏は苦笑しながら言った。

「安心して。今はもう、ソウルを貴方が食べてしまったから、ただの無害な宝石よ」

　その猫目石をポケットに仕し舞まう彩夏に、縁はおそるおそる尋ねた。

「食べた？」

「ええ、そう、食べたの。歴代の不死王たちもそうしてきたわ」

　ふと、縁えにしは昨日きのうの戦いの最後を思い出すが、次から次へと湧わいて出る疑問に頭を抱えた。

「その言い方だと……その遺い物ぶつってのは、それ以外にもあったりするんだよな……？」

「この世にたくさん存在してるわ。それどころか、今も負のエネルギーを溜ため込んでどこかで生まれ、増殖し続けている」

「現代にそんな奇妙な奴やつが、いっぱいいるってのか……!?」

「そうよ。でも、そんな奴らを私たちウロボロスが消して、世界のバランスが保たもたれてるの。遺跡を探って遺物を見つけて封印したり、ソウルを退治したり。公おおやけにならないようにしているから誰だれも気付かないだろうけど」

「ウロボロス……？」

　そういえば、昨日のバケモノ──ベリルがそんな言葉を口にしていたような気がする。記き憶おくを辿たどろうとする縁に彩あや夏かが語る。

「大昔からね、古い物には宿る呪のろいがあって──ソウルの存在は、もっと世界に知れ渡っていたの。そして、たくさんの人が犠ぎ牲せいになっていたらしいわ。そんな凶悪なソウルに対抗するため、七人の賢けん人じんたちが強力な呪じゆ縛ばくを作り出した。呪いの力には、さらに強力な呪いの力で対抗しようとしたの。でも、コントロールの効かなくなった力は、七つに分かれて、それぞれの一族を作り出し、お互いを監かん視しし合うようになった。その一つの大たい呪じゆ『グラトニー』の力を持つ者を護まもるために作り出されたのが、私たちウロボロスという組そ織しき……」

　そう話す彩夏は、自分の胸に手を置いて告げる。

「私たちウロボロスは、『グラトニー』のためなら、命だって差し出す覚悟でソウルと戦ってるの……」

　なんだか壮大な話に息を吞のむ縁に、彩夏は表情を少し暗くして話す。

「そして……セシルは、七つの大呪の一つ『グラトニー』を受け継いだ九十九代目だったの」

「ま、待てよ、それって……」

　ブロンドの青年の胸から出てきた紫の光を放つ塊。

　それを縁が思い返すのと同時に彩夏は告げてきた。

「昨日の戦いで、セシルの『グラトニー』は貴方あなたの中に取り込まれた。アリサから聞いたけど、貴方、あの力を使えたそうじゃない……。それはつまり、あなたが大呪の一つ『グラトニー』に選ばれた、呪いの継承者──不ふ死し王おうになったということ」

「不死王……」

　その塊の力を使ってソウルを撃げき退たいしたことを思い出した縁は、ハッとして胸を押さえる。

　縁はその言葉に心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速まっていた。そんな縁に向かって、彩夏は神妙な顔をして伝えてきた。

「ウロボロスは、『グラトニー』の継承者のことを、その力に敬意を込めて不ふ死し王おうと呼んでいるの。貴方あなたは死なない身体からだになった。九十九代目不死王から『グラトニー』を受け継いで──百代目の不死王になったのよ」

「何が何だか、もうわけわかんねぇ…………」

「今はわからなくても、きっと貴方に宿った『グラトニー』が力の使い方を教えてくれるわ」

　わからないことだらけだが、胸の奥に何か感じるモノがあり、縁えにしはさらに強く胸を押さえる。

　その縁の胸を見つめる彩あや夏かは、静かに説明を続けた。

「貴方のその胸むねに宿った力は、強力な呪い。『グラトニー』がある限り、貴方の身体は不老不死となり、強大な力を振るうことができるわ。……ただし、この世の悪あしき魂を食べ続けなければならない呪いに、これから苛さいなまれることになるけどね」

「不老不死!?」

「ええ。貴方はもう老いることはないし、物理的に死ぬことはない。もし、大きな怪け我がをしたとしても、自然に治ち癒ゆしていく便利な身体になったの。どう？　試してみる？」

　真剣な表情でナイフを取り出す彩夏。

「え？」

「冗じよう談だんよ、冗談」

「今のは、冗談って感じじゃなかったけど……」

「そう？」

　縁は余計に怖くなって、慌てて話題を逸らそうと疑問を口にした。

「ま、待てよ、不老不死なら百代目ってのはおかしいだろ？　今までの九十九人はどうなったんだよ？」

「ほとんどの人がソウルとの戦いの中で消えていった」

「不老不死なんだろ？」

「……言ったでしょう。『グラトニー』がある限り、と。身体から『グラトニー』が失われた瞬しゆん間かん、不死身ではなくなるし、ソウルを食べ続けなければ、貴方の魂は『グラトニー』に逆に食われてしまいこの世から消えることになる……」

「あ……じゃあ、セシルって奴やつはもう不老不死じゃないのか……」

　暗い顔をする彩夏。

　縁の脳裏に、胸を貫かれ『グラトニー』の核が抜け出たセシルの姿が浮かんだ。

「ソウル退治の任務で失敗して魂を失った人もいるし……『グラトニー』の力を狙ねらわれて襲おそわれた人もいる……」

　そう告げる彩夏は、過去を思い返すように静かに縁に伝える。

「九十八代目の不死王の魂は、『グラトニー』を奪おうとする集団に襲われて失われた……」

（九十八代目……？）

　自分が百代目、セシルが九十九代目だとしたら……と、考えながら昨日きのうのことを思い返す縁えにし。

「……九十八代目っていうのは………………灰はい色いろの髪をした人なのか」

「ええ……」

「もしかして、アリサたちの親父おやじだったのか？」

「ええ、察しがいいわね、そうよ。アリサたちの育ての親……」

「あのバケモノが姿を真ま似ねして、あいつらを苦しめていた……許せねーな、ソウルって奴やつらは」

「ソウルだけじゃない……呪のろいは人の幸せを壊こわしていく……」

　そう悲痛な顔をした彩あや夏か。

「？」

「ごめんなさい……何でもないわ」

　彩夏は縁に静かに語った。

「九十八代目は私と時雨しぐれの父──九く条じよう春はる馬ま……。セシルとアリサの両親は早くに亡くなって、それから私たちは兄弟のように一いつ緒しよに育ったの……」

　昔を振り返るように話す彩夏は、「あと」と、語気を少し強めて続けてくる。

「あなたが昨日きのう戦ったベリルってソウルは、私たちの父の仇かたき……」

「……そうだったのか」

　昨日のソウルとアリサたちの一連の会話の意味が少しわかった気がした。

「あいつは、私が殺してやりたかった」

　静かに語った彩夏の突然の一言に驚おどろく縁に、冷静に彩夏は伝える。

「ひとまず、説明はこれくらいだけど、何か質問はある？」

　訊きいてくる彩夏に縁は頭を押さえて言った。

「んん……頭の中がごちゃごちゃして、何がわからないのかがわからないんだ……」

「まあ、いきなり全すべてを理解するなんてできないわよね。何かあったら、いつでも私に聞いて」

「ああ……ありがとう……」

　礼を言って、情報を整せい理りしようとする縁に、彩夏が申し訳なさそうに言葉を掛ける。

「でも……、貴方あなたにしか出来ないお願ねがいがあるの……」

「俺に……お願い？」

　顔を上げた縁に、彩夏は窓の外を一度見てから口を開く。

「……少なくとも、まだもう一体ソウルがこの辺りに潜ひそんでいるはずなの……あいつらは兄弟石のソウルだから」

「あんな奴が、もう一体……!?」

「ええ、今もどこか近くにいるはず」

　あんなバケモノがまだ近くにいるのかと目を丸くする縁は、彩夏の沈んだ顔を見て「もしかして」と尋ねてみた。

「……そのソウルも九十八代目を襲おそったソウルなのか？」

「ええ……」

　頷うなずく彩あや夏かは、険しい顔をして言ってきた。

「ベリルの兄ソウル──アレードもいるはず」

「待てよ、ソウルにも兄弟なんているのか……？」

「ええ、ベリルが宿った宝石は兄弟石らしくて、常に寄り添う運命なの。ベリルも凶悪だったけど、それ以上にもう一つの石に宿ったアレードは凶悪で、強い力を持った最悪な奴やつ……二体は常に行動を共にしていたから、今もどこか近にいるはずなの」

「まるで人間みたいだな……」

　入ってくる情報に知ち恵え熱ねつでも出たような気分で縁えにしは頭を押さえる。めまぐるしい情報の中、自分に何が期待されているのかを少しずつ理解し始めた縁は、彩夏に確かく認にんする。

「もしかして、俺おれにお願いっていうのは…………」

　縁の予想した通りの言葉が、彩夏の口から発せられた。

「そう、貴方あなたにアレード退治を手て伝つだってほしいの」

「……俺なんかじゃ無理だ。弟のほうですらやっとだったっていうのに、それより強い奴なんて」

「これは、貴方でしかできないの！　私たちでは、ソウルにダメージを与えることはできても、消し去ることができない……。七つの大たい呪じゆの一つを宿した貴方でなければ、本当の意味で倒すことはできないから」

「…………」

　言葉を失う縁に、彩夏は頭を下げて再度お願いする。

「俺じゃ……」

　言いかけた縁の言葉を遮さえぎるように彩夏が語る。

「どちらにしろ、貴方は『グラトニー』の継承者となった以上、これから、その力を狙ねらわれて、ソウルに襲われる──だからこそ、貴方の意思で協力してほしいの」

「なんで俺なんだよ、この力を返せば──」

「無理よ。それができるなら、呪のろわれた力だなんて言われていない……それに……」

「なんだよ、まだ何かあるのかよ」

「貴方が狙われるということは、貴方の〝大切な家族〟も狙われるということ」

　縁はその言葉に、一いつ瞬しゆん言葉が出なくなった。だが、すぐに怒りが込み上げ、声を荒げた。

「やめてくれよ！　もう嫌いやなんだよ、俺の知っている奴が死ぬのは」

「……だからこそ……だからこそ貴方の意思で戦ってほしいの。大切な人たちを護まもるために」

「これから、ずっとあんなバケモノと戦わないといけねぇのかよ……」

　昨日きのうの衝しよう撃げき的てきな光景や、痛みや苦しみが脳裏に蘇よみがえる縁えにしに、彩あや夏かは静かに言う。

「安心して、アレードは以前の不ふ死し王おう襲しゆう撃げきの際、力のほとんどを封印されている。今は弱っているはずだから、アリサを助けられた貴方あなたならば──」

「悪い……ちょっとだけ考えさせてくれないか」

　雨あられのように降り注ぐ未知の出来事、未知の情報に尻しり込ごみしてしまう縁は、彩夏から視し線せんを逸そらして言った。

「そうね……貴方には考える時間が必要よね……」

　頷うなずいた彩夏は、縁に提案してきた。

「会ってきたらどうかしら？　屋上のアリサに……」

「屋上……」

「たぶん、アリサと話せば、何かが変わるはず。あの子も貴方に協力してほしいと思っているはずだから……」

　身も心も疲れていたが、アリサの様よう子すが気になっていた縁は黙だまって部へ屋やを出ることにした。







　重い頭と足を引きずりながら、廊下を歩き階段を上り、屋上へ出るとそこには、彩夏の言っていた通り、ブロンドの少女──アリサの姿があった。空は晴れているが、静かにフェンスの外を眺めているアリサのその背中からは暗く沈んだ曇くもりのような空気が流れ出ている気がした。

　なんて声を掛けたらいいのか悩んだ縁だったが、うまい言葉が浮かばない。そのまま近づこうとするが、ある程度近づいたところで、それ以上、近づけなくなってしまった。

　アリサもこちらの気け配はいに気付いているはずだが、フェンスの外を向いたまま振り向かない。

「おい……」

　縁はその背中に、やっと出た一言を掛けた。

「あの後どうなったか心配してたんだ……良かったよ」

「良かった？」

　その言葉に反応したアリサがゆっくりと振り返ってくる。

　振り返ってきたアリサを見て、縁は息を吞のんだ。泣き晴らしたような顔をしていたのだ。

　アリサは拳こぶしを握にぎり締しめると、その顔で縁を睨にらみつけて叫んだ。

「いいわけないじゃない。アンタのせいで、兄にいさんは……！」

「お前の兄さんも死んでないんだろ？　じゃあ──」

「じゃあ──何なの？　何でアンタはそんなのほほんと生きてられるのよ！」

「ど、どうしたんだよ？　生きてるんだろ？」

　そういえば、突然、斬きりかかってきた時雨しぐれも、セシルのことを言っていた。それに彩夏もセシルのことを話した時に表情を曇くもらせ言葉を詰めていた気がする。

　そのことを思い返しながら訊きくと、アリサは泣き出しそうな顔で言ってきた。

「兄にいさんは……兄さんは、もう目を覚まさない！」

　──もう目を覚まさない!?

　その言葉に衝しよう撃げきを受けた縁えにしは、戸惑いながら声を発する。

「どういうことだよ。目を覚まさないって……まさか死──」

「違う！」

　アリサは、その言葉を否定する。

　しかし、表情を曇らせると震ふるえながら呟つぶやいた。

「……けど、それに近い状態で止まってる」

「それに近い状態？」

「心しん臓ぞうは微かすかに動いてるけど、呼吸は止まったまま……」

「…………」

　まだいろいろと情報が整せい理りできていない縁にも、その不ふ可か思し議ぎな現象の原因がすぐに頭に浮かんだ。

「それは……『グラトニー』の呪のろいが関係してんのか……？」

「アンタがあの場に現れなければ……」

「…………」

「なんでアンタなんかが！　『グラトニー』を……なんで受け継いじゃったのよ！」

　叫ぶアリサの目から、涙が零こぼれ落ちる。

　目の前の少女の涙に、縁は自分の胸を押さえた。

（俺おれのせいだ……俺があの呪いを奪ったせいで……）

　病室での時雨しぐれたちの言動。

　そして何より、少女がこんなにも辛つらそうな表情をしているのは、自分のせいだということ。

　それを考えると、縁の胸は激はげしく痛んだ。

「だったら、俺がこの呪いを返すことができれば」

「ふざけないでよ！　アンタにそんなことできるの？　じゃあ今すぐ返してよ！　今すぐ兄さんに力を返しなさいよ……」

　泣き崩れるアリサ。それを目の前にして縁は痛む胸を押さえたまま、視し線せんを落とすことしかできなかった。返せないことは胸の奥にある『グラトニー』の核から伝わってきていた。

「……俺に力があったら……」

「うるさい、もう消えてよ。アンタが死ねば良かったのよ」

「────」

　そのアリサの一言に対して、縁はその場に立ちつくすことしかできなかった。







「……いつまでそこに立ってるつもりよ」

　うずくまったまま、顔も向けずアリサが縁えにしに話し掛ける。

「今できることを考えたけど、何も思い浮かばなくて……」

「めざわりよ」

「俺おれが代わりに死んでたら良かったんだよな……すまない」

　アリサが大きく息を吸い、その場から立ち上がる音が聞こえる。罵ば倒とうされるのを覚悟して、縁が視線を上げれば、アリサが目の前に立っていた。

　突然視界を埋めた少女の姿に動揺する縁にアリサは叫ぶ。

「アンタ……バカなの!?　なんで謝あやまるのよッ!?」

「は？」

　予想外の罵ののしりに呆あつ気けに取られる縁。

　そんな縁に詰め寄るように、アリサが震ふるえながら言う。

「なんでそんなに素直に受け入れるのよ!!　なんで怒らないの！」

「いや、だって……俺の中に『グラトニー』があるから……」

「ああもう──！」

　自分の胸を押さえたまま視線を落とす縁に、アリサは地じ団だん駄だを踏むように叫ぶ。

「私だってわかってる……アンタに言ったのは、ただの八つ当たりで、そんなことをしても兄さんは戻らない……」

　頭を抱えて涙を流すアリサは、縁の服を摑つかむと顔を近づけて言う。

「アンタに言いたかったのは、そんなことじゃないのよ……！」

「じゃあ……」

　真剣な顔をする縁に、アリサは俯うつむいて震ふるえながら言う。

「……私がアンタに言いたかったのは……その……あり……」

「あり……？」

　縁は息を吞のんで、アリサの次の言葉を待った。

「アンタが……アンタがいなかったら私はここにいなかった……」

　縁の服を摑つかんでうな垂れるように呟つぶやくアリサ。

　そのアリサを見つめる縁は、昨日きのうのことを思い返しながら言った。

「……お前と、お前の兄貴がいなかったら俺はここに立っていない……だから」

　アリサの姿に化けたベリルを追いかけて博はく物ぶつ館かんに侵入した縁だったが、もし、あの時に最初に出会ったのがアリサではなく、ベリルのほうであったら殺されていたはずだ。それに、迂う闊かつに戦いに首を突っ込んでしまい、ベリルに身体からだを操あやつられた際、セシルは縁の身を案じてくれた。

「……ありがとう」

「……なんでアンタが言うのよ！」

「はぁ？」

「うるさい！」

　そう言いながら、アリサは縁えにしを蹴けり上げた。

「痛いってえ……なにすんだよお前は！」

「うるさい！　アンタがウザいからよ。それにお前じゃなくて、私の名前は、黒くろ須すアリサっていうの！　いい加減覚えなさいよ！」

　怒るアリサだが、その表情は先程までの暗い表情とは違って見えた。

　そんな表情を見て、縁の胸に恩義の思いと罪悪感が疼うずく。

　どうしたら、この恩義の思いと罪悪感の疼きを止められるのかと考える縁の脳裏に、ふと先程の彩あや夏かの言葉が浮かんだ。

　──アレード退治を手伝ってほしいの。

　フェンスの外の景色けしきを見て心を落ち着ける縁。そして、息を吸って静かに言う。

「さっき、彩夏って人に頼まれたんだ。……お前たちの育ての親を殺したソウルが、まだ近くにいるんだよな……」

「……」

「手て伝つだわせてくれねーか？　もしかしたら、そいつらを倒していったら、いつかこの呪のろいを解除してアリサの兄貴を救うことができるかもしれないし……」

「……アンタ、やっぱりバカ？　どこまで能天気なのよ」

「うるせー！　俺には難むずかしいことはわからねーけど、でも今できることは、これぐらいだと思うからそうしたいって思っただけだ」

　彩夏にお願ねがいされた時は、突然のことに、つい尻しり込ごみしてしまったが、アリサと話したことで、胸の中にある蟠わだかまりを晴らすためにも、彩夏のお願いを受けようと縁は決意した。

　少しの間、アリサは呆あきれたような表情を浮かべていたが、口角を上げて縁に言った。

「ていうか、アンタ、戦えるの？」

「わかんねー。でも、俺おれにはグラトニーがあるんだろ？　だったら、バケモノだろうがなんだろうが、この力でぶっ飛ばしてやるぜ」

「……はぁ……とことんバカね」

　意気込む縁に、アリサは頰ほおを少しだけ緩ゆるめる。

「バカのアンタにもわかるように、力の使い方を教えなくちゃいけないようね」

　そのアリサに、縁も頰を緩めて言った。

「よろしくな。そういえば、まだちゃんと自己紹介してなかったな、俺の名前は──」

　名乗ろうとした縁に、アリサが言う。

「伏ふし神がみ縁」

「え？」

「アンタ、前に私に偉そうに言ったじゃない」

「ああ、あの時か……覚えていてくれたんだな」

「アンタと違ってバカじゃないからね」

「バカ、バカって俺おれの名前はバカじゃねぇ！　縁えにしっていうんだ」

「じゃあ、これからよろしくね〝え・に・し・く・ん〟」

　そういって手を差し出すアリサ。

「お、おう、よろしくな」

「私たちの特訓は厳きびしいわよ。アンタ、死なない身体からだで良かったわね」

「え？　そんなに……？」

　アリサが笑え顔がおで言う、その台詞せりふに戦せん慄りつを覚えた縁だった。







　セシルの様よう子すを見たいと申し出た縁にアリサは渋い顔をしながらも、病室へ案内してくれた。

　アリサに案内され病室に入ると、先程のウロボロスのメンバーも全員、同じ部へ屋やにいて、入り口に立った縁に気付いて振り返る。

「──おい、何しに来やがった！」

　その中で、茶髪に赤いメッシュの入った男──時雨しぐれが誰だれよりも早く縁に突っかかってきた。

「救ってもらった恩人の、セシルさんに会わせてもらいたいと思って来たんだ」

　縁は静かに伝えると、時雨はさらに怒ど鳴なり散らすように言ってきた。

「出て行きやがれ！　殺すぞ」

　そのまま殴りかかる勢いの時雨に身構える縁だったが、アリサがその前に立ちふさがって言った。

「時雨、こいつは、これから一いつ緒しよに戦う仲間よ」

「仲間だぁ？　いつからそんな関係になったんだよ！」

「縁、アンタからも挨あい拶さつして」

「よろしく」

「何仲なか間ま面づらしてやがんだ。ぶっ殺すぞてめぇ。それに、アリサも『縁』だと？　なに、こんな奴やつと馴なれ馴なれしくしてんだよ！　こいつはなぁ──」

　彩あや夏かも時雨をたしなめるように声を発する。

「時雨！」

「姉貴……」

「落ち着きなさい！」

「だってよ！」

「殺そうと思っても……今の縁えにしくんは不死だから死なないわよ？」

「姉貴はいいのかよ……こんな奴やつを受け入れられんのかよ！」

　そう訴える時雨しぐれだったが、リンゴで手遊びしていた女の子が言った。

「しぐしぐ、大人おとなげない」

「あ？　朱しゆ璃り……てめぇ！」

　さらに部へ屋やの隅に立っていた大男が低い声を発した。

「……時雨、感情的になり過ぎるのは、よくない」

「阿あ羅ら多た……」

　その二人ふたりを見る時雨は、縁へ振り返ると忌いま々いましそうに睨にらんでくるが、「チッ」と舌打ちして、部屋の奥に下がっていく。

（本当にアイツ、彩あや夏かさんの弟なのかよ……？）

　優やさしく教えてくれた彩夏と、正反対の時雨を見る縁はそんなことを思ってしまうが、この病室に来た目的を思い出してベッドにゆっくりと近づいていく。

「…………」

　そのベッドには、ブロンドの青年──セシルが静かに横たわっていた。

　安らかに眠っているセシルの顔は確たしかに死んでいるようには見えない。しかし、生きているようにも見えない。

　触れれば一気に生と死のバランスが崩れてしまいそうな、その青年の寝顔を見つめる縁の胸に渦巻くのは、言葉にしがたい複雑な想おもいだった。

（俺おれのせいですまない……救ってもらったこの命で、きっとなんとかしてみせる）

　そんな悔かい恨こんと、感かん謝しやと、謝罪が入り混じった想いを心で伝えた縁は、部屋にいるウロボロスのメンバーへ振り返った。

　朱璃はまたリンゴを持っており、手の中で転がして遊んでいるが、表情が先程より暗い。部屋の隅にひっそりと立っている阿あ羅ら多たも沈んだ表情をしている。時雨も敵意の視し線せんをバチバチとぶつけてくるが、それはセシルを想おもってのことであり、彩夏は毅き然ぜんとしていながらも、物もの憂うげな表情をしていた。

　縁がセシルと関かかわった時間はとても短く、言葉もほとんど交わしていない。セシルがどんな人物だったのかはわからないが、ここにいるウロボロスの人たちの反応を見るだけで、大切にされていたことはわかった。

（アリサのことも俺おれが守るよ）

　そうセシルに心の中で語り掛ける縁は、沈痛な表情を浮かべるアリサを見てから、屋上で決意したことを彩夏に伝えた。

「彩夏さん、俺……アレードを倒すよ」

「縁くん……ありがとう」

　少し安あん堵どした表情を浮かべる彩あや夏かの言葉を遮さえぎるように、時雨しぐれが声を上げた。

「はぁ？　てめぇごときが簡かん単たんに言うんじゃねぇ！　ソウルを倒すってのはな、そんな楽じゃねぇんだよ！　てめぇが『グラトニー』を持ってるからって調ちよう子し乗んじゃねぇぞ！」

「黙だまって聞いてりゃ、言いたい放題、文句ばっか言いやがって！　きっちり倒してやるよ、ソウルの一体や二体や百体くらい！」

　時雨の発言に苛いら立だちを覚えた縁えにしが、そう言いながら時雨に指を突きつける。

「上等じゃねぇか！　てめぇの力、試してやらぁ！」

　彩夏が視線で時雨を諫いさめると、縁に言う。

「確たしかに、どれぐらい力が使えるか見てみたいけど……大丈夫？　時雨は強いわよ？」

　よく考えれば、どうやって『グラトニー』の力を発動したのかすらわからない縁に、力を使う術すべは考えられなかった。昨日きのうは無我夢中でなるがままにやったが、また同じようなことができるか不安になってくる。それでも縁はこのまま引き下がれないので頷うなずいた。

「ここじゃあれだから、移動しましょうか……中庭なら空いているでしょう」

「りょうかーい」

「……先に行ってるぞ」

　彩夏の言葉に、朱しゆ璃りはセシルの枕まくら元もとのテーブルにリンゴを置いて病室を出ていく。隅にいた阿あ羅ら多たもそれに続き病室を出ていくが、またも扉の上枠に頭をぶつけていった。

「後悔させてやるぜ」

　そう言いながら病室を出ていく時雨を見送った後、縁も病室を出ようとしたが、セシルを名残なごり惜おしそうな表情で見つめる彩夏と、アリサに気付いて足を止めた。

　二人を置いて先に部屋を出るのは違うと思い、再びセシルの許もとに行き、その死んだように眠る顔を見つめると、彩夏が静かに口を開いてきた。

「本当はね……『グラトニー』の呪のろいを失った人の身体からだは、消滅してしまうはずなの」

「消滅……？」

「ウロボロスが『グラトニー』の継承者のことを『不ふ死し王おう』と呼ぶのは、不老不死でありながらも、さまざまな時代に現れては消えていくサンジェルマン伯はく爵しやくの伝説になぞらえて……。今までの不死王は皆最後は消えていったし、父も目の前で消えていったわ」

「でも……」

　とベッドに眠る青年を見る縁の言葉を汲くんで、今度はアリサが言う。

「兄にいさんの身体はここに存在し続けている……だから、まだ救う術すべがあるかもしれない」

「目め途どはあるのか？」

「それはまだわからない……」

　首を振るアリサに、彩夏も難むずかしい表情を浮かべてセシルを見つめる。

　その二人とセシルを見つめる縁は静かに決意しながら言った。

「でも、消えてないなら魂を復活させることもできるはず……だから、そのためにも俺おれが頑張るから……」

「縁えにし……」

「縁くん」

「だから、全力で助けてくれ」

「は？」

「ふふっ」

「なんでそうなるのよ！　アンタってやっぱりバカなのね」

「うるせー、力の使い方がわかんねーんだよ！」

「そうね。とりあえず、縁くんの力を引き出すためにも中庭へ行きましょう。早くいかないとまた時雨しぐれが怒り出すわよ？」

　そうして縁は彩あや夏かとアリサと一いつ緒しよに病室を後にするのだが、二人ふたりともやはり病室を出る時まで名残なごり惜おしそうにセシルを見ていた。

「おせー！　ビビってんじゃねえだろうな」

　廊下を歩いて中庭へ出た瞬しゆん間かん、時雨の声が聞こえてきて、それに対して縁は答える。

「うるせー！　てめぇをビビらせてやらぁ！」

「んだと、てめぇ！　いきがってんじゃねぇぞ！」

　その縁と時雨に、アリサと彩あや夏かは顔を合わせて笑ってしまった。

「あの二人……似てるわね」







「じゃあ、力を出して掛かってこいよ！」

「ああ……」

　中庭に出た縁はウロボロスのメンツに囲まれた状態で頷うなずく。彩夏が指示した場所なだけあり、中庭はひっそりとした場所で人ひと気けはなかった。

「ふぅ……」

　周りを見渡し深呼吸をする縁は、明めい確かくな力の出し方はわからないものの、とりあえず全身に力を込めてみた。

「クッ──！」

　しばらく力を入れたその状態を維持してみるが、一向に何の反応も力も感じない。

（反応しろ！　『グラトニー』の力……!!）

　少し焦る縁は心の中で叫びながら、さらに力を込めた。

「グググッ──!!」

「おい、てめぇ！　やっぱり出せねーじゃねーか」

「うるせー！　もう少し見てろ！」

「縁えにしくん、初めて力を使った時のことを思い出してみて。力は想おもいに反応する。あの時キミは何を考えたの？」

（俺おれが『グラトニー』の力を使った時……）

「俺は……アリサたちを救いたいと思った」

（そうだ、力を使おうと思った訳じゃなくて、ただあいつらを救いたいって思ったんだ……）

　ようやく身体からだの奥で何かが反応し、身体に薄うすい光が纏まとい始める。

「そう、そのままの状態で想いを形にするの」

（想いを形に……）

　背中にマントが現れ、頭を覆おおうようにフードも現れた。

（俺の力で……守る！）

　そして、右肩に仮面が現れた。

「できた……けど……」

　昨日きのうと同じ姿になることはできたが、縁自身、何か納得できないものがあった。

　心の中に駆け巡るような力の奔ほん流りゆうがなかった。そして、その感覚を裏付けるように、縁が纏ったその姿はすぐに霧む散さんして消えてしまった。

「え……」

　啞あ然ぜんとする縁に、時雨しぐれが声を上げた。

「は？　なんだよその中途半端な力は？　そんなんでソウルを倒すとか言ってんのか？」

「おかしいな……姿は昨日と同じだったのに」

「てめぇは、戦う気がねえのか？　コントロールが甘すぎるんだよ」

「時雨！　あんたは黙だまってなさい。縁くんは、呪のろいを受け継いだばかりだから仕方ないわよ」

　そうフォローする彩あや夏かだが、縁は逆に気持ちが焦る。

　それからもう三度ほど挑戦してみたが、結果は同じだった。

「やめだ、やめ。最初の勢いは何だったんだ。口先だけかよ」

　そう言いながら、落胆と呆あきれの表情を見せる時雨。

（なんで使えないんだよ……）

　昨日きのうのように力が使えないことに縁が衝しよう撃げきを受ける中、彩夏は何かを決めたようにリンゴを持った女の子と、長身の大男と、厳いかつい弟を振り向いて言った。

「朱しゆ璃り、阿あ羅ら多た、時雨。縁くんが『グラトニー』の力を使えるように明日あしたからみんなで鍛きたえてあげてね」

「いいよー」

「……承知」

「ハァ？　なんで俺がこいつなんかに……」

「これは命令よ」

　そう強く言う彩あや夏かは、アリサにも声を掛けた。

「アリサも手て伝つだってあげてね」

「元からそのつもりよ……」

　そうして訓練が決まったが、縁えにしは自分の胸に手を当ててうな垂れていた。

（俺おれに何か足りないものがあるのか……）

　どこかで自信があった。心で願ねがえば使えると思っていたものが使えなかったこともショックだった。自分の情けなさに肩を落とす縁に、アリサが近づいて声を掛けてきた。

「まあ、予想できたことだから。兄にいさんのようにアンタに戦せん闘とうセンスがあるとは思えないし、想定内の出来事よ」

「くそ……」

　先が思いやられるような気分で溜ため息いきを吐つく縁。

　今からみっちりと訓練するのだろうかと思っていると、彩夏が振り返って告げてきた。

「とりあえず、縁くん……今日きようは家に帰りなさい。明日の夕方、また訓練をしましょう。迎えに行かせるわ」

「帰っていいのか!?　学校にも行ってもいいのか……!?」

　最悪、当分は家には帰れないだろうと思っていた縁が驚おどろいて聞き返すと、彩夏は答えた。

「貴方あなたがいきなりいなくなったら、警けい察さつが捜そうとするでしょう？　ウロボロスの存在は公おおやけにはされていないの。だから、周りの人たちに不ふ審しんに思われないよう、普ふ段だんはいつも通りに過ごしてもらうわ」

「は、はぁ……」

　肩透かしを喰らったような気分で頷うなずく縁に、彩夏は忠告するように言う。

「だから、今後もあまり目立つことはしないようにね」

「ああ……気を付けるよ」

　そう頷いて言う縁に、彩夏は少し微笑ほほえんで言った。

「それから、昨日きのう家に帰らなかったことについては、貴方のご家族に不ふ審しんに思われないよう、ちゃんと辻つじ褄つまが合うように連絡しておいたから安心して」

「連絡？　どんな連絡をしたんだ？」

　それに答えたのは時雨しぐれだった。

「俺おれが連絡してやったんだぜ。まあ安心しな！」

（安心できねぇ……）

　ニヤニヤと笑えみを浮かべて言ってくる時雨に、縁は悪い予感しかしなかった。




　　　　　　　　　　＊＊＊




　帰宅するため中庭から一度病院の中に入り、正規の出入り口へと向かっていく縁えにしは遅れて気付いたのだが、この病院は円まどかが普ふ段だん通っている病院だった。

　円と一いつ緒しよに病院に行く約束をしていたことを思い出した縁は気が重くなるものの、他ほかも気が重くなることばかりだ。

　車で送ろうかと彩あや夏かたちに言われたが、家からそんなに遠くないからと断り、一人ひとりで歩いて帰ることにした。というのは建前で、本当はいっぱいになった頭を一人でいろいろと整せい理りしたかったのだ。

　ウロボロスのメンバーと別れ、しばらく歩けば川が見えてくる。小さい頃ころ、家族で散歩した思い出の川。その土手に腰掛けた縁は、傾きかけている太陽と揺れる水面を静かに見つめる。

「はぁ……『グラトニー』か」

　縁の胸に渦巻くのは、これからのことについての不安だった。

　ソウルを倒す手て伝つだいをするとは言ったものの、力の使い方が全くわからない。こんなことでやっていけるのだろうかと不安になる。

　しかし、これは自分で決意したことだし、何よりもアリサたちのためにもソウルを倒したい。

「まぁ……悩んでても仕方ないよな。やるしかねぇよな」

　そう息を吐く縁は、明日あしたから始まるらしい訓練に想いを馳はせ、立ち上がって歩き出す。

　しばらく歩くと、ようやく家が近づいてきた。

（一日ぶりか……いろいろありすぎて、久しぶりな感じがするな）

　一日しか時間は経たっていなかったが、我が家がとても懐なつかしく思えた。

　どういう顔で家に入ったらいいのかわからず、こっそりと入ろうかとも思った縁だったが、連絡を入れてくれているということなので、とりあえずいつも通りに玄関を開けた。

「ただいま──」

　それに反応するように、足音が近づいてきた。

「あ！　お兄にいちゃん、お帰り！」

「お、おう、ただいま……」

　円の姿を見てホッとする縁。

　その縁に円が顔を輝かがやかせて言ってきた。

「聞いたよお兄ちゃん！　道路に落ちてた百円玉を拾おうとして、交通事故に遭いそうになったところを、通りがかりの爽さわやか系のカッコイイお兄さんに救われたけど、足を滑らせて電柱に頭をぶつけて病院に運ばれたんだって？」

「……は？」

「……お金は大事だけど、周りは見なくちゃダメだよ！」

　最初はなんのことかわからなかった縁えにしだが、これが辻つじ褄つまを合わせるための連絡の内容だということに気付いて慌てて頷うなずいた。

「あ、ああ、そうなんだよ……！　ジュースを買おうとしたらさ、お金が足りなくてさ……」

「お小こ遣づかいは叔お父じさんからちゃんと貰もらってるでしょ？」

「育ち盛りだからな、突然飲みたくなってさー。あの県道のほうって、交通量が多い道路だろ？　百円玉取るの、すっげー苦労したぜ」

（それに、通りがかりの爽やか系のカッコイイお兄にいさんって誰だれだよ！　あいつの場合、どちらかというと喧けん嘩かっ早いガサツなアホだろ。くっそー、あの野郎！　適当で微妙なこと言いやがって！）

「大変だったんだね、お兄ちゃん」

「ああ……死ぬかと思ったぜ……でもバッチリ拾ったぜ！」

　キラッ！　と光った百円玉を見せる縁。

「……お兄ちゃんはもう小学生じゃないんだから、しっかりしてよね」

「ああ……」

（くっそー！　なんで俺おれがこんなことを）

　話を作るのには限界があり、どうしようかと思っていたが、そんな表情が円に伝わったのか次の言葉でこの話題を終わらせてくれた。

「でも、とにかく無事でよかった」

　そう呟つぶやく円まどかは、何かを思い出したように手を叩たたいて明るく言ってきた。

「そうそう、お兄ちゃん！　昨日きのうの病院なんだけどね」

「あっ！　一いつ緒しよに行けなくてごめんな……！　約束してたのに」

「ううん、大丈夫。お兄ちゃんが無事ならそれで」

「ホント、ごめんな……」

「そんなに謝あやまらなくて大丈夫だよ、お兄にいちゃん」

　何度も謝る縁に円は苦笑する。

　それからもう一度謝った縁は、おそるおそる尋ねた。

「それで……病院はどうだったんだ？」

　すると円は、笑えみを浮かべて言った。

「まだ完全には治ってないけど、どんどん回復してるってさ」

「おお……よかったな！」

「急に治ってきたって先生が驚おどろいてたよ。何があったんだって」

　元気になっていく円の姿に、縁は心から嬉うれしく思う。

「たぶん、お兄ちゃんに貰ったこのペンダントのお陰だね」

　円まどかは胸元からペンダントを取り出すと微笑ほほえむ。

　そのペンダントで輝かがやくのは魅み惑わく的てきな光こう沢たくを放つ猫ねこ目め石いし。

　ふと──。

　縁えにしの脳裏に彩あや夏かに見せられた猫目石──クリソベリル・キャッツアイと、ソウル──ベリルの姿が浮かび上がる。

　円のペンダントを見て一いつ瞬しゆん不安がよぎるが、元気な円の姿にすぐにその不安を振り払った。
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「お兄にいちゃん、昨日きのうからすごくいっぱい食べるね」

「え、そうか？」

　翌日の朝。学校へ行く前の朝食で円に指摘され、縁はご飯をお代わりしに行く足を止めた。

　指摘されるまで特に意い識しきしていなかったのだが、確たしかに普ふ段だんはお代わりしても一、二杯程度なのに、昨日の晩ご飯は何度もお代わりしまくり、そして今け朝さもまたお代わりしまくっている。

　なんだか食べてもお腹なかがいっぱいにならないような気がして、ついついお代わりを連発してしまっていた。

　疲れているせいかと思っていたのだが……少し焦る縁は動揺を隠しながら円に言う。

「ま、まあ、育ち盛りだからな！」

「その前に、そんなに食べたら太っちゃうよ？　……元気なお兄ちゃんでいてほしいけど、ご飯を食べすぎて丸くなって転がっちゃったりしないでね」

「いやいや、そこまで食わねーし！」

　とりあえず炊すい飯はん器きまで向かい、残りのご飯を食べて確かく認にんしてみようとするが、炊飯器の中はもう空になっていた。結構な量を炊たいていたはずで、これを全部食べてしまったのかと改めて認識する縁はさらに動揺した。

　思い当たる原因が、一つあった。というか、それしか考えられない。

（あいつらに確たしかめてみるか……）

　胸元を押さえる縁は、息を吐く。

　放ほう課か後ごに迎えがくるらしいので、その時にちゃんと確かめようと心に決めて食器を片づけ、学校へ行く準備をした。

「じゃあ──俺おれは先に行くから、帰り道は気を付けろよ」

「うん、大丈夫。気を付ける」

「あ、あと、今日きようは……いや今日から、勉強のコツを教えてほしいってクラスの奴やつに言われて手て伝つだうことになるから、ちょっと帰りが遅くなるけど心配しなくていいからな」

「お兄ちゃんに勉強習うって、その人、よっぽど成せい績せき悪いんだね」

「そ、そうなんだ！　あいつだよあいつ。軽かる石いしがさぁ……」

「でも、お兄にいちゃん頼られてるんだね。頑張ってね」

　嬉うれしそうな顔をしてそう言う円まどか。

「ああ……ありがとう……」

　円がどうしてそんなに嬉しそうな顔をするのかが理解できなかった。

　微笑ほほえむ円は、手を振って言う。

「勉強、頑張ってね……！」

「お、おう！　頑張るよ……」

　そう挨あい拶さつした縁は首を傾かしげながらも学校へと向かった。







　──放ほう課か後ご。チャイムが鳴ってしばらくしてから縁は校舎を出た。本当はすぐに出たかったのだが、先生に資料のプリントを運ぶように頼まれてしまったのだ。断ろうかと思ったが、彩あや夏かの『あまり目立つことはしないようにね』という言葉が過よぎり、素直にプリントを運んだのだった。

（迎えに来るって言っていたけど、誰だれが来るんだ……？）

　そう考えながら走る縁は、てっきり迎えは家の近くに来るものだと考えていたため、校門で起きているざわめきは気にしていなかった。

「ん？　どうしたんだ？」

　校門を通ろうとしてようやく異様な人だかりが出来ていることに気付いた縁は、気になり近づいてみる。

　人だかりを覗のぞき込んだ縁は、そこに広がる光景にハッと目を丸くした。

「人形のように美しすぎるお嬢じようさん！　誰かお捜しですか？」

　そこにいたのは、いつものようにナンパをしているぼさぼさ頭の軽石で……。

「人を待ってんのよ……誰アンタ」

　そして、その軽石にナンパされているのは、どこかで見た覚えのあるブロンドの少女──アリサだった。

（あいつだったのかよ！）

　縁は周りの人だかりを見て、どうしたものかと内心焦る。別に変な噂うわさをされても気にはしないが、噂されないことに越したことはない。

　縁の視し線せんの先。アリサは見るからに機き嫌げんが悪そうだが、しかし軽石は空気を読まず語りかけていた。

「おおそうでしたら、この私めが貴女あなたの待ち人になります！」

　その言葉にアリサは冷たい視線を向けると、冷たく言い放った。

「なんなのアンタ？　それよりも伏ふし神がみ縁えにしはどこにいるの？」

「縁……!?　あんな奴やつより、私、軽かる石いし啓けい介すけがあなたのお相手を」

「あっそ。もういいから消えて」

「私が消えて、あなたが見つける。二人ふたりで愛のかくれんぼをしたいということなのですね、お嬢じよう様さま」

　辛しん辣らつな言葉を掛けられても全くめげることなく、軽石は軽やかにナンパを続けていた。

（あいつ……マゾなのか）

　アリサは鼻を鳴らすと、学校のほうを向いてイライラとした様よう子すで呟つぶやいた。

「ああ遅い、何してんのよアイツ……！」

「お嬢さん、じゃあ、僕が隠れますので見つけてくださいね？」

（なにやってんだあいつは……）

　走り始める軽石を遠巻きに眺めていると、ふと、こちらに気付いたようで手を振ってきた。

「縁ー、お前も入るかぁ？　俺おれを見つけてみろよぉー」

（──一生、隠れてろ！）

　走り去っていく軽石に対して内心で嘆くように叫ぶが、すぐにアリサの鋭するどい声が飛んできた。

「ああ!?　何してたのよアンタ!?」

　ずんずんと向かってくるアリサと一いつ緒しよに、みんなの視線もこちらへ向かう。

「い、いや、あの……」

　その状況に焦る縁に、目の前にやってきたアリサは、怒った口調で言う。

「私がどんだけ待ったと思ってるの!?」

「……た、確たしか昨日きのう、学校終わる時間伝えていただろ？」

「だからその時間通りに来たのよ。でもアンタなかなか来ないじゃない！」

「す、すまん……つーか、そんな怒るほどの時間じゃないだろ。数分だろ」

「数分でも私、人を待つの嫌いなのよ！　ほら、早く行くわよ！」

　そう言って、腕を引っ張るアリサ。

　縁は周りのざわめく視線を気にしながら慌てて言った。

「わ、わかったから──引っ張んなよ」

「アンタが道に迷うバカだから、迎えに来てあげたっていうのに何その言い方！」

　ふん、と鼻を鳴らすアリサは、そのまま歩き始める。

「い、いやちょっと待てよ」

　慌てて後を追いかけようとする縁に、クラスメイトの一人ひとりが憤ふん然ぜんと声を掛けてきた。

「縁!?　誰だれだよ、その子、彼女か!?　彼女なのか!?」

「いや、違うって！」

「何が違うんだよ……!?　どこからどう見ても放ほう課か後ごデートじゃないかこのヤロオォオオ！」

「ちょっと縁えにし、その子、誰だれ？」

「縁君……その子は？」

　クラスメイトの言葉に混ざってそんな声が飛んできたと思ったら、椎しい奈なと恵え那なの姿もあり、縁は頭を抱えた。

　恵那が悲しそうな顔で縁に尋ねる。

「もしかして、デート……」

「いや、違うって！　コイツはあれだ、あの……なんだ……親しん戚せきっていうか？」

「誰がいつ、アンタなんかの親戚になったのよ！」

「違うって言ってるよ？　やっぱりデート……」

「いや、親戚の親戚のそのまた親戚の友達の子供の友達っていうか」

「もうそれ、他人なんじゃ？」

「そうそう、赤の他人みたいなもんでさ……人形みたいだろこいつ」

「はぁ？　誰が人形よ！　いいから行くわよ、このバカ！」

「行くって言ってるよ？　やっぱりデートなの？」

「あ、ああ、今日きようは骨こつ董とう品ひんの人形を探しに行くんだよ。人形は人形に引かれるからな」

（なんだ今のは……我ながら苦しすぎるぞ！）

　と思いながらもそんな言葉しか出てこない。

「縁君……疲れてるのね」

「そ、そうなんだ。最近、なんかおかしくてさハハハ」

　周りがざわざわとする中、先に歩いていたアリサがイライラと声を上げた。

「もう、何喋しやべってんのよ！　無理やり引っ張ってでも連れてくわよ!?」

「ま、待てよ！　行くって言ってんだろ」

　慌ててアリサの後を追いかけながら、良からぬ噂うわさが立つことを覚悟する。

　思い返されるのは彩あや夏かの『あまり目立つことはしないように』という言葉なのだが、縁は人だかりができている校門を振り返って、心の中で叫んだ。

（目立ちすぎだろ、これ！　……ってあれ？　何か消えた奴やつを忘れているような気もしないでもないけど……まぁ、いいか）
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　しばらく歩いた先で縁えにしは、アリサにおそるおそる声を掛けた。

「なあ、もし明日あしたも迎えにくるのなら……もうちょっと目立たないところで待っていてくれると助かるんだけど……」

「はぁ？　なんで私がアンタに気を遣つかわないといけないのよ」

　振り返って言うアリサに、縁はさっきの騒そう動どうを思い返して言う。

「いやだって、ほら、彩あや夏かさんが、あまり目立つことはしないようにって言ってただろ。さっきのはバリバリに目立ってたぜ」

　彩夏の言葉が出たことで、アリサは腕を組んで渋い顔をする。

　それからしばらくして、アリサは嘆息しながら言った。

「そう？　……まあ、考えとくわ」

　そうしてまた歩き出そうとするアリサに、縁は真剣な顔で声を掛けた。

「なあ……それと一つ訊きいていいか？」

「なによ？」

　縁は今日きよう一日気になっていたことを口にした。

「なんかさ……ご飯を食べても食べても腹一杯にならねぇんだけど、これも『グラトニー』に関係してんのか？」

　昨日きのうの夕ご飯と、今日の朝食。そしてダメ押しで学校の昼食で、縁はいくら食べてもお腹なかがいっぱいにならないことを確かく信しんした。

　尋ねる縁に、アリサは真ま面じ目めな表情をしてくる。

「……彩夏から聞かなかったの？」

「あ、ああ……」

　記き憶おくを思い返しながら、そんなこと言ってなかったよな……と頷うなずく縁に、アリサは少し暗い顔をして告げた。

「呪のろいを受け継いで不ふ死し王おうになった人はね、ソウルを喰くらうことでしか食欲を満たせなくなるの」

「な、マジかよ……!?」

　目を丸くする縁。

「このままずっとソウルを食べないでいると、どうなるんだ？」

　少しの間沈ちん黙もくしたアリサは、静かに口を開いた。

「人間と同じで食事してないから……どんどん衰弱して──最後は、魂が肉体ごと消滅するわ」

「はぁ!?　そんなの全然、無敵じゃねぇじゃん!?」

「不老不死と無敵を勘違いしてない？　本当にバカね」

　溜ため息いきを吐つきながら言うアリサは、思い返すように言う。

「そもそも呪のろいなのよ？　そんな便利な訳ないじゃない……」

「そうだったのか……」

　縁えにしは自分の身体からだを見下ろして訊きいた。

「今の俺おれはどれぐらい保もつんだ……？」

「……まぁ、力の使用量で変わるけど、アンタはベリルを食べたから当分は大丈夫なんじゃないかな」

「当分って？」

「わかんないわよ！」

　かなり曖あい昧まいだなと縁は思う。だが、のんびりしている場合じゃない。自分の命もそうだが、危険な奴やつがこの街にいると思うと、早く倒さなければと不安になる。

「早く、アレードを見つけて倒さないとな」

「ええ……まあそのためには、ちゃんと力を使えないとダメだけどね！」

「ああ、そうだな。確たしかにあの力を使いこなせるようにならないとな……」

　頭を搔かく縁に、アリサは「じゃ、早く訓練に行くわよ」と歩き始める。

（約束したんだ、この力で救うって……）

　胸を押さえて改めて思う縁は、これから始まる訓練に想おもいを馳はせる。

「何してるの？」

「あ、ああ……待ってくれ！」

　振り返ってくるアリサに、縁は気を引ひき締しめなおして、その後を追いかけた。
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「本当にいいの？」

「お、おう！　どんとこい……！」

　アリサに連れてこられたのは、街から少し離はなれた、古びた体たい育いく館かんのようなところだった。

　ここは彩あや夏かたちウロボロスメンバーが使っている拠点らしく、中に入ると、昨日きのうのウロボロスのメンツが揃そろっていた。

「本当の本当に全力でいいの？」

　今から、ある訓練……というか、ある確かく認にんを行うのだが、縁に向き合うアリサは何度も訊いてきた。

「いいって言ってんだろ！　早くこいって！」

「後悔しないでよ」

　叫んで構える縁えにしに、アリサは手に持った十字架を額ひたいにあてがう。

　すると十字架が昏くらく輝かがやき、鋭するどいレイピアに姿を変えた。以前のレイピアはベリルとの戦いで壊こわれてしまったかに思えたが、新品同様の武器を何度でも作り出せるらしい。

「遠えん慮りよしないから……」

　ギラリと光ったレイピアの切っ先を縁に向けるアリサは、その身を低く構える。

「いくわよ──」

「お、おう！」

　そう縁が返事した瞬しゆん間かん、アリサは地を蹴けり上げ、猛烈な勢いで向かってきた。

　高速で迫る刃やいばに縁は身が竦すくむものの、逃げることなくその時を待った。

　そして──。

「ぐふッ──」

　軽い衝しよう撃げきと、グサリという鈍にぶい音と共に、鋭い痛みが脳天に響ひびく。

　突進するように迫ってきたアリサのレイピアが、縁の腹部に深く突き刺さっていた。

　アリサが、腹から剣を引き抜くのと同時に、血が噴ふき出し、縁は苦く悶もんの表情を浮かべてうずくまる。

「うぐ……」

「アンタ、早く治しなさいよ！　いくら治るからって、痛みは続くのよ？」

　アリサが心配そうに声を掛けてくる。

「ねぇ」

　アリサの言葉通り、これは不死身の治ち癒ゆ力りよくがどういうものなのかを確たしかめるものだった。

「治すって……どう……やるんだ……」

　刺される前にしっかりと覚悟していた縁だったが、実際に刺されるのはかなりショッキングで、方法が頭から飛んでしまう。

　痛みに混乱する縁に、近くで見ていた彩あや夏かが声を掛けてきた。

「そのままでも自然に治るけれど、『グラトニー』の力を引き出しながら元の身体からだをイメージすれば、早く治るはずよ」

「元の……身体のイメージ…………ぐ、ぐぉ……」

　力を引き出すために全身に力を入れれば、さらに傷が痛んで呻うめいてしまう。

　それでも力を込めながら、元の身体の状態をイメージしていると、段々と痛みが引いていく気がする。ふと、腹部を見れば、今まさに傷が塞ふさがっていくところだった。

「ハァハァハァハァ……」

　そうしてしばらくすると、微かすかに血の痕あとは残ったものの、ほとんど傷は治った。

「どう？　力の感覚は？」

　歩み寄ってくる彩あや夏かに、縁えにしは地面に倒れたまま、脱力するように言う。

「腹を刺されるってこういう痛みなんだな……最悪だよ……」

「不死身と言っても痛みはあるからね──」

　同情するように言ってくる彩夏の言葉を塗りつぶすように、遠くから大きなヤジが飛んできた。

「──てめぇはいちいち甘あめえんだよ！　あとで俺おれがやってやるから覚悟しとけ」

　それは遠くから観かん戦せんしていた時雨しぐれのものだった。

（あの野郎……いちいちうるせー！）

　振り向けば、その時雨の近くでは、朱しゆ璃りが相も変わらずリンゴで手遊びをしており、隅っこの方では阿あ羅ら多たが静かに佇たたずんでいた。

「立てる？」

「ああ、大丈夫……」

　そう尋ねる彩夏に、縁は頷うなずいてゆっくりと立ち上がる。

　軽く深呼吸する縁に彩夏は、グラトニーの力の説明をした。

「それじゃ説明に戻るけど、グラトニーの力の特徴は、その不死身の治ち癒ゆ力りよくと、そしてもう一つあるの」

「もう一つ……？」

　息を吞のんで訊きき返す縁に、彩夏は頷いてから告げる。

「もう一つの力……それは──暴ぼう食しよくの大罪」

「暴食の大罪……」

「私たちは『グラトニー』の眷けん属ぞくとして誓いを立てる代わりに、その恩恵で媒介を使うことによって一つ武器を作ることができるの。でも……王である貴方あなたはどんなものでも取り込めて、『グラトニー』の力と合わせた自分だけの好きな武器に再構成することができる。そのことを歴代の不死王は『暴食の大罪』と呼んでいたわ」

「取り込んで……再構成……？」

　取り込む？　再構成？　そのイメージができずに首を傾かしげる縁を見てアリサが言う。

「こんなバカに言ってもすぐにわかんないわよ」

「うるせー、実践派なんだよ俺は」

「アンタ覚えてないの？　ベリルと戦った時に、剣を作り出してたじゃない？」

　記き憶おくを思い返す縁は、そういえば……とアリサの折れた剣が手に取り込まれて剣が出てきたことを思い出した。

「あ、ああ……あれか……」

「その時の感覚を覚えてる？」

　そう尋ねる彩あや夏かに、縁えにしは腕を組んで正直に言った。

「あの時は必死だったからな……細かいことまで覚えてないな……」

「じゃあ、これを使ってやってみましょうか」

　彩夏は、簡かん素そな鉄の棒を持ってくると、縁に手渡した。

「えっと……これをどうしたらいいんだ？」

　戸惑う縁に、彩夏は手をグーパーさせて言う。

「まずは『グラトニー』の力を発動させて、その棒を手で食べるように、手のひらに取り込むのよ」

「手で食べる……？」

　鉄の棒と自分の手のひらを見つめる縁に、アリサが横から説明を付け加える。

「父とうさんも、兄にいさんも手で食べるって表現してたのよ……」

　彩夏が少し表情を暗くさせた気がしたが、今の縁は暴ぼう食しよくの大罪で頭がいっぱいだった。

（食べる……か……）

「とりあえず、やってみる……！」

　ベリルと戦った時の感覚をできるだけ思い出しながら縁は、全身に力を込め、己おのれの中にある『グラトニー』の力を起動させる。

　全身を光が纏まとい、しばらくしてから、ようやくマント、フード、右肩に仮面という姿に変わることができた縁は、早速、鉄の棒を手のひらで食べようとしたのだが──。

「う……」

　鉄の棒を食べる以前に『グラトニー』の姿が霧む散さんしてしまった。

「まだまだ！」







　それから何度も挑戦したが、変身姿はすぐに霧散してしまい、あるいは、辛かろうじて変身し続けられたとしても、鉄の棒を取り入れるなんてできる気け配はいがなかった。

「クソ、ダメだ……なんでだよ」

　身体からだがふらふらとして、倒れるように地面に手を突く縁。

　その縁に、彩夏が優やさしく声を掛けてきた。

「コツさえ覚えればきっと使えるようになるわ……。まずは『グラトニー』の姿でずっといられるように、力を継続して使えるようにならないといけないわね」

「ああ……」

　できないことがなんだか悔しく、うな垂れるように縁は頷うなずく。

「最初はみんなそんなものだから……」

　と、縁を励ますように言う彩夏は、ウロボロスのメンバーを見渡して声を上げた。

「私は本部への連絡と、ソウルの探索をしてくるわ。あとはよろしくね、みんな」

「姉貴、まかせとけ！　こいつをどこまでもしごいてやるぜ」

　それに意気揚々と声を上げたのは、時雨しぐれだった。

（くっそー、調ちよう子しにのりやがって）

　彩あや夏かが去るのを見送った後、時雨はニヤニヤと笑えみを浮かべて縁えにしを振り返った。

「よし、今からてめぇに基き礎その基礎を教えてやる！　覚悟しろよ！」

「基礎ってどんなことすんだ……？」

「それは今からお前の身体からだに教えてやるよ！」

　縁は、悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべる時雨を不安げに見つめる。

　それから、手にリンゴを持っている朱しゆ璃りに、隅っこに佇たたずんでいる阿あ羅ら多た。そしてアリサを見て、縁は『グラトニー』の基礎とはどんなことをするのだろうと、不安とほんの少しばかりの興こう奮ふんを抱くのだが、実際に特訓が始まり三時間ほど経たった頃には、その興奮どころか不安すらもう萎なえて枯れていた。

　基礎訓練は、時雨、朱璃、阿羅多、アリサの四人で十五分ごとにローテーションして行なう。その内容というのは──。

「お、次は俺おれの番だな！」

　時と計けいを見た時雨が十五分経過したのを確かく認にんすると立ち上がって、アリサに声を掛ける。

「交代だアリサ！　さあ、今から馬車馬のようにひたすら全力で走り続けさせてやるぜ！」

　時雨の訓練は、時雨の攻こう撃げきをかわしつつ、ただひたすら走ることだった。

「またアレかよ……」

　縁は溜ため息いきを一つ吐ついて、時雨に言われた通り、全力で休きゆう憩けいなしでひたすら走り続ける。

「オラ！　死ねや！」

「うが……」

「てめぇは弱よえぇんだよ！」

「……うご」

　そんな地じ獄ごくのような十五分が経った時、今度は朱璃が声を上げた。

「あ、今度はあたしの番だね！」

　朱璃は立ち上がると、縁を手招きする。

「ハァハァハァハァ……ちょっと待ってくれ」

　走り続けて汗だらだらな状態で駆け寄る縁に、朱璃はナイフを渡して、近くにある大きなカゴを指差した。

「さ、このリンゴの皮を剝むき続けて！　できるだけ長く綺き麗れいに剝くんだよ？　集中力の訓練訓練！」

　大きなカゴには赤いリンゴが山のようにあり、縁は指示通りそのナイフで皮を剝き始める。

「く……くそ、難むずかしいな……」

　走ったあとなのでなかなか集中できず、綺き麗れいに切れない。

　皮をぶつ切りにしたり、綺麗に剝むけず実をガタガタにしたり悪あく戦せん苦く闘とうしていると、いつの間にか十五分経たったらしく、長身の大男──阿あ羅ら多たに縁えにしは抱え上げられた。

「……俺おれの番だ」

　そのまま連行される先で、縁は重りを取り付けられていく。

「……この重りを着けて腹筋背筋スクワットに腕立て伏せだ。インターバルは許さん」

「一、二……──百……」

　苦く悶もんの表情を浮かべながら、ひたすら筋トレをしていると、十五分経過したらしく、アリサが声を掛けてきた。

「さ、次は私の番ね」

　重りから解放された縁は、アリサからシンプルな剣を渡される。

　そして、レイピアを鋭するどく構えたアリサに言われる。

「さあ、どこからでも掛かって来なさい！」

「く、身体からだが動かねぇ……」

「文句言わない！」

　アリサとは剣術の稽けい古こを行なうのだが、無理な筋トレの反動で身体がもうガタガタだった。

　そうしてさらに十五分が経ち、時雨しぐれが意気揚々と声を掛けてきた。

「おら、俺の番だ！　走れ！　ひたすら走れ！」

　剣を置く縁は時雨の指示通り走り始める。

「……はぁはぁ───」

「遅いぞ！　何やってんだ!?　肉体の限界まで走り続けろ!!」

　怒ど鳴なり散らしてくる時雨に、縁は我慢の限界と、先程からずっと感じていることを大声で言った。

「──つーか！　この特訓、本当に『グラトニー』の力に役立つのか!?」

　アリサの実践剣術の稽古はわかるとして、他ほか三人の特訓内容と『グラトニー』が使えるようになることには、直接つながりがあるようには思えなかった。

「単なる体力アップって関係あんのか？　『グラトニー』は魂の力なんだろ？」

　その縁に時雨は吐き捨てるように言う。

「てめぇはその、基き礎その基礎すらできてねぇんだよ！　心の力だけじゃ強くなれねぇんだよ、このアホが。まだまだ痛めつけてやるから覚悟しとけ」

「……絶対あとで覚えてろよ」

「死ぬ気でやれよ、落ちこぼれの縁くんよぉ？」

「くっそー……」

　悪態を吐つく縁えにしだが、しかし……確たしかに自分に肉体や技術の基き礎そがないことは感じていた。

　何より『グラトニー』の力も上う手まく使えない以上、文句は言えない。時雨しぐれに至っては、何か私し怨えんが入っているんじゃないかと思いながらも、縁は大きな溜ため息いきを吐ついて、引き続き四人の基礎訓練を受けていった。







　ようやく訓練が終わり、家の近くまでアリサに見送ってもらった縁が、くたくたになって玄関を開けると、円まどかが迎えてくれた。

「お帰り、お兄にいちゃん！」

「た、ただいま……」

　ぐったりしながら言うと円が心配そうに訊きいてきた。

「勉強どうだった？　ずいぶん疲れてるみたいだけど大丈夫？」

「……最近の勉強ってのは頭だけじゃなく、体力もいるんだ。テスト勉強ってのは一に体力、二に体力……これが基礎の基礎だからな」

「でも……なんだかボロボロだねお兄ちゃん。なんの勉強なの？」

「あれだ……ひたすら走って筋トレして剣の腕を磨いてはリンゴを剝むく、家庭科の勉強だよ」

「はわぁ、最近の家庭科ってすごいんだね……」

　冗じよう談だんで言ったつもりだったのだが、円は真に受けている。

　本当のことは言えないし、円のその理解で困ることはないので縁はそのまま訂正はせず、代わりに苦笑して尋ねた。

「円のほうは今日きよう何してたんだ？　体たい調ちようで何か変わったことはなかったか？」

「身体からだの調子は、すごくいいよ！」

「そうかそうか……」

　うんうんと頷うなずく縁だったが、そこで疲れが一気に強く押し寄せてきた。

「俺おれ……ちょっと寝てくるわ」

　二階の自室に戻るために階段へ向かうと、円が心配そうに声を掛けてくる。

「大丈夫、お兄ちゃん？」

「ああ、余裕……だ！」

「じゃあ、夕ご飯ができたら呼ぶからちゃんと起きてね」

（こんな身体になった俺って、ご飯を食べる意味あるのか……？）

　縁は改めて意い識しきするが、こんなに疲れてはいるが腹は空すいていなかった。ただ、昨日きのうよりも心が疲れたような気がした。

「どうしたのお兄ちゃん……？」

「あ、え？　いや、なんでもない！　ご飯ができたら呼んでくれ──」

　慌てて部へ屋やに戻りながら、縁えにしは自分の身体からだに起きた変化に、少し虚むなしさを感じていた。
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　──数日後。

　護ご衛えいの意味も兼ねているらしく、アリサの迎えは毎日あったが、二日目以降は校門ではなく、目立たない校門裏の駐ちゆう輪りん場じようで待っていてくれるようになった。それからは、学校のみんなからの視し線せん攻こう撃げきは受けなくなっている。あの翌日は、いろいろと問い詰められて大変だったが……その次の日から、ぱたりと誰だれも追及してこなくなった。

　不ふ思し議ぎに思ってアリサに尋ねると、ウロボロスに伝わる呪じゆ術じゆつで偽の記き憶おくを植え付けたらしい。有あり難がたかったが、同時に縁は複雑な気分になった。

（背に腹は変えられない……か）

　訓練のほうは、グラトニーの姿を少しずつ長く維持できるようになってきているが、彩あや夏かに教えてもらう暴ぼう食しよくの大罪はまだまだ上う手まく使えず、縁は焦っていた。彩夏は本部への連絡、ソウルの探索などであちこちと動き回っており、修業に付き合ってくれる時間は少なかったが、それでも短時間ではあるものの、毎日一いつ生しよう懸けん命めいに付き合ってくれていた。

　そんな彩夏の努力にもかかわらず、力をなかなか上手く使えるようになれない縁は、自分のことを情けなく感じていた。

　──と同時に、縁はある人物に対して不満が募っていた。

「時雨しぐれの野郎……いろいろ好き勝手言いやがって……！　本当に彩夏さんの弟なのか？」

「正真正銘、姉弟よ」

「彩夏さんは、あんなに美人で優やさしいのにな。なんで弟は、あんなにガサツで嫌いやな奴やつなんだか」

　訓練場へ向かう道中、縁はついアリサに愚ぐ痴ちってしまう。

　時雨は依然として縁を走らせるだけだった。特に彩夏が訓練に付き合っていない時は、なぜか不ふ機き嫌げんマックスで縁を怒ど鳴なり散らして走らせていた。

「もしかしたら、時雨は……彩夏のことであんな態度を取ってるのかもね」

「彩夏さんのこと……？　どういうことだよ？」

　尋ねる縁に、アリサは少し躊躇ためらいながら告げる。

「彩夏は……セシル兄にいさんの恋人だったの」

「恋人……!?」

　初耳の情報に驚おどろく縁に、アリサは過去を思い出すように言う。

「昔からすごく仲が良かったから。でも……兄さんは『グラトニー』を継いでから、彩夏からできるだけ離はなれようとしてた」

「なんでそんなことするんだ？」

「……『グラトニー』の呪のろいは、人を不幸にするって言われてたから。それに危険に巻き込むことにもなるしね……」

　縁えにしは今ならほんの少しだけ、セシルの気持ちがわかるような気がした。

「それでも彩あや夏かは離はなれなかった。ウロボロスに入って、その中でも指揮系統を任せられるぐらい努力して強くなって、兄にいさんの力になろうとしてたの。でも、あんなことがあって……」

　暗い表情を浮かべるアリサ。

（アリサ……）

　縁の脳裏に、病院で眠り続けるブロンドの青年の姿が浮かんだ。

「たぶん彩夏は、アンタに当たることもしないし、助けられなかった自分に対して、今でも苦しんでいるんだと思う……」

　それを聞いて、縁の中で思い返されるのは、最初に会った時の彩夏だった。

　縁に事情を優やさしく説明してくれた彩夏がそんな想おもいを抱えていたのだと考えると、申し訳なさと共に胸が痛んだ。

「彩夏は忙しいのに、あれからずっと兄さんを見守ってる。アンタとの訓練が終わったあと、いつも病院に行ってるわ……そして、祈ってる……『意い識しきが戻るように』って……」

「そうだったのか……」

「私たちに心配させないようにしてるの、彩夏は……。そんな彩夏の苦しみがわかるからこそ、時雨しぐれは『グラトニー』を受け継いだアンタのことが許せないんだと思う」

「彩夏さんに代わって俺おれに想おもいをぶつけてるってことか……」

　その時、縁の心に、ふとあることが思い浮かんだ。

（彩夏さんは俺を恨うらんでいるのだろうか……）

　しかしそれを問うのは怖い気がして、縁は代わりにアリサに尋ねてみた。

「アリサは……俺のこと、どう思ってんだ？」

「え？　急に何よ！」

「俺のこと恨んでるよな……」

「……まぁ、そう思わなかったって言ったら噓うそになるけど……あの時は、ああするしかなかったってわかってる」

「すまない……俺に力があったら……」

「違うの！　アンタがいなかったら、どうなっていたかわからないから……」

「でも……」

「うるさい！　たぶんだけど、兄さんは力をアンタに継承するって決めたんだと思う！　だから、今アンタはその力を持ってる。それに私を救ってくれたのもアンタだし……だから……」

　後ろを向くアリサは小さな声で言った。

「助けてくれてありがとう」

　そう言ってアリサは走り出してしまった。

（アレードを倒して、いつかこの力をセシルに返さなくちゃな）

　拠点へ向かって走っていくアリサを追いかける縁えにしは、アリサの話を思い返す。

（俺おれだって同じ状況になったら……）

　その態度はどうであれ、姉のために怒っているのだと思うと、少しだけ時雨しぐれのことを許せるような気がしないでもない縁であった。
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　その週末、アリサが早朝から家に迎えにきた。

　玄関の外でイライラと待っているアリサに、慌てて縁が身み支じ度たくして出掛けようと扉を開けた時だった。

「勉強に行ってくる……！」

「休日まで勉強なんて大変だね、頑張ってね──って、あれ、その人は誰だれ？」

　円まどかが玄関から外に出て縁を見送ったことによって、アリサの姿を目もく撃げきしてしまった。

「い、いや、コイツは……」

「もしかして……」

　なんとか誤ご魔ま化かそうと慌てる縁に、円がハッとした顔をして口を開く。

「二人ふたりがかりで教えてるの？」

「あ……ああ、そ、そう！　そうなんだよ。軽かる石いしはバカだからな」

　ぎこちなく頷うなずく縁に、円がお願ねがいするように言ってきた。

「ねぇ、お兄にいちゃん、その人と二人で話したいことがあるんだけど、ちょっといいかな」

「え……いや……」

　やんわりと断ろうとしたが、背後からアリサが声を掛けてきた。

「私は構わないけど」

「いや、お前……！」

　何言ってんだよ、という視し線せんを向けるが、円が再びお願いしてくる。

「お兄ちゃん、お願い」

「……わかったよ」

　円がこんなにお願いしてくることはとても珍しく、頭を搔かく縁は渋々頷いてアリサにこっちへ来るように手招きした。

「変なこと言うなよ……」

「はぁ？　アンタじゃないんだから言うわけないじゃない」

　念を押す縁に、アリサはしかめっつらで言ってくる。

　それから円まどかとアリサが二人ふたりで話をし始めるが、縁えにしは終始不安で堪たまらなかった。

　しばらくしてようやく話を終えたようで、こちらへ戻ってくるアリサに、縁は飛び付くように尋ねた。

「何、話してたんだ？」

「アンタ、妹さんに好かれてるのね……」

「は？　本当に何、話してたんだよ、教えてくれよ！」

　それから何度もしつこく訊きいてくる縁に、アリサは小さく吐息を漏もらすと、こう言った。

「……身体からだの弱い自分のために部活にも入らずにいつも早く帰ってくれてたって……」

「…………」

「他人のために頑張ってきたお兄にいちゃんだから、もし自分のために頑張りたいことが見つかったなら、応援してあげてください、だって。アンタのこと、お願ねがいされちゃったわよ。すごくいい子なのね、……私と一いつ緒しよで」

「確たしかに、円は自慢の妹だけど……お前は違うと思うけどな……」

「うるさい」

　というセリフと同時に腹を殴ってくるアリサ。

「……うぐ」

　鈍どん痛つうで腹をさすりながらも、妹の気き遣づかいに対して不覚にも涙るい腺せんが緩ゆるんでしまう。

　すると、アリサが、気になることがあるといった様よう子すで尋ねてきた。

「あのさ、ところであのペンダント、どこで手に入れたの？」

「ペンダント？　ああ、あれは問屋街で買ったんだ。それがどうかしたか？」

「いや……なんでもない……」

　ふと家を振り返れば、妹が窓から手を振っていた。

　大きく手を振り返す縁だが、なんだか円のその姿がとても儚はかなく見え、無性に胸がざわついた。
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　縁はいつもの拠点でひたすら基き礎そ訓練のローテーションを続けた。そして、窓から見える太陽が沈みかけた時だった。

「────!?」

　突然、何かが地の底から突き上げてくるような低い音が辺りに響く。

「なんだ……？」

　首を傾かしげる縁は、ウロボロスメンバーの顔に緊きん張ちようが走っているのを見て、さらに首を傾げる。

　その瞬しゆん間かん──音がまた響いたかと思えば、その音は連続して鳴り始めた。

　それは少しずつ音量を増して、恐怖感を与えてくる。

「なんなんだ、この音は……!?」

「ここには結界が張られてるの。それを何者かがこじ開けようとしてるのよ」

「その何者かって……」

　アリサが十字架を取り出してレイピアに変化させる。

「決まってるわ……ソウルよ！」

　途と端たん──何かが割れるような音が響ひびいたかと思えば、何かが猛烈な勢いで迫ってくる気け配はいがする。

　扉を壊こわすように現れたのは見たことのある姿だった。

「──あいつは!?」

　半透明の粘土。歪ゆがんだ顔をさらに醜みにくく歪ませたそいつの身体からだのあちこちからは、黒い霧きりが吹き出ていた。

　縁えにし自身、ソウルと相あい対たいしたのは博はく物ぶつ館かんでの一度しかなく、他ほかのソウルは見たことがない。ソウルの姿形は全部一いつ緒しよなのかわからないが、今、目の前に現れたソウルから感じるのは、博物館で戦った時とほとんど同じものだった。

「久しぶりだな……人間」

　そうソウルが歪いびつな顔を向けてくる。

「お前は……あの時の……！」

　そのソウルの言葉で、以前に博物館で戦ったソウルだと確かく信しんする。だが、同時に縁の脳裏に疑問が浮かぶ。

（でも、こいつはあの時、倒したはず……なんでここにいるんだ……？）

　わからないが、それでも今、目の前にいるのは確たしかにあいつであり、縁は慌ててグラトニーの力で自身の姿を変化させる。

「次こそは完全に倒してやる……！」

　縁が変身を終えたと同時に、アリサがレイピアを、時雨しぐれがナイフから変化させた刀を構えて、叫んだ。

「堂々と乗り込んでくるとはいい度胸ね」

「ぶっ殺す！」

　そして、朱しゆ璃りと阿あ羅ら多たも武器を構える。

「やっちゃうよー」

「ここで倒す……」

　さすが場ば馴なれしているというか、ウロボロスメンバーは縁よりも早く動揺から回復し、各おの々おのが展開させた武器を構えてソウルへ向かっていった。

「へへっ……！　まとめてやってやらぁ！」

　そう叫ぶソウルは、周囲を取り囲むように突とつ撃げきしていくウロボロスメンバーに向けて粘土のような身体からだから鋭するどい触手を展開させる。

　そのまま激はげしい戦いになるかと予想されたが──しかし、戦せん闘とうになることはなかった。

　触手を展開させたソウルが糸の切れた人形のようにばたりと床に倒れたのだ。

「なんだこいつ、倒れたぞ？」

「まだ油断しないで！」

　突然のことにウロボロスメンバーは顔を見合わせた。

　確たしかにソウルから感じる気け配はいが急きゆう激げきに弱くなっていた。そんな敵を前に縁えにしも戸惑っていた。

「おい、てめぇ、なんとか言いやが──」

　そんな中で、時雨しぐれがソウルに近づいた時だった。

「時雨、ダメ！　離はなれて！」

　そんなアリサの叫びと共に、ソウルの身体からだが爆ばく発はつするかのように激しく発光し始める。

「うおっ!?」

　時雨が慌てて後ろへ飛んだ瞬しゆん間かん──ソウルの身体から発せられる光は真上に伸びた。

「なに……？」

　アリサが怪け訝げんそうな表情を浮かべ、時雨たちも緊きん張ちようした様よう子すでその光を見つめている。

　その光の中に何かが見える。映像に映し出されるように、それはノイズ交じりに空間に投影された。

「なっ……」

　驚おどろきの声が、縁の口から漏れる。倒れ伏すソウルの上に映し出された姿が、あまりにも縁の見み慣なれたものだったので、息を詰めてしまう。『グラトニー』の変身もいつの間にか霧む散さんしていた。

　光に映し出されたのは──

「円まどか……なんで!?」

　黒髪セミロングの少女。縁の妹である伏ふし神がみ円の姿だった。

　縁の声に、光に映し出された少女は振り向くと、首を傾かしげて言った。

「円？　ああ……コイツの名前でしたね。人間の名前はすぐに忘れてしまうのでいけませんね」

　姿は縁の妹のままだが、今まで聞いたことのない声と口く調ちように縁はよろよろと近づきながら尋ねた。

「ま、円……？　何やってんだよ……？」

「縁、そいつはソウルだ」

　円はニヤッと笑うと、周囲を囲むウロボロスのメンバーを見回して、そして足元のソウルを冷たく見下ろしてから告げてきた。

「私はアレード。ここに転がっているベリルの兄です」

「アレード──お前が!?」

　目を剝むきながら呟く縁。ウロボロスのメンバーもハッと息を吞のむ中、円の姿をしたアレードは胸元からペンダントを取り出した。そのペンダントの猫ねこ目め石いしを持ち上げた少女は、縁えにしが今まで見たことのないような邪悪な笑えみを浮かべて言う。

「あなたがこの妹に贈おくったペンダント……それはそれは、大事にしているようでしたよ。おかげでこの娘の心に入り込みやすくて助かりましたけどね」

「てめぇ、円まどかの身体からだから出ていけ」

「出る？　こんなに心ここ地ちいいのに、出るわけないでしょう？」

「一体、どこから入りやがったんだ」

「わかりませんか、この宝石ですよ。これは、ただの猫目石ではありませんよ？　アレクサンドライトキャッツアイといって、この世で最も高貴な石であり、私の核だったんです」

「────!?」

　縁は一いつ瞬しゆん、相手が何を言っているのか理解できなかった。

（俺おれが……問屋街で買ったペンダントに、こいつが宿っていただと……!?）

　遅れて衝しよう撃げきが頭を叩たたく縁に、アレードは円の口で語ってきた。

「以前に『グラトニー』の力を奪おうと襲しゆう撃げきした際、失敗した私の力はほとんど失われてしまいました。ですが……私は魂を分裂させ増やすことができるんです。あの力を失ってからも、ゆっくりと時間を掛けて、増やして増やして、そうして力を取り戻させていただきましたよ」

「その力を取り戻すために、何人の魂を犠ぎ牲せいにしたんだ」

「さあ……何人でしょう？　そんな瑣さ末まつなこと、覚えていませんよ」

「てめぇ」

　アリサたちを見て、アレードは嬉うれしそうに話を続ける。

「まぁ、話を聞いてください。こんなに嬉しいことはないんですから……。そんな時です、この街にきた『グラトニー』が私を追っているというじゃないですか。これは僥ぎよう倖こうだと思いましたね、私がさらなる力を得るためのチャンスだと」

「だから、初めて会った時、縁からソウルの臭においを感じたのね……あの時、気付いていたら」

「それは無理ですから安心してください。私の擬ぎ態たいは完かん璧ぺきですよ？　七なな大たい呪じゆクラスならともかく、あなた程度の力では気付けなくて当然です」

「くっ……」

　悔しそうなアリサを前に、饒じよう舌ぜつになったアレードはさらに話を続ける。

「この機き会かいを絶対に逃さないためにも、弟を暴あばれさせて囮おとりにした訳ですが、まんまと『グラトニー』は嵌はまってくれましたね」

「黙だまれ！」

「アハハハハハ」

　アレードは、時雨しぐれの言葉を無視して高笑いする。

「黙れって言ってんのがわかんねーのか」

「動かないでください？　月並みな言葉で申し訳ないのですが、少しでも動いたら、この娘、死にますよ？　弟のコピーと違って、私は本人に溶け込みますから。発言には気を付けてくださいね」

　そして、縁えにしを見て小こ馬ば鹿かにするような笑えみを浮かべた。

「これは運命、です。まさか、私の宿ったペンダントをこの娘に買い与えた人間が、『グラトニー』を受け継ぐことになるとはね」

「…………」

　衝しよう撃げきの事実を前に言葉を失う縁に、アレードは円まどかの顔で過去を振り返り、満面の笑みを浮かべる。

「あなた。毎日、妹の病気が良くなるようにと愚かなことを願ねがっていましたね？　もう、最高でしたよ。その願いは叶かなえられることなく、逆に私の願い──不老不死に近づけてくれたわけですからね」

「縁、こいつの言うことをまともに聞いちゃダメ！」

「もう遅いですよ、ウロボロスのお嬢じようさん。その人間は、絶望に心を囚とらわれていますからね。でも、一つだけ感かん謝しやしてほしいですね？　あまりにも嬉うれしかったものだから、特別にあなたの願いを叶えて少女を元気にしてあげてたんですよ。一時のサービスってやつです」

　いやらしく笑っていたアレードは、急に冷たい表情を見せた。

「まあ、その分、娘の寿命はどんどん減っていますけどね」

「──!?　俺おれが……俺が妹の寿命を奪う原因を作っていたってことなのか!?」

「縁！　違う！　アンタは悪くない！　悪いのは全部アイツよ！　だから自分を責めないで……」

「はぁ……はぁ……」

　縁は衝撃のあまり目がチカチカと明滅して息ができなくなる。

　脳裏に浮かぶのは、ペンダントを付けてから身体からだの調ちよう子しが良くなった円の姿。

　縁はその円の姿に大いに喜んだが、しかし、それはソウルによるものだった。しかもソウルは言ったのだ。

　──まあ、その分、娘の寿命はどんどん減っていますけどね。

　その言葉の示す意味は嫌いやでもわかった。

「もう聞こえていませんよ。だって、救おうと思っていた人間の命を削る原因を与えたのが、まさか自分だなんて思わなかったでしょうからね」

　青ざめる縁に、アレードは円にニヤリとした笑みをさせて告げた。

「もし、この娘を救いたかったら博はく物ぶつ館かんに来てください」

「円を救えるの……か」

　虚うつろに呟つぶやく縁に、アレードは円の手を前に出して言う。

「私にその『グラトニー』の呪のろいを差し出せばね」

「……呪い」

　縁えにしは自分の胸を押さえる。

　その縁と円まどかの間に、ブロンドの少女が立ちはだかった。

「アンタ、しっかりしなさい！」

　縁へ振り向いて言ってくるアリサ。

　それに続いてウロボロスのメンバーが縁と円の間に入ってきた。

「そう簡かん単たんに渡すと思ってんのか!?　俺おれらもいるんだぜ」

　啖たん呵かを切る時雨しぐれに、アレードは円に余裕の笑えみを浮かべさせて言う。

「おっと、言っておきますが、人ひと質じちはこの娘だけじゃありませんよ？　街中に私の魂を入れた遺い物ぶつをバラまかせていただきました。今夜までに私が『グラトニー』を手に入れられなければ、その全すべてで街中の人を殺しますから」

「汚ぇぞ！」

「どうとでも言ってください。ただし、救えるチャンスは一度だけ。よく考えて行動してくださいね」

　そのアレードの言葉に衝しよう撃げきを受けたのは縁だけではなかった。

　ウロボロスのメンバーは全員、面喰くらった顔をしていた。

　その中、光に映し出された円の姿が少しずつ薄うすれていく。

「あ、あに……き……なんでオレの力まで…………」

　光を身体からだから放つ弟のベリルが苦しそうにそう口にするが、兄のアレードは円の顔で冷たく見下ろして吐き捨てた。

「せっかく私の魂の一部を入れて生きながらえさせてやったのに、結界を破るだけの力しかないとは……やはり同じ兄弟の宝石でも、アレキサンドライトとは雲泥の差があったということですね。ガッカリです……出来損ないのクズは、そこで死んでいきなさい」

　アレードがベリルに向かって腕を振るう──

「ぐうああああああああああァアア──あに……あに……き」

　ベリルは突然苦しみの悲鳴を上げる。

「て、てめぇ、そいつは曲がりなりにも弟だろうが！」

　時雨が顔をしかめながら声を上げるが、アレードは円の口でつまらなそうに言い放った。

「使えなくなったものに意味はありません。そこにあるのは、ただのゴミです」

「てめぇ！」

　憤いきどおる時雨を無視して、アレードは縁を見ると残忍な笑みを見せた。

「では、私が百一代目になれるように急いでくださいね。百代目の不ふ死し王おうさん──」

「円……」

　アレードは円まどかの姿で言うと、その小さな姿が光の中から消えた。

　それと同時にベリルから何か黒い光が抜けたかと思えば、ベリルの半透明な粘土の身体からだは崩れて消えてしまった。あとに残ったのは、小さく欠けた石だった。

　それは、彩あや夏かに病院で見せてもらったクリソベリル・キャッツアイの欠片かけらだった。

「円を救わなくちゃ……」

　博はく物ぶつ館かんへ走り出そうとする縁えにしだったが、すぐにアリサに腕を摑つかまれる。

「ダメよ！　行っちゃ！」

「円が……円の命がかかってんだぞ!!」

　焦ってアリサの手を振りほどこうとする縁。

「もういやなんだ、俺おれの前で家族が死ぬのは」

「アンタ、しっかりしなさいよ」

　縁の腕を強く引っ張るアリサ。

「その力を渡したら、もっと犠ぎ牲せい者しやが増えるのよ？　絶対ダメ！」

　縁の胸むな倉ぐらを、時雨しぐれが摑んで言う。

「おい、てめぇ、あのソウルに『グラトニー』を差し出すつもりか!?」

「そうしないと円が……たくさんの人たちが殺されるんだぞ！」

　胸倉を摑んでいる腕を握って睨にらみ返す縁に、朱しゆ璃りが真剣な顔で言ってくる。

「えにえに、落ち着いて！　まだ時間はあるから。よく考えよぅ」

「縁、アンタは今、間違った決断をしようとしてる。よく考えて……」

「全員、まずは冷静に……落ち着け。彩夏に……相そう談だんして作戦を立てる……」

　阿あ羅ら多たの落ち着いた言葉によって、縁以外は冷静さを取り戻す。

　時間はあると言ったが、壁かべの時と計けいを見ると、すでに夕方だ。

「……時雨、彩夏に連絡を」

　阿羅多が声を掛けた時には、時雨は頑丈そうな携帯電話を耳に当てていた。

　イライラと足を揺すりながら携帯を耳に当て続ける時雨だったが、しばらくして盛大な舌打ちと共に携帯を下ろした。

「ちっ！　くそ、繫つながらねぇ……！　姉貴はなにやってんだよ……」

「彩夏は本部？」

　問い掛けるアリサに、時雨は時計を見て首を振った。

「いや……今日きようは、本部に行く日じゃない」

「だとしたら、行き先の見当はつかないの？」

「何ヶ所かあるが……今から姉貴を捜していたら時間オーバーだ……」

　時雨は頭をバリバリと搔かくと呻くように言った。

「くっそ、あのソウル野郎、汚ねぇ手使いやがって……」

「じゃあ……時雨しぐれたちは街に撒まかれた遺物をどうにかして」

「アリサはどうすんだ？」

「縁えにしを一人ひとりで放っておけないでしょ……。ここで見張っているわ。遺物を片付けたら、縁を連れて全員で博物館に乗り込みましょう」

「こんな時に、こいつを頼っても意味ねぇんじゃねぇか？」

「違う！　こんな時だから、みんな協力しないと。彩あや夏かがいたらきっとそう言うはず……」

「……ああ……わかった……。でも、アリサの感知力がないとダメだ……。俺おれらだけじゃ全部片付けるのは無理だ」

「……しぐしぐ、それは大丈夫。あたしの種を街中にばら撒まいちゃうから……それなら、きっとわかるはずだよ」

「おう、でも、大丈夫か？　そんなに力を使って……」

「今が力を使う時だよ？　みんなを救わなくちゃ！」

　時雨に向かって朱しゆ璃りが言った。

「そうだな……ここで喋しやべってても仕方ねぇ！　じゃあ、アリサはこいつの暴ぼう走そうを防ぎながら、こいつのボディガードを。俺たち三人は、アレードが街に仕掛けたというモノを急いで見つけて破は壊かいしに行くぞ」

「おっけー！」

「わかった」

　朱璃と阿あ羅ら多たが賛さん成せいして返事をする。だが、そのやりとりを聞いていた縁が口を開いた。

「ま、待ってくれよ。街に撒かれた遺物をどうにかするって……そしたら……博はく物ぶつ館かんにいる円まどかはどうなんだよ！」

　そう言いながら詰め寄る縁に、時雨は冷静に言った。

「てめぇ、順番を間違えるんじゃねぇよ……遺物をぶっ壊こわしたら戻ってきてやる。それから、全員で乗り込んでアレードの野郎を殺す、これが今のところ一番確かく実じつだ」

「そんなに上う手まくできるのか？　もしできなかったら……」

　縁の胸むな倉ぐらを摑つかみ時雨が叫んだ。

「できる、できねえじゃねぇんだよ！　やるしかねぇだろ！　てめぇの妹を助けてぇなら、いつまでもふ抜けてんじゃねぇ！」

　時雨は縁から手を放はなして戦せん闘とうの準備を始める。

　縁はよろめいてその場に座り込んでしまった。

　時雨に続くようにアリサたちも慌ただしく戦闘の準備を始める。すぐに準備を終え外がい套とうを身に纏まとったアリサが、呆ぼう然ぜんとする縁に念を押すように言ってきた。

「縁……時雨たちが帰ってくるまでここにいて、私がアンタを守るから……妹を救いたかったら、作戦にのって」

　そのアリサに、同じく準備を終えた時雨しぐれが言った。

「こいつが勝手にソウルの許もとに行って『グラトニー』を奪われちまったら全すべては終わるぞ。絶対に見張ってろよ？」

「わかった……時雨たちも気を付けて」

「よし、行くぞ！」

「準備おっけー！」

「……完了だ」

　外がい套とうを纏まとった朱しゆ璃りと阿あ羅ら多たを見た時雨は、縁えにしへ振り返って強く言った。

「……おい、俺おれたちを信じろ！　てめぇのことは嫌いだが、てめぇの妹は救ってやる」

「…………」

　縁は返事をすることができなかった。

　鼻を鳴らす時雨は、そのまま朱璃と阿羅多と共に外へ出ていく。

　縁とアリサだけが残るこの場所は、とても静かになった。
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　立ち尽くしたまま、時間が流れる。窓の外はすっかり陽ひが沈み暗くなっていた。

　ウロボロスメンバーは未いまだに帰ってくることがなく、時と計けいを見やる縁の心の中で、どんどんと焦りが強くなっていた。

（俺のせいだ……俺がペンダントなんかを買ったから）

　同時に罪悪感が縁の心を押しつぶさん限りに重くのしかかってくる。

（俺のせいで……円まどかの命は……）

　ソウルに操あやつられた円の姿が目に焼き付いて離はなれない。

　自分の買ったペンダントにソウルが宿っていた。それは妹の身体からだを蝕むしばみ、たくさんの人を傷つけようとしている。

　タイムリミットを告げるかのように、少しずつ進んでいく時計の針。縁の心は、膨ふくらみ続ける後悔と焦しよう燥そう感かんでいっぱいだった。

（待つことだけなんてできねぇよ……！）

　拠点の出口へ行こうとした縁に、アリサが鋭するどく声を掛けてきた。

「ここにいて！」

「博はく物ぶつ館かんに行く……あのソウルをぶっ倒してくる」

「アンタ……冷静になりなさいよ！」

「冷静になんてなれるかよ！　妹の命がかかってんだぞ！　ここでこうしてても救えるわけじゃねぇだろ」

「じゃあ、未み熟じゆくなアンタが妹を救いに行って、負けたらどうなるの？　妹は助からないし、この街の人たち……アンタの友達や大切な人たちも死ぬのよ？　それでいいの？」

　そう問い掛けるアリサに、縁えにしは答えることができなかった。

「アンタが負けたら終わりなのよ。苦しいのはわかる……でも、みんなが戻るまで待とう」

　諭さとすように言ってくるアリサに、だが、縁は時と計けいを見て、手を握にぎり締しめた。

「わるい……あいつらのことを信用してないわけじゃないんだ……。でも、ここで何もせずに妹が死んだら、俺おれは自分を、この力を許せなくなる」

　そう語気を強める縁は、出口へ向かって歩き始める。

「……俺は行く……ぶっ倒して妹を取り戻す！」

「ふざけないでよ──！」

　アリサが縁の前に立ちふさがり怒った声で言った。

「あんた、ソウルをぶっ倒すとか言って、作戦はないんでしょ!?　そんなんじゃ絶対に負けるわよ」

「だからって……こんなところで待ってられねぇよ！」

「アンタが受け継いだ『グラトニー』の呪のろいは、兄にいさんの力であり、兄さんを含めて九十九人の魂の結晶なの！　だから……お願ねがいだから早まらないで。お願い……」

　アリサは、訴えるように言った。

　アリサの言っていることは正しい。そう縁は頭では理解していても、胸を締め付けるような痛みと後悔の想おもいは抑えきれなかった。

「俺のせいなんかで妹を……死なせたくない……」

　そのままアリサの服を摑つかむ縁は自分を責めるように言う。

「俺のせいだ……俺のせいで、円まどかは……!!」

　自分があのペンダントを買って贈おくったばっかりに、円は無む理り矢や理り元気にさせられて、さらにソウルに操あやつられてしまっている。

　そのことを考えるだけで、縁は今にも心が崩れてしまいそうだった。

「頼むから、行かせてくれよ……！」

　アリサを摑んだまま震ふるえる縁。

　アリサの手が振り上げられたと思ったら──パシン！　と縁の頰ほおにひりつく痛みが走った。

　ハッとする縁にアリサが目を潤うるませ、叫ぶ。

「だったら──絶対に救ってよ!!」

　叫ぶアリサは目から涙を零こぼして訴えるように言ってくる。

「アンタには兄さんから受け継いだ、その『グラトニー』の力があるんだから……！」
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　その涙を見つめる縁は、目が覚めるような想いだった。

（そうだ……この力──『グラトニー』は多くの犠ぎ牲せいによって継承され続けている力で、アリサの兄セシルの想いも込められた力なんだ）

　ソウルの勢いに吞のまれたせいか……それとも、力が上う手まく使えなかったせいか、自分はいつの間にか自信をなくしていた。病院の屋上で、この少女にソウルを倒すと約束したのに。

　涙を流すアリサに縁えにしは、静かに頭を下げて言った。

「サンキュー、目が覚めた……」

　アリサの目を見て力強く言う。

「一いつ緒しよに行ってくれないか？　円まどかと街の人、それにセシルの魂を救うために！」

　縁はアリサの手を取り、自分の胸に当てて強い想おもいを伝える。

「俺おれみたいな未み熟じゆくな奴やつがバカなこと言ってるかもしれねーけど、この力で絶対にあのソウルを倒すって約束するから……！　倒して妹を取り戻すから！　だから、俺に協力してくれ！」

　アリサからの返事はない。沈ちん黙もくがしばらく続いたあと、口を開いたのはアリサだった。

「……このバカ」

「え？」

「アンタのバカは一回死ななきゃ治らないのよ、バカだから、そんなことしか言えないんでしょ！　そんなバカをフォローするために行ってあげる」

「…………ありがとう……」

　その言葉と共に、縁の目から一滴の涙が零こぼれた。そして、アリサの手を放はなして『グラトニー』の力が宿る胸を押さえる。

「おい、でも一個間違ってるぞ」

「え？　何？」

「今の俺おれはもう死ねないからな……俺のバカは一生治らないってことだ」

「バカ……」

　笑え顔がおで答えるアリサ。そのまま出口へ向かおうとするが、縁えにしをアリサが呼びとめる。

「忘れ物……アンタ、これがないと戦えないでしょ？」

　鉄の剣を投げ渡してくるアリサに、縁は二度目の礼を言った。

「ありがとう」




　　　　　　　　　　＊＊＊




　それから剣を携えて拠点を出た縁は、アリサと二人ふたりで博はく物ぶつ館かん公こう園えんへ向かった。

　辺りは黒い闇やみに覆おおわれ、完全に夜になっており、公園には人ひと影かげはなく、どこか不気味さが漂っていた。縁たちは作戦を立てながら進んでいく。

　大きな博物館が見えてきた。明かりの点ついていない博物館は、公園以上にさらに不気味だった。

　正面入り口へ向かうと、二人を誘うかのように扉は不自然に開く。

　ぽっかりと空いた暗くら闇やみを見て、縁は息を吞のんでからアリサに声を掛けた。

「行くぞ……」

　アリサは太もものベルトから十字架を抜き出すと、レイピアに変化させて縁に言った。

「どこから攻こう撃げきされるかわからないわよ。見えるところだけじゃなく、下にも注意を怠おこたらないように」

「ああ、わかってる……」

　静まり返った夜の博物館というのは、それだけでバケモノのようで、さらに本当にここにバケモノがいるとなると、より一層に身が引ひき締しまる。

　周りに気を配りながら、おそるおそる足を進めていた時だった。

「────!?」

　遠くから何かが走ってくる足音が響ひびいてくる。

　咄とつ嗟さに縁は身構え、アリサも剣を構える。

　足音はどんどんと近づいてきて、緊きん張ちようから息を止めた時──その足音の主は姿を現した。

「だ、誰だれか、た、助けてくれぇぇええ！」

「ん……？」

　それは、どこかで一度見たことのある姿。

　ベリルと遭遇した際に、不運にも居合わせた警けい備び員いんだった。

「おい、どうしたんだ？」

「き、君はあの時の──」

　警備員に尋ねると、彼は青い顔をして博はく物ぶつ館かんの奥を震ふるえる指で差した。

「──ま、またバケモノが出たんだ、奥にいる！」

　その奥を見つめる縁えにしは警備員に言った。

「……あんたはここから、早く離はなれたほうがいい」

「あ、ああ、そうするよ！　君たちも早くここから離れたほうがいい」

　警備員はそう叫ぶように言うと、縁たちの横を通り過ぎようとする。

　しかし、その警備員が通り過ぎる一いつ瞬しゆん──アリサは、レイピアを強烈に横よこ薙なぎする。それは常人では避けられないような速さで迫り、警備員の首を斬り落とした。

「おい、何やって──!?」

　アリサの突然の行動に焦る縁だったが、アリサが斬きった警備員を見て、冷静さを取り戻す。

　警備員は首がないにもかかわらず普通に歩いていたのだ。

　自分の頭を拾いに行く警備員は、頭を拾い上げ首に付けると、切れ目がつながって元に戻っていた。

「後ろから、苦しまないように一撃で殺してあげようと思ったのに、よくわかりましたね？」

「こんなところに死人がいるはずないからね……」

　警備員はニヤリとした笑えみを浮かべ、聞き覚えるのある口く調ちようで喋しやべっていた。

「腐くさってもウロボロスですか」

　それは円まどかの口を使って喋っていたアレードの口調で、縁はハッとする。

　アリサは、警備員に扮ふんしているアレードに冷たく言った。

「ベリルとの戦いの時に、博物館にいたのを見て違和感を覚えていたのよ。その後に警備員が行方ゆくえ不ふ明めいってニュースが流れていたじゃない……。ずっと引っ掛かってたの」

　そのアリサに、アレードはクツクツと笑うと残念そうに言った。

「気付かなければ、まずはあなたから苦しまずに殺してあげたものを……」

「それも……本物の身体ね……その人の魂はどうしたの？」

「以前から私の力の一部になっていますよ？　それに、操あやつるなら魂のないモノのほうが扱いやすいですからね」

　笑みを浮かべる警備員の顔から生気が抜け、白目を剝むくと同時に、奥から足音が聞こえてくる。

　振り向くと、胸元にペンダントをぶら下げたセミロングの少女が現れた。

「円……！」

「こちらも本物ですよ？　まだ魂はなんとか残っていますがね」

　円まどかが余裕の笑みを浮かべ喋しやべるのと同時に、警けい備び員いんからも声が発せられた。

「「それで、『グラトニー』を渡す気になったのですか？」」

「答えは──」

　それに戸惑う縁えにしだったが、内なる『グラトニー』の呪のろいを起動させ答えた。

「ノーだ！　このバケモノ野郎が！」

　右肩に仮面が現れ、マントがはためく。覆おおわれるフードの中で警備員を睨にらむ縁は、持ってきていた普通の剣を抜き出し、警備員に向けて構えて、円のペンダントを睨んで叫んだ。

「お前を倒して、円を取り戻す──！」

「「いいんですか？　私を殺すということは、あなたが救おうとしている妹の命まで奪うということですよ？　もっとも、力ちから尽ずくということでしたら、私は一向に構いませんが」」

　警備員も円も同時に残念そうな顔をしながらも、待ってましたとばかりの声音を発する。すると次の瞬しゆん間かん、ガチャガチャという鉄の音が奥から響ひびいてくる。

　目を向けると、博はく物ぶつ館かんに置かれていた西せい洋ようの鎧よろいが動き、ぞろぞろとこちらへ向かってきていた。

「「ここにあるものは全すべて私の魂が入っています！」」

　得意げな顔をする警備員と円は、鎧の後ろへ下がっていく。

　向かってくる鎧は十二体いて、その光景は圧巻だった。

　二人ふたりが下がったのと同時に、鎧たちがそれぞれに剣と盾を構える。

　その鎧たちに相あい対たいするアリサはレイピアを鋭するどく構え、その横で縁は呼吸を整ととのえながら剣を構え、訓練のことを思い出す。

　喰くらって作り出す──暴ぼう食しよくの大罪！

　あの感覚を思い返し、今まさに手に握る剣を喰らおうとした時だった。

「────！」

　横から鋭するどく空気を切り裂く音。

　反応が遅れたが、その攻こう撃げきはアリサがレイピアでなんとか防いだ。瞬間、空気を叩たたく音が鳴なり響ひびき、何が迫ってきたのかと振り向いた縁は目を丸くした。

　襲おそい掛かってきたのは長いムチだった。

　それは、どこかで見たことのあるもので、縁の記き憶おくはその持ち主をすぐに割り出すことができたのだが、それを処理する脳は、その事実を拒こばんで認にん識しきしようとしない。

「……アリサ、邪じや魔ましないで！」

　その落ち着きのある理知的な声が耳に入ったことで、認識が脳の拒む壁かべを破は壊かいした。

　暗がりから姿を現したのは長い茶髪の女性──。

「彩あや夏か……なんで!?」

　セシルがいない今、時雨しぐれたちウロボロスの人をまとめる存在である彩夏がそこに立っていた。

「──彩あや夏かさん、何してるんだ!?」

　縁えにし以上にアリサは目を丸くして問い掛ける。

「彩夏まで……操あやつられてるの？」

「…………」

　しかし、彩夏は黙だまったまま答えなかった。ただ、鋭くアリサと縁を睨にらんでムチを構える彩夏に代わって、鎧よろいの隙すき間まからアレードが話す。

「その人間は、お前たちを裏切って私に付いてくれました。ウロボロス本部に噓うその連絡をしてくれて、私の魂が入った遺物を街中に配置するのにも、大いに役立ってくれましたよ？」

「う、噓うそでしょ……なんで彩夏がそんなことするのよ……!?　するわけないじゃない」

　動揺するアリサの呼び掛けに、彩夏は静かに目を閉じて、口を開いた。

「本当よ」

「──!?　ど、どうして、彩夏!?」

　その問いかけに彩夏は苦い顔をして呟つぶやく。

「セシルのため……」

「兄にいさんの……?!」

　目を瞬しばたたかせるアリサに、彩夏は目を開くと静かに告げた。

「このアレードってソウルは魂を分裂させる能力を持っている。こいつに『グラトニー』を渡せば、『グラトニー』の中に封じ込められた九十九の魂の中からセシルを救ってもらえるの。そしたら、セシルは元に戻るの……」

「そ、そんなこと……」

　呟くアリサに、鎧の間からソウルが得意げに語り掛けてきた。

「「私は、魂を分裂させ増やすことができます！　『グラトニー』の力を手に入れれば、九十九代目不ふ死し王おうの魂を復元するなど、たやすいことですよ！」」

　それに息を吞のむアリサは、彩夏に訴えるように言った。

「もし……たとえそんなことができたとしても……ソウルに力を渡してしまったら、たくさんの人が犠ぎ牲せいになるのよ！　私たちの使命を忘れたの彩夏!?」

　その訴え掛けに、彩夏は胸を押さえて悲痛な面おも持もちで口を開いた。

「私は……『グラトニー』が憎い……。こんな力があるから、みんな不幸になるの。私の父はそれを誇らしげに継いだけど、結局その力のせいで殺されてしまった。そして、『グラトニー』はセシルを奪おうとしている……今まで受け継いできた人たちも、この呪のろいの犠牲になってきた。もう嫌いやなの……大切な人が奪われるのは……救えないのは……」

（彩夏さん……俺おれと一いつ緒しよだ……この人は俺と同じ苦しみを抱えて、いたんだ……）

　そう語った彩夏は憤いきどおるように言葉を続ける。

「結局、七つの大たい呪じゆを継ぐ者は、世界にとって不幸の象徴でしかないの。そんな不幸の象徴たちを消耗品のように思っている本部も、ウロボロスも、全すべてが憎い……」

「でも、そんなの間違ってるよ彩あや夏か」

「聞いて！　セシルのことを救ってほしいって本部に連絡したら、なんて答えたと思う？　『次の継承者を探して守れ』よ……」

　悲鳴のように言う彩夏は、アリサに訴え掛けた。

「あなたならわかるでしょう、アリサ！　こんなもの、私たちが守る力じゃない!!　だから……だから、もうソウルに奪い去ってもらうの！　そして、セシルを元に戻してもらう！　また小さかった頃ころみたいにみんなで一いつ緒しよに暮らそうよ」

「…………」

　過去を思い出すような顔をして沈ちん黙もくするアリサ。

「アリサ、こっちに来なさい……もう『グラトニー』の呪のろいはここで終わらせましょう……」

「「そうですよ、兄を元に戻したくはないのですか？　『グラトニー』を渡せば、この人間もあなたの兄も救われるんですよ」」

　彩夏とソウルの言葉に、アリサの剣が微かすかに揺らめいたのを縁えにしは感じた。

「そんな奴やつの言葉に乗らないでくれ、彩夏さん」

「貴方あなたも、これ以上苦しまず、不幸にならずにすむのよ？　だから、その力を、渡して」

「…………」

　アリサが静かに縁を見る。

　そのアリサを見返して、それから彩夏を見る縁の胸には、ただ虚むなしさだけが残っていた。

（彩夏さん……）

　妹の健康を願ねがって、ソウルが宿った怪しげなペンダントを買ってしまった。そんな縁だからこそ、彩夏の気持ちがわかる気がした。同時に自分の中の『グラトニー』が、こんなにも他人を苦しめているものだったと知って、胸が痛くなる。

「彩夏さん……でも、だからと言ってソウルに力を渡すのは間違ってる。悪いのは、そのソウルなんだ！」

「「心外ですね……私は、救うことができるのですよ？」」

「そうよ……父は失ってしまってもう戻らないけど、セシルは今だったら助けることができるの。大切なの……セシルが……。縁くん……貴方ならこの気持ち、わかるでしょう？」

　だが、縁は、命を懸かけてソウルと戦うつもりだった。

「ごめん……彩夏さん……」

「アリサ、貴女ならわかってくれるでしょう？　セシルを元に戻すためにも縁くんを説得して────」

　少しの間揺らめいていたアリサの剣は、何かを決意するかのように、しっかりと構えられていく。

「彩あや夏か…………ダメだよ。私はそんなことできない」

　アリサが剣を向けるのは、ソウルの方向だった。

「だって……兄にいさんは、この力を不幸の力だなんて思っていなかった。この力を使って、この世から不幸な人を減らすために頑張っていたんだから……」

　縁えにしは、アリサがどんな選択をしても受け入れる覚悟だったが、その言葉にどうしてか目め頭がしらが熱あつくなるのを感じる。

「どうしてなの、アリサ!?」

　驚おどろいたように訊きく彩夏に、アリサは昔を思い返すように語った。

「だって、そんなことしたら兄さんを裏切ることになる……」

「裏切る──!?」

「兄さんは、彩夏のお父とうさんからグラトニーを継いだ時に言っていたの。『自分はこの力を扱い切れなくなるかもしれない。でも、それまでの間くらいは、この力を使って、できる限りたくさんの人を守りたいんだ』って」

　そのセシルの言葉を口にしたアリサは、決意した想おもいを彩夏にはっきりと伝える。

「だから……私は、その兄さんの想いを貫く！」

「……そう」

「ねぇ、彩夏──」

「もういい……あなたがそう言うのなら……私は貴女あなたを殺して、縁くんからも『グラトニー』を奪う」

　叫びながらムチを構える彩夏に、アリサは戸惑いながらもレイピアを構える。

「彩夏……やめてよ……なんで私たちが戦わなきゃいけないの」

　そう語り掛けるアリサの言葉は、もう彩夏には届かなかった。

「「人間同士が争う姿はいいですね。楽しませていただきますよ」」

　アレードの言葉と同時に、彩夏は無言のままアリサ目がけてムチを鋭するどく放つ。

　ソウルと戦う決意はしていたアリサだったが、彩夏と戦うことには戸惑いがあるのか、反応が数テンポ遅れてしまう。

　鋭く迫るムチをギリギリ避けるが、その動きにキレはなく、四度目の攻こう撃げきは避けることができなかった。なんとかレイピアで防御をしたが、凄すさまじい強打に剣を大きく弾はじき飛ばされてしまう。そして、アリサ自身も五度目の攻撃で吹っ飛ばされた。そこに、容赦のない六度目の空気を断つようなムチが振るわれる。

　しかし、それがアリサの身体からだを打つことはなかった──。

「うがッ──！」

　代わりに打たれたのは、縁だった。咄とつ嗟さにアリサを庇かばった縁に鋭いムチが轟ごう音おんを立てて炸さく裂れつする。その破は壊かい力りよくは凄まじく、一発打たれただけで激げき痛つうと共に裂けた腕から血が滴したたり落ちる。

「縁えにし!?」

「だ、大丈夫だったか？」

「腕が……！」

「俺おれは大丈夫だ。こんな傷、すぐ治る……」

『グラトニー』の力で裂けた腕の傷はもう治りかけていた。

「彩あや夏かさん、もうやめよう……アリサだって辛つらいんだ……」

　縁は彩夏を静かに見つめる。

　悲痛な表情を浮かべる女性に抱くのはやはり怒りではなく虚むなしさと、ある疑問だった。

「邪じや魔ましないで──」

「くッ……」

　その縁を拒絶するように彩夏は何度もムチを振るう。

「やめてくれよ、ぐ……」

　ムチが振るわれる度たびに縁の肉が裂け、血が噴ふき出す。だが、呪のろいの身体からだが否いや応おうなくその傷を修復していった。ただ、痛みの感覚は身体に蓄ちく積せきしていき、苦く悶もんの表情を浮かべる縁は、それでも彩夏の前に立ちはだかる。

「頼むよ……やめてくれよ」

「なんで攻こう撃げきし返さないの──!!」

　そう泣き叫ぶような声を上げる彩夏に、縁は途と切ぎれ途切れに言った。

「俺は……不死身だからいいよ……いくら叩たたかれたって……でも、もうやめてくれよ。アリサの心を傷つけるのも、彩夏さん自身の心を傷つけるのも──」

　その言葉に動揺した彩夏に、縁はさらに疑問を投げ掛けた。

「なんでだよ。彩夏さんは『グラトニー』を憎んでいたんだろ？　じゃあ、なんでさ……彩夏さんは俺を修業してくれたんだよ……？　俺を殺して力を奪うつもりなら……そんなことしなくたってよかったのに。なのに、なんで『グラトニー』のことを一いつ生しよう懸けん命めい俺に教えてくれたんだ……」

「そ、それは…………」

「本当はさ……」

　そう呟つぶやく縁の中には、ある考えが浮かんでいた。

「嫌いやだったんじゃないか……!?　自分の中に、ソウルに協力してセシルを取り戻したいという自分と、そうじゃない自分がいて……心のどこかで止めて欲しかったから俺に教えてたんじゃないのか？」

「うるさい！　そんなわけない!!」

　動揺するように叫ぶ彩夏に、縁は強く訴え掛けた。

「……彩夏さん、ソウルを信じちゃダメだ。俺がセシルを戻す方法を探すから！」
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「もう遅い……私はみんなを裏切ったのよ！　もう戻れない！」

「そんなことねぇよ！　まだやり直せるよ！　セシルだって救えるし、俺おれがなんとかするよ」

「私…………う……」

　その縁えにしの言葉に彩あや夏かが耳を傾け始めた時だった。彼女の動きが突然止まる。

「「もういいですか？　人間のむず痒がゆい希望の話を聞いてるだけで、心が乱れて殺したい衝しよう動どうに駆られてしまいます」」

　そんなアレードの言葉と共に、彩夏が力なく床に倒れた。

　彩夏の背後に、いつの間にかアレードの操あやつる警けい備び員いんが立っており、彩夏の背中に剣が突き刺されていた。そして、床にできた赤い血だまりが広がっていく。

「彩夏さん！」

「彩夏ー！」

　背中から血を流す彩夏に、アリサの悲鳴が飛ぶ。

　アレードは倒れた彩夏を見下ろして、吐き捨てるように言った。

「人間とは本当に愚かな生き物ですね！　すぐに心を傾ける。だから、弱いんです。矛む盾じゆんを抱え、何が正しいのかわからないくせに、すぐに希望にすがろうとする」

「お前が彩夏さんに吹き込んだんだろうが！」

「黙だまれ！　やっぱり人間なんて、役に立たないゴミクズです。くだらない……くだらなすぎる」

「テ、テメェェェェ──!!」

　縁えにしの中に、身が焼けそうな程の熱あついものが湧わき上がってきた。

　その縁の姿を楽しむようにアレードは笑っている。

「この人間は、あなたのせいで不幸になったんです。『グラトニー』を渡さなかったから。その呪のろい、今からでも遅くないですよ。私に継承すれば全すべてが楽になりますよ？」

　アレードを鋭するどく睨にらんだ縁が叫んだ。

「この力は、テメェなんかにゃ譲ゆずらねぇ!!」

　縁は自分の胸元を押さえて、宣言するように大声を上げた。

「これが不幸の力だって？　もしそうだとしても俺おれが──俺がこの手で、このくそったれな呪いの連れん鎖さを断ち切ってやる!!」

「力を使えきれないのによく吠ほえますね……。それではこの場で全員殺して、その不幸の連鎖を増やしてあげましょう！」

　警けい備び員いんと円まどかが後ろへ下がると同時に、武器を構えた鎧よろいたちが向かってくる。

　縁がそのアレードに操あやつられたモノたちを睨んで、剣を強く握りしめると、その剣が手の中に吸い込まれるように消えていった。

（『グラトニー』……アイツを消し去る力を貸しやがれ……！）

　──暴ぼう食しよくの大罪！　喰くらったモノを自分の力に変えて、混ぜ合わせてこの場に顕けん現げんさせる力。

　初めて『グラトニー』の力を使った時以外はほとんど上う手まくいかなかったこの能力だが、自然と今ならできる気がした。

「うおぉおおおおォォォ──！」

　その叫びと共に、手から巨大で禍まが々まがしい剣が現れる。

　初めて出した時と感じる力が全く違う。

　剣の柄つかを握った時にそう感じる縁は姿勢を低くすると、鎧へ向かって走り出した。

「邪じや魔まだ──！」

　一体の鎧を切り裂き、すぐさま二体目の鎧を一刀両断にした。まるで紙を切るように、さらに三体、四体……六体、七体と、分厚い鎧を次々と斬きり伏ふしていく。

「テメェだけは許さねぇ！」

　鎧と戦いながら、円の姿のアレードの許もとへと迫る縁。目標は円の首に掛かるペンダントだった。アレードの核であるというあの石を破は壊かいすれば倒せるのではないか、という考えがあった。

「ほう、さっきとはまるで別人のようですね」

　自分に近づく縁に、アレードはすぐに不敵に笑って言う。

「甘いです……そんなもので私を屠ほふれると思っているのですか！」

「んだと……!?」

　円まどかの姿をしたアレードは、腕を高く上げて叫ぶ。

「──集結しろ我が魂!!」

　その瞬しゆん間かん──隣となりに立つ警けい備び員いんの身体からだから黒い小さな光が抜け、糸の切れた人形のようにがくりと倒れる。さらに縁えにしが斬った鎧よろいや、今まさに戦っている鎧からも光が抜けたかと思えば動かなくなった。

　その抜けた黒い光は円の周囲の四か所に集まり、さらに博はく物ぶつ館かん内ないからも光が集まり、どんどん大きくなっていく。そして光がぐにゃぐにゃと揺らめいたかと思えば──

「なっ……なんだこいつ」

　縁は目の前の光景に、つい声を漏らしてしまう。

　四か所に集まった黒い光は、見覚えのある姿……まさに今の縁の姿に変化した。全体的に黒ずんでいるというところ以外は、手に持つ剣の形や格好まで同じだった。

『あなたをコピーさせてもらいましたよ』

　縁の姿と化した四体のアレードは、同時に言う。

『自分四人を相手に……どうしますか？』

「そんな偽物……すぐに壊こわしてやるよ！」

『オリジナルには多少劣りますからね。こちらは数で勝負させてもらいますよ』

「一体ずつぶっ壊こわしてやる！」

　と、縁が一体に向かっていく。他ほかの三体のアレードは散り散りにその場から離はなれた。そして、一体目に攻こう撃げきを仕掛けようとした瞬しゆん間かん、三体のアレードの持った凶悪な剣は縁に向けられたのではなく──

「こっちを見なさい？　こいつらの命がありませんよ！」

「────!?」

　四体目のアレードが、縁の顔で不敵な笑えみを浮かべて告げてくる。三体のアレードはアリサ、彩あや夏か、そして円に剣を突き付けていた。

「くそ……テメェ……!!」

　アレードたちは、アリサたちにさらに鋭するどく剣を突き付けると、四体目のアレードが、怒りを燃もえたぎらせる縁に悠々と言ってきた。

「いいんですか？　本当に死にますよ？　まあ一人ひとりはもう死にかけですが」

「汚いぞ……」

「ハハハハ、褒ほめ言葉ですか？　お褒めに与あずかり光栄です！」

　歯は嚙がみする縁に、アレードは高笑いして告げる。

「まずは……その剣を捨ててもらいましょうか！」

「くそ……」

　縁は歯を食いしばったまま、手に握る剣と、アレードたちに剣を突き付けられている三人を交互に見やる。剣を捨ててしまったらアレードに太た刀ち打うちできなくなってしまうが、かといって、捨てないわけにはいかない……。

「捨てちゃダメ──！」

　葛かつ藤とうする中、アリサが叫ぶが、剣を突き付けているアレードに思いっ切り殴られた。

「うるさいですよ！」

「ぐッ──」

「アリサ！」

　気を失って倒れるアリサに、再び剣を突き付けたアレードが縁えにしを振り向き、脅迫する。

「捨てないつもりですか？　では……」

　アレードの剣が彩あや夏かの身体からだに深く突き刺さった。

「ごは……」

「彩夏さ──────ん！」

「どうやら……死んでしまったようですね。次は、この生意気な女を……」

「テメェ……くそ、わかったよ！」

　投げ捨てた瞬しゆん間かん、剣は霧む散さんして消えてしまう。

「そうそう、それでいいんですよ」

「絶対に許さねぇ！」

　満足げに頷うなずいたアレードは、さらに縁に要求する。

「それを負け犬の遠とお吠ぼえと言うんですよ？　さぁ、次は、その『グラトニー』の姿を解きなさい」

「く……」

　変身を解いてしまったら、本当に何もできなくなってしまう。しかし、剣を突き付けられた三人を見ては、どうすることもできない。

「何をしてるのです、早くしなさい！」

「…………くそ─────────」

　縁の身体から仮面やマントが霧散して消えていく。

　その縁に、アレードは高笑いしてきた。

「愚か者に死を──！」

　四体目のアレードがそう言った瞬間──猛スピードで縁に向かってくる。

　縁は反応することができず、ズドという衝しよう撃げきと強烈な痛みが身体を襲おそう。

　アレードの片手に持つ剣が縁の腹部を貫き、同時にもう片手が縁の胸を突き刺さしていた。

「ぐあッ──!!」

　血を吐く縁に、アレードが勝ち誇ったような声を上げる。

「摑つかんだ、摑んだぞ！　これが『グラトニー』の核！　手に入れた！　もう私のものです！　あなたは力を使うことはできません！」

「ぐあああああああああああああああ……」

　激げき痛つうの中、縁えにしは『グラトニー』に力を込めるがアレードの言う通り反応しなかった。

「せめてもの情けとして、あなたごと取り込んであげましょう」

　そうアレードが笑った瞬しゆん間かん、急激に縁の身体からだから力が抜け、冷えるような感覚に襲おそわれた。

（く、くそ……死ぬのか、俺おれは……）

　アレードの腕を摑つかもうとするが、力が一切入らない。

「虫の息で何をするつもりです？」

　勝ち誇るように言うアレードは、ニヤリと笑えみを浮かべて縁に言った。

「この呪のろいの力で、全員喰くらって殺してあげますよ」

「て……めぇ……」

　必死に足あ搔がこうとするが、もう完全に身体に力が入らなくなっていた。

　視界もぼやけ始める中、縁は剣を突き付けられている三人を見た。

（俺おれが……俺がここで負けてしまったら……）

　ダメだということは頭に感じるのだが、その意い識しきすら遠くなっていく。

（約束したのに……俺は守れないのか……）

　そんな絶望を抱いたまま、意識が飛びかけた時だった。

　──ある声が耳に入ってきた。

「──お兄にいちゃん……」

「う…………？」

「お兄ちゃん……」

　その声の方向に、縁が閉じかけた目を向けてみれば、それは円だった。

　アレードに剣を突き付けられている円の目から涙が流れていた。

「お兄ちゃん……がんばって……」

「まど……か!?」

「何だ、完全に支配していたはずなのに……気持ち悪い」

　吐き捨てるように言うアレードは、鼻で笑って言ってくる。

「まあいい、『グラトニー』を奪ったら真っ先に殺してあげますよ」

「────」

　途と切ぎれ掛けていた縁の意識だったが、円の涙と言葉で呼び戻された気がした。

（そうだ……俺が負けたら、円も、アリサも、彩あや夏かさんも死んじまうんだ……いや、それだけじゃない、もっとたくさんの人が犠ぎ牲せいになる……！　させねぇ！　そんなこと……させねぇ！）

　身体の底から強烈な闘とう志しが燃もえ上がってくる。

「──お……れが……守……る」

　そう呟つぶやいた縁えにしは、自分の胸を刺すアレードの腕と、腹を刺す剣を摑つかんだ。

「なに？　まだ動けるのか」

「その呪のろいは……」

「死にぞこないが！」

「その呪いは、俺のものだ！」

　縁が叫んだ瞬しゆん間かん、全身に力が溢あふれてきた。

「なっ、『グラトニー』の力は私が支配しているんだぞ!?」

　縁が摑んでいたアレードの腕と剣が霧む散さんして消滅していく。

「──私を喰くらってきただと!?」

　慌てて距きよ離りを取るアレードは驚きよう愕がくしながら縁に言う。

「な、なぜだ!?　なぜ、『グラトニー』の力が使える!?」

　アレードに向かって縁は、鋭するどく睨にらんでブチ切れるように叫んだ。

「自分の目的のために兄弟を見殺しにして──」

　その言葉と同時にマントが縁の身体からだを包む。

「他人を利用して傷つける──」

　次に縁の右肩に仮面が現れた。

「そんな奴やつには一生理解できねぇよ！　それに──」

　そして、縁がアレードに向かって右腕を伸ばすと、マントが右腕を覆おおうように螺ら旋せんを描いて包み込んでいく。そして、そこから闇やみを孕はらんだ何本もの触手のようなものが現れ、四体のアレードたちを狙ねらい澄ました。

「その呪いは──俺おれがもらう！」

「なんだ、この力は──」

　今度は、縁は左腕を使って右腕の仮面を引ひき剝はがすと、それを自分の顔へ持っていく。

「俺はテメェみてぇな奴、許しておけねーんだ！」

　途と端たん──仮面が顔に張り付き、全身からおびただしいほどの黒い霧きりが溢あふれてくる。

「お、おい、こいつらの命が──」

　アレードが言葉を発したのと同時に、縁のマントから伸びた触手が、アリサたちに剣を突き付けていた三体に突き刺さると、黒い霧が広がり三体を包み込んだ。黒い霧に覆われた三体はそのまま消え去ってしまった。

「なんだその力は──!?」

　黒い霧を振り払うように慌てて距離を取ったアレードは、大声を上げる。

「忘れてないでしょうね！　人ひと質じちはこいつらだけじゃない、街中に私の魂を入れ込んだモノを配置してあるんです！　それをやめないと全すべて起動させて殺しますよ！」

　必死の形ぎよう相そうで叫ぶアレードだったが、突然、外から投げ込まれたボロボロの人形や折れた刃物などのガラクタを見て、硬直した。

「おい、このクズ野郎！　配置したっていうのは、それのことか？」

　そんな声が響ひびいてきたかと思えば、それは赤いメッシュの入った茶髪の男──時雨しぐれだった。

　そしてその時雨と一いつ緒しよに、山ほどのガラクタを抱えた朱しゆ璃りと阿あ羅ら多たも現れ、床にそれらをばらまいた。

「いっぱいあって大変だったよ……！」

「……全すべて破は壊かいした」

　床に山やま積づみになったガラクタに、アレードが息を吞のんだのが聞こえた。

「な……どこにも、感じられない……あの数を数時間で──!?」

　そんな声を漏らすアレードに、時雨しぐれが表情を暗くして息を吐いた。

「ウロボロスの力を、なめんじゃねえ」

　時雨は、血を流し床に倒れ伏している彩あや夏かの許もとへ歩いていく。

「姉貴……姉貴の行動が、ここ数日おかしかったことには気づいてた……でも、俺おれには何もできなかった……」

　腰を下ろし、彩夏をゆっくりと抱き上げると、時雨はその女性の顔を見つめて呟つぶやいた。

「アレードの魂の入った遺物は、街のわかりやすいところばかりにあったよ……あれは姉貴が見つけて欲しかったからだって、すぐにわかった」

　目を閉じる時雨は、自分を責めるように言った。

「でも、俺は、姉貴を結局止めることができなかった……！」

　その鋭するどい目から涙を流す時雨は、彩夏の身体からだを抱きしめて声を上げた。

「すまねぇ、姉貴、すまねぇ……」

　それから何度も謝あやまり続ける時雨は、縁えにしに振り返ってくる。

「縁……頼む……あいつを消してくれ……！」

「──ああ、任せろ」

　縁が頷うなずいた瞬しゆん間かん、右腕に現れていた暗黒を孕はらんだ触手が、一気により合わさり始める。

　最初に初めて『グラトニー』の力を使った時のような、巨大な竜の頭が形作られていくが、今、目の前で形作られているのは縁の身体から溢あふれる黒い霧きりを纏まとった漆しつ黒こくの巨大な竜だった。

　朱璃と阿羅多に逃げ道を阻はばまれているアレードは、慌てて縁に語り掛けてきた。

「ちょ、ちょっと待て！　私を生かしておけば、セシルやお前の妹も、それにその女もなんとかしてやる！　だ、だからやめろ！」

　そのアレードの言葉に、縁は仮面の奥から鋭く睨にらんで言った。

「……散々人の心を弄もてあそびやがって！　もう誰だれもてめぇの戯ざれ言ごとなんか聞きやしねぇよ！」

「な、頼む……！」

　醜しゆう悪あくな表情を浮かべるアレードは、ばっと振り返ると倒れている円まどかを抱えて、朱璃のほうへ走り始めた。

「どけぇぇ！　邪じや魔ますれば、こいつを殺すぞ！」

「救えねェんだよ、テメェはよ!!」
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　その逃げるアレードを見る縁えにしは、激げき怒どしながら叫んだ。

「──てめぇの罪は、俺が喰くう！」

　そう縁が叫び、右腕に力を込めた瞬しゆん間かん──

　──グウラアアアアアアアア

　右腕から伸びた漆しつ黒こくの竜が、アレードへ恐ろしい速さで向かっていく。

　そして、口を開いた竜にアレードが飲み込まれると、竜の口は一気に閉じた。

「ぐああああああああァアア──」

　竜のアギトの中、断だん末まつ魔まが木こ霊だまし、竜は縁の右腕へと戻り、黒い霧きりとなって姿を消し去った。

　そして、その傍かたわらには、気を失っている無傷の円まどかと、猫ねこ目め石いしのペンダントが残されていた。













　　エピローグ







「お兄にいちゃん、不老不死ってどう思う？」




　縁えにしが円まどかのお見み舞まいをしに、病院へやってきたある日のこと。

　突然、円が尋ねてきた。

「不老不死か……」

　縁は少しドキリとしながら、腕を組んで呟つぶやく。

　ペンダントのソウルの事件が解決してから、円はツケを払わされるかのように一気に具合が悪くなり、そのまま入院した。

　一時は危ないところまでいったが、なんとか一命を取り留め、今は少しずつ良くなっている。

　円のペンダントの記き憶おくは、ウロボロスに伝わる呪じゆ術じゆつによって、記き憶おくごと消されたはずなのだが……。

　しばらくうんうんと考えていた縁は、素直に今の気持ちを口にした。

「んー、今はよくわかんねぇわ！」

「前は羨うらやましがってたのに？」

「まあ、不老不死なんて無い方が幸せなのかもな……」

「……変なお兄ちゃん」

　クスクスと笑ってくる円。

　それに釣られるように縁も笑うのだが、今こうしている時も、常に縁の中にはグラトニーが眠っている。

　あの事件以来、縁はたまに自分が怖くなることがあった。

　自分が偶然にも受け継いでしまった、この力と呪のろい。

　これはまだまだ未知であり、これからどう作用していくのかわからない。

「…………」

　しかし、と縁は思う。

　どう作用していくのかはわからないが、ただ思うのは、目の前の大切な人たちは守りたい。そして、今回の事件のような被害者を出したくない、ということだった。

　ペンダントのソウルに弄もてあそばれていた警けい備び員いんの骸むくろは遺い族ぞくの許もとへと帰ったが、その骸を前に涙を流す遺族の顔が忘れられない。

　また、今回の被害者でもある彩あや夏かも刺された傷は深かったものの、一命を取り留める奇跡を見せたのだが……。

　縁えにしは、彩あや夏かを咎とがめるつもりも責めるつもりもなかったのだが、彩夏自身が「それでは私が私自身を許せない。アリサや時雨しぐれ……それに何よりもセシルに合わせる顔がない」と自らウロボロス本部にその裏切りの行為を報告し、本部で監かん禁きんされることとなった。

「貴方あなたにも、貴方の妹さんにも迷惑を掛けてごめんなさい……。それと、できれば、勝手に本部へ行っちゃうけどごめんなさい……とみんなに伝えて……。顔を合わせると決心が鈍るから」

　彩夏が本部へ向かう夜に、縁の許もとに訪れて言った言葉と、切なそうな表情が今も忘れられない。

　自分にもっと力があれば、全すべて上手く回かい避ひできたのではないかと今でも後悔している。だが、それを糧かてにもう二度と悲惨な被害者は出さないつもりだ。

　そんな感傷に浸ひたっていると、病室の扉をノックする音が聞こえた。

　縁よりも先に円まどかが返事をする。

「どうぞ」

　ドアが開かれ、顔を覗のぞかせてくるのはブロンドの髪の少女だった。

「アリサさん！」

「元気そうね、円ちゃん」

　縁が知らぬ間に、二人ふたりはかなり仲良くなっていた様よう子すだった。

　この病院では、アリサの兄であるセシルも長い眠りに就ついている。

　そのお見み舞まいを兼ねて、よく会ってはいろいろと話したりしたのだろう。

　縁は、妹に友達ができたことに喜ぶものの、相手が相手なので、複雑な気持ちを抱かずにはいられなかった。

「最近、なまってるんじゃない？　今日はみんな集まるから応おう用よう編へんやるわよ」

　そう告げてくるアリサに、縁は驚おどろいた声を上げた。

「応用編か……」

　基き礎そを終えた修業なのだが、事件以降は時雨たちウロボロスメンバーは、あちらこちらと飛び回ることとなり、忙しくてなかなか会う時間が取れずにいた。アリサと二人で軽く実践訓練は続けていたが、ちゃんとした修業をするのはかなり久しぶりな気がする。

「私のことは構わず、アリサちゃんと勉強会を頑張って！」

　そう微笑ほほえむ円に、縁は少し真剣な顔をして言った。

「おう、俺が教えないとダメだからな……アリサはダメな奴やつだから」

「ふーん……」

「ぐほ……」

　アリサが脇わき腹ばらへ肘ひじ打うちを入れてくる。

「いつからアンタが私に教える立場になったの？」

「えーと、じゃあ行こうか、アリサさん」

　それから病室を後にする縁えにしたち。アリサに言って、少しだけ挨あい拶さつしようとセシルの眠る部へ屋やへ一いつ緒しよに向かった。

「…………」

　眠り続けるセシルを見つめる縁は、先程考えたことを、語り掛けるように話した。

「俺おれさ、『グラトニー』の解かい呪じゆも戻し方もわからないし、あんたを目覚めさせる方法もまだ見つかってないけど……大切な人たちを守りたいし、もうソウルの犠ぎ牲せいになる人を見るのは嫌いやだから、俺が全員守るよ……だから待っててよ」

「…………」

　ふと、隣となりからクスクスという笑い声が聞こえてくる。

　振り向くとアリサが笑えみを浮かべていた。

「もちろんアリサのことも守るから……」

　そうセシルに呟き掛ける。すると、どうしたことかアリサは顔を真まっ赤かにして、慌てふためきながら小突いてきた。

「何言ってんの。弱いくせに」

「俺は決めたんだ、この呪のろいの力でみんなを守るって」

「じゃあ、そのためにはもっと鍛きたえないとね！　行くわよ、縁！」

　なんだかいつもと様子の違うアリサに、縁は少しの間、きょとんとしてしまう。

　いつもより可愛かわいげがある気がして、縁は苦笑しながら、病室を出ていくアリサを追いかけた。

「待てよアリサ──」

　そして病室を出る直前、縁はもう一度セシルを振り返って、先程言ったことを改めて胸に誓ったのだった。




　──これからもソウルたちと戦い続けなければいけない。でも、守ってみせる。

　先のことを考えれば不安だらけだが、その誓いと『グラトニー』を胸に、縁はアリサと共にメンバーたちの許もとへ向かった。













　　あとがき







　皆様、本作をお手に取ってくださり、ありがとうございます。泉いずみ谷たに一かず樹きです。

　一つのことを続けていく、というのはとても大変なことだと最近よく感じます。

　その「一つのこと」というのは、勉強であったり、趣しゆ味みであったり、仕事であったり……。

　それらを続けていく中で、やはりどうしても様々な壁かべにぶち当たります。

　例えば、毎日同じことの繰くり返しで未来に不安を感じることもありますし、好きで始めたことが、いつの間にか好きかどうか分からなくなることもありますし、責任やプレッシャーに押おし潰つぶされそうになることもあります。「初心忘るべからず」は有名な格言ではありますが、その初心すら考えられないぐらいに追いつめられることもあると思います。

　その壁に直面した時、諦あきらめる、逃げる、というのも一つの道だと思います。

　しかし、先人たちは、必死に壁を破ろうと努力をした先には、勝利が待っている、新しい景色けしきが見えてくる、というようなたぐいの言葉を多く残しています。

　私自身、その言葉に対して、「本当かな……？」と、疑う気持ちがないわけではないのですが、しかしながらも、一つのことをやり抜いた先に見えるという景色を見てみたいなと思うので、壁は多いですが精進を続けたいなと思う今日この頃ごろです。

　……なので、とりあえずは、三日でやめてしまった筋トレを決意も新たに再開したいとお思います！　筋肉痛や面倒臭さにめげることなく、筋トレを続けた先には、きっとムキムキな未来が待っているはず！（一気にスケールが小さくなりました・汗）

　まあ、冗談は置いておきまして、今を頑張っている、頑張ろうとしている皆様の心の小憩として、本作が少しでも役立つことができれば幸いでございます！




　最後に、たくさんご指導くださいました担当の粂くめ田た様。素す晴ばらしいイラストを描いてくださいました、しゅがすく様。文章の間違いを数多くご指摘くださいました校閲様。また、この本が出版されるまでにご助力くださいました方々に深く感かん謝しや致します。

　そして何より、この本をお手に取ってくださいました読者様に深く深く感謝を──。

　ありがとうございます。

　またお会いできましたら、どうぞよろしくお願ねがい致します。


泉谷一樹　
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泉いずみ谷たに一かず樹き

公園を訪れた時、一羽のハトが近づいてきました。いつもは気にならなかったのですが、観察していると翼の根元の筋肉が分厚くとても大きいことに目が留まり簡単そうに何気なく飛んでいる鳥でも、実はすごく力が必要で一生懸命に生きているんだなと感じました。
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イラスト／しゅがすく

しゅがすくです[image: 顔文字]

今年もどうぞよろしくお願いいたします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「泉谷一樹先生」係

「しゅがすく先生」係











本書は書き下ろしです。
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─百ひゃく代だい目めの不ふ死し王おう─








泉いずみ谷たに一かず樹き
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